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序　章

はじまりは影の中



　ふと気がついたら美しい女の子になっていたのでびっくりした。



　窓。



　最初に目に入ったのは窓。



　正面に窓がある。

　目ざめたばかりの頭は、まだぼんやり。



　その場にぼーっと立ったまま、窓を見つめる。

　自分の身長ぐらいある、背の高い窓だ。

　外は、夜。

　窓枠には、可愛かわいらしい花の飾り彫ちよう刻こく。どことなく和風なデザイン。



　そして、ガラスに女の子が映ってる。

（なんてきれいな子……）

　まだ霞かすみのかかった頭でそんなことを思う。



　女の子は十五歳ぐらい。

　背中まで伸びたつややかな髪。

　柔和そうな大きな瞳ひとみ。小さく形のいい鼻。花びらのような唇。

　お人形みたいに愛くるしい、可か憐れんな顔だち。

　少し幼さの残る、細くしなやかそうな身体からだ。すらりと伸びた腕と脚あし。

　華きや奢しやで線の細い、妖よう精せいのようにどこかはかなげな、その姿。

　見慣れない学校の制服を着て、夢見るような瞳をこちらにむけている。

（こんなきれいな女の子、見たことない……）

　うっとりしているうちに、気がついた。

　こっちが動くと、女の子も動く。

　手を上げると、女の子も手を上げる。

　両腕をパタパタ振ってみると、女の子もパタパタ。

　ていうか、映ってるのは当然、自分自身なわけだから――。

「えっ？　えっえっ、えっ？」

　思わず声をあげて、顔を窓に近づけた。

　すると、窓に映った女の子も顔を近づけてきた。

「こっ、こここ、これっ。これが……わたっ、わたっ」

　わたし、という単語をいおうとして、ためらった。

　わたし？

　あたし？　あたい？　うち？

　自分をなんて呼べばいいのかわかんない。

　わたし、で、いいの？

　……ひょっとして、ぼく、とか、おれ、とかのほうがしっくりくるんじゃ。

　いやいや、そんなばかな。

　だって、窓に映った自分の姿は、まぎれもなく女の子。それも、超絶な美少女。

　だけど――だけど――。

　それが自分だっていう実感が、ぜんぜんないっ！

　目をさましたら、いきなりこの姿に変わってました、っていう感じ。

　寝てるあいだに、魔法かなんかで記憶を奪われて、この姿に変えられてしまいました――みたいな、そんな違和感。

　まさか本当に、以前は男の子だったとか……いやいや、ちょっと待って。そもそも。

　自分はいったい、誰だれ？

　形のいい手でほっぺたをおさえ、窓に映った姿をまじまじと見つめる。

　なんにも思いだせない！

　自分の名前、歳とし、家族や友だちの顔や名前、通っている学校、自宅の住所。

　何ひとつ、わからない！

　だいたい、なんで自分は、ここにいるの？

　ここ、どこ？

　パニック状態。あたふた足踏み。周りをきょろきょろ。

　つまり――これっていわゆる――。きおく、そうしつっ？

「えええええっ！」

　大きな瞳ひとみに、星型の光がチカチカ輝きそうな、そんな大ショック！

「どうして……こんなことに……」

　はっと気づく。

　窓はかすかに曇くもっていて、指で書いたらしき文字がある。

　一行目にはこう書いてあった。



　　やっほー。目がさめた？　びっくりしたでしょー。あははははっ。



　と。

　なに、これ。

　思わず目をぱちくり。書き手の人ひと柄がらがなんとなく偲しのばれる。

　いや、そんなことに突っ込んでいる場合じゃない。つづきを読まなくちゃ。



　　これはね、あなたへの罰！

　　あなたはかつて、人の心をもてあそび、あなたを愛した人を利用し、裏切り、大勢の優しい人を傷つけたの。

　　ここはあなたの煉れん獄ごくってわけ。罪を償つぐない、赦ゆるされるまでは、そのままでいなくちゃダメよ。

　　償うためには、もう一人のあなたを手伝うこと。その子はすっごく優しい女の子だから、力になったげて。くわしい話はそのうちまた。じゃーねっ。



「いや。『じゃーねっ』っていわれても……」

　当惑して顔をしかめる。

　何がなんだかさっぱりわからない上、やけに子どもっぽい文章だ。

　女言葉だから、書いたのも女性なんだろうか。

　はっきりいって、字はあんまりうまくない。ほんとに子どもが書いた文字みたいだ。

「罰？　罪？　れんごく……？　もう一人のあなたを、手伝う……？」

　煉れん獄ごく。れんごく。かろうじて読みかたはわかる。

　でも意味は？

　いったい誰だれがこれを書いたのか。自分あてのメッセージなのだろうか。

「わ、わかんないよ。もう一人のあなたを手伝えって、どういうこと？」

　今の今までここには、この文章を書いた人物がいたはずだ。もしかしたら、ほんの一分ぐらい前まで。

「ねえ、もっとちゃんと説明してよ！　誰かいるんでしょう？」

　返事はない。気温のせいか、窓に書かれた文字は、たちまち薄れて消えしまった。

「もう一人のあなた、なんていわれてもわかんないよ！　お願い、戻ってきてえ！」

　返事はない。

「ばかあーっ！」

　腹だちまぎれに怒鳴った。

　ばかー、ばかー、ばかー、ばかー……。と、階段の壁にその声が反響する。

　階段。

　そうだ、ようやく気がついた。

　ここは階段の踊り場なのだった。上下につづく階段の、暗い窓に面した踊り場。

　闇やみの中で、立ちつくす。

　頭の中は「？」マークだらけ。

　罰？　罪？　もう一人の自分を手伝うことが、償つぐないになる？

　記憶をなくして女の子の姿になっている、この状況。それが自分への罰？

　じゃあ、もともとの自分はどんな人間だったんだろう……。

　その時、突然、悲鳴が聞こえた。

「助けてぇ――っ！」

　はっと顔をあげ、次の瞬間、反射的に走りだしていた。



    

  
    
      　

第一章

アヤメのめざめ



一



　悲鳴は階段の下から聞こえてきた。薄うす紫むらさきのスカートの裾すそをつまんで駆けおりる。

「ああん、走りにくい……！」

　つまんでいても、脚あしにスカートがからみつく。靴は黒のローファー。転ばないよう気をつけて、でも精一杯急いで走る。縦に細長い造り。ここは塔のような建物らしい。

　駆けつけてどうするつもりなのか、何も考えていない。

　でも、誰だれかが助けを求めているなら、行ってあげなきゃ！

　一階にたどりついた。誰もいない。すると、建物の外？

　頑がん丈じようそうな木の扉を押し開けて、外に出る。

　とたん、夜の清涼な空気が身体からだを包みこんだ。

　雲くも間まに星。周りは竹の林。

　自分が今出てきた建物を見あげ、目を見張る。

　月に照らされた瓦かわら屋や根ねの塔。大きなお寺にありそうな、それは五重の塔だった。

（え？　ここってお寺？？？）

　が、立ち止まっている暇はない。

「あっ、ああああああっ……いやです……！　助けて、お願い、誰か！」

　また、か細い声の悲鳴。竹たけ林ばやしを走り抜け、そちらへむかう。長い髪が背中で跳ねる。

　争う声が、しだいに近づいてくる。声は二人ぶん。どちらも女の子らしい。

「叫んでも誰もこないわ。ふっふっふ、観念しなさい」

「いやです、嘘うそつきっ。大事なお話があるっていうから、お部屋を抜けだしてきたのに」

　抵抗しているのは、鈴を鳴らすような、可愛かわいらしくきれいな声の子だ。

「大事なお話をしてるじゃない。そんなに嫌がらないで、私と仲よくしましょうよ」

「いやっ、いやあーっ！」

　恐きよう喝かつか、あるいは制せい裁さいか、私刑リンチかイジメか。

　いずれにせよ、黙って見過ごすことはできない！

　――やめなさい！　と、飛びだそうとした瞬間。

「さあ！　あきらめて、私たちの学校放送を手伝うのよ！」

　出で端ばなをくじかれ、すってんころりんと転びそうになった。

　え……？　何、学校放送の手伝い？　クラブとか委員会の勧誘？

　ていうことは、ここってお寺じゃなくて、学校なの？

「いやですっ。〈放送の宮みや〉は、悪の巣そう窟くつっていう噂うわさだものっ」

　ほうそうのみや、って放送部のことだろうか。

　悪の巣窟。どーゆー放送部なんだろう。

　竹の林を抜けたそこは広こう葉よう樹じゆの森だった。繁しげみの陰から、そっと様子をうかがう。

　揉もめている二人の女の子のうち、片方は年上らしい。年下の子を大きな樹きの幹みきに追いつめている。どちらも制服姿だ。

　追いつめられている子は中学生ぐらいだろうか、怯おびえた表情。年上の子は、見るからに意地悪そうに表情を歪ゆがめて、髪形はいわゆるツインテール。

「入ってみれば楽しさがわかるわ。さあ、この届け出用紙にサインするのよ」

「いやあっ！　放送はいやっ、放送するのはいやあーっ！」

　じょ、状況がまったくわかんない。

　ええっと。でもとにかく。黙って見過ごすことはできないよね。……せっかく走ってきたんだし。

「そこまで！」

　大声を出して、繁みから飛びだす。はっ、と二人がこちらをふりむく。

「ああっ、お願い、助けてください……むぐっ」

　ツインテールの上級生が、下級生の口を手でふさいだ。

「じゃましないで！」

　下級生の少女が、懸命に、口から手をもぎはなす。

「助けて。樹じゆ里り亜あさまが、私を無理やり……」

　いいかけて、その少女ははっと目を見開き――そして、叫んだ。



「姫ひめ子こさま！」



　……一瞬、頭が真っ白になってしまった。

　初対面の相手にいきなり「さま」づけで呼ばれ、思考が止まってしまったのだ。

　ひめこさま？　それ、自分のこと？

　樹里亜と呼ばれた上級生も、ぎょっとしたように目をこらす。折から雲くも間まから月が出て、その場を明るく照らし出した。

「ああああっ！」

　樹里亜が、こちらを指さし、ツインテールを揺らして驚きの声をあげた。

「かっ、佳か代よ花はな……姫子！」

「は？　かよはな、ひめこ？」

　それが自分の名前なのだろうか。カヨハナ。変わった苗みよう字じだ。

　ツインテール少女の樹じゆ里り亜あが、口もとを悔くやしげに歪ゆがめる。

「くっ！　よりによって、学院のアイドルであり、私の宿命のライバルでもあるあなたにこんなところを見られるとはね。でもっ！　やましいことはしていないのよ。私は、『宮みや』の勧誘をしていただけなんだから。そりゃ消灯後の外出は禁止だけど！」

　何がなんだかわからず、立ちつくす。すると、ツインテール樹里亜は、優位に立ったと勘違いしたらしく、腰に手を当て、見下すように表情を歪めた。

「ふっっっっ！」

　と、何もそんなに力をこめなくてもいいのに、といいたくなるような嘲あざけり笑い。

「どうやら私の鉄壁の論理の前には、あなたのいつもの弁舌も口車も通用しないようね。しょせん、あなたは私に勝てないのよ。今こそ、それがよくわかったことでしょう！」

「いえ、あのね。そういうことじゃないんだけど……」

　樹里亜はかまわずまくしたてる。興奮すると早口になるタイプらしい。

「っていうか、姫ひめ子こ！　あなたこそこんな時間に何してるの？　品行方正、成績優秀、誰だれからも慕したわれて、学院の女神さまとかお姫さまとか呼ばれてる優等生の佳か代よ花はな姫子が、夜の夜中に外をうろうろしてていいのかしら。このことを黙っていてほしければ、私のことも誰にも秘密よ。いいわね？　いいわねっ！　わかったわねっっっ！」

　訊きいてもいないのに、「姫子」のことをいろいろ話してくれる。しかも、情報が整理されていてわかりやすい。普段からよほど「姫ひめ子こ」を意識している表れだろうか。



    

  
    
      



    

  
    
      「あのー。こっちのいうことも聞いてくれない？」

「あなたみたいな！　いけすかない！　女の言葉に！　貸してあげる耳なんか！　持ちあわせて！　いないわっ！」

　文節を区切るごとに、何やら傲ごう然ぜんとしたポーズをつけていい放はなち、樹じゆ里り亜あは下級生に顔をむけた。そして、背景にポワポワ花が咲き乱れそうな、甘ったるーい口く調ちようでささやいた。

「じゃまが入って残念だわ、由ゆ麻まちゃん。今夜のところは引きさがるわね。でも、私たち〈放送の宮みや〉は、あなたの可愛かわいい声をあきらめないわよ。それじゃ、おやすみなさいっ」

　樹里亜は、あっという間に闇やみの中に消えてしまった。なかなか逃げ足が速い。

　ぽかーん、と、棒立ちで見送っていると。

「姫子さま、ありがとうございます。おかげで助かりました！」

　頬ほおを染めた下級生が、両手を組みあわせ、瞳ひとみをうるませてこちらを見ていた。小こ柄がらな身体からだ。細い肩の上で、色の薄い髪が柔らかく波うっている。声だけでなく、外見も愛らしい。

「あっ、あははっ。えーと、どういたしまして」

「姫子さまがきてくださらなかったら、私、どうなってたかわかりません」

　感謝に瞳がうるうるきらきら。

「た、たいへんだったね」

　顔を引きつらせながら返事をするのがやっとだ。たかがクラブの勧誘で大げさな。

「本当にありがとうございました。あの……私、小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まです。ずっと前にお会いしたこと、おぼえてらっしゃいますか？　私、お優しくておきれいな姫子さまのこと、あの時からすっごく尊敬してました」

「あー、そうなの？　どうも」

　あの時、とはいつのことなのだろう。

　小花沢由麻ちゃんは、両手を胸の前で組んで、ぐうっと身を乗り出してくる。

「はいっ。またお話できるなんて、感激です！　はあーっ。私、私、どうしようっ」

　ずいぶん取り乱している。よっぽど「姫子さま」に憧あこがれているのだろう。

「あのね。教えてもらいたいことがあるんだけど」

「はいっ、なんでしょう、姫子さま」

「その姫子さまっていう名前だけど――」

　それは、この自分の名前なのか、と訊たずねようとした、その時。

「何かあったの？　声が聞こえたようだけれど」

　木々のむこうから、新たな人影があらわれた。

「えっ……」

　その人物の顔を見て、呼吸が止まった。

　相手もまた、驚きよう愕がくに表情を固まらせる。

　あらわれたその少女は――。

　自分とそっくり、瓜うりふたつだったのだ。

「え？　姫ひめ子こさまが二人？」

　小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まも、目をまん丸に見開いた。

　顔や身体からだつき、髪形もそっくり同じ。着ている制服も同じデザイン。違うのは、むこうの髪には赤いリボンの髪飾りが巻かれていることぐらいだ。

「……あなた、だれ？」

　つややかな黒髪を夜風になびかせ、美しい深い色の瞳ひとみでまじまじとこちらを見ながら、自分そっくりの少女が訊たずねてきた。

　でも、答える言葉は持ちあわせていない。

「あなたは誰だれなの？」

　また訊ねられる。でも、それはこちらが訊ききたいことだ。

（この子、誰？　どうしてこんなにそっくりなの？　双子？　姉妹？　親しん戚せき？）

　窓に書いてあった文章を思いだす。

　償つぐなうためには、もう一人のあなたを手伝うこと。――そう書いてあった文章を。



二



　そこにまた新たな足音が聞こえてきた。

「姫子、どうした。何かトラブルか！」

　男の子みたいな口く調ちようだが、あらわれたのはやっぱり制服姿の女の子だった。優しげな雰ふん囲い気きの佳か代よ花はな姫子と対照的に、きつい顔立ちの、ショートヘアの美少女だ。

「あっ、三み千ち代よさま。これって……」

　小花沢由麻が、うろたえたように、新たにあらわれた少女を見る。三千代さまと呼ばれた少女もまた、その場の光景を見て硬直した。

「姫子が、二人？」

　由麻と同じことをいって、表情を険けわしくする。

「どういうことだ、これは。どちらが姫子なんだ？」

「わたしです。誰かがいい争う声が聞こえたから来てみたら――」

「貴様！」

　三千代にいきなり、ぐいっ、と胸のリボンをつかまれた。ずいぶん手荒い。

「貴様、何者だ。なぜ姫子と同じ顔をしている。何が目的だ」

「そ、そんなこといわれても……。わた、わたしだって、何がどうなってるのか、全然わかんないんだから」

　今度はなんとか「わたし」という語を発声できた。この姿で「あたい」や「うち」は、やっぱりなじまない気がする。

「三み千ち代よさま、とにかくこのかたのお話をうかがいましょう」

　姫ひめ子こが三千代を制してくれた。そして、由ゆ麻まに目をやった。

「小お花ばな沢ざわ由麻さん、だったわね。中等部二年生の」

　中等部。ということは、この学校は中高一貫教育ということか。

「私のこと、おぼえていてくださったんですか！」

「もちろんよ。このことは、誰だれにもしゃべらないでいてくれるかしら。なんだか複雑な事情がありそうだから。おねがい」

「は、はい。姫子さまがそうおっしゃるなら……」

　真っ赤になる由麻に、姫子はにっこりうなずいた。そして、ふたたびこちらを見た。

「驚いたわ……驚いたけれど」

　独ひとり言のようにつぶやく。

「……でも、こういうことがあってもおかしくないのかもしれない。だってここは、私立花はな時雨しぐれ学院だもの。どんなことだって起こり得るわ」



　しばらく後。

「事情はだいたいわかったわ。とっても不思議なお話ね」

　五重の塔で意識を取り戻してからの話を聞き終え、佳か代よ花はな姫子がため息をついた。

　その視線を、部屋の中央に置かれた椅い子すに、ちょこんと座って受けとめる。

　ここは学院府室。生徒会のことを、この学校では学院府と呼んでいるそうだ。

　周りには、三人の学院府役員、つまり生徒会役員。すでに自己紹介は受けている。

　一人目は、なぜか自分と同じ顔の、佳代花姫子。高等部一年ながら、学院府の副府長だという。

　二人目は、さっき胸ぐらをつかまれた、嵯さ峨が島しま三千代。三年生。男口く調ちようの低い声。女子高生とは思えないほど威厳がある。学院府長、つまり生徒会長だ。

　三人目は、メガネをかけた書記、一年生の間ま野の和かず季き。この部屋に入った時には、一人で書類を整理していた。こちらを見ての第一声は、やっぱり「姫子さまが二人！」だった。今は、三千代のかたわらに秘書のように立っている。

「今の話、信じてもらえる？」

　おずおずと姫子に訊たずねる。自分でも、この身に起きていることが信じられないのだが。

　佳代花姫子は困ったようにほほえんだ。

「あなたのその姿――わたしにそっくりの姿は、否定しようのない現実よ。何か不思議なことが起きているのは間違いないわ」

　嵯さ峨が島しま三み千ち代よは、じっとこちらを見つめている。学院府長用の大きなデスクに両りよう肘ひじをついて、組みあわせた手の甲に顎あごを乗せ、やや三さん白ぱく眼がんぎみに。

「姫ひめ子こ。おまえには、双子の姉妹はいなかったはずだな」

「はい。そういう話は聞いたことがありません、三千代さま」

「だが、他人の空そら似ににしては似すぎている。顔を整形でもしなければ、赤の他人がここまで似ることなど考えられん」

　姫子が、白くたおやかな指を折りながら、説明されたことを数え、反はん芻すうする。

「気がつくと、その姿になっていた……。しかも、記憶を失って……。そして窓には、『罪を償つぐなうために、もう一人のあなたを手伝うように』と書かれていた……」

　美しい瞳ひとみでこちらを見て、問いかける。

「もう一人のあなたって、わたしのことだとお思いになる？」

「わかんないよ。でも、こんなに似てるんだから、そうなのかも。――あと、その子はすごく優しい女の子だって書いてあったっけ」

「なら、人違いかもしれないわ。わたし、そんな優しい女の子じゃないもの」

　姫子は苦笑したが、その柔らかな物腰や口ぶりは、じゅうぶんに優しげなものだった。

　すらりと長い指を自分の唇に当てて、姫子は考えこむ。

「本当に変わったお話だわ。まるでカスパー・ハウザー・ミステリーのよう」

「カスパー・ハウザー？　それ、人の名前？」

「知らないのか。和かず季き、説明してやれ」

　三千代がうながす。メガネの間ま野の和季はすらすらと解説を始めた。

「十九世紀のドイツ、ニュルンベルクの街の出来事です。ある日、街角に、不思議な少年が忽こつ然ぜんと姿をあらわしました。彼はカスパー・ハウザーという名前以外にはなにもおぼえておらず、自分の出自も、誰だれに連れてこられたのかも、まったく説明できませんでした」

　ほんとに自分みたいだ、と、聞きながら思う。

「カスパー・ハウザーの正体は、とうとう謎なぞのままでした。そのＤＮＡは現存しており、今なお研究がつづけられています。一説によれば、彼はさる大貴族の末まつ裔えいで、なんらかの陰謀に巻きこまれ、幼い頃ころからどこかに監禁されていたのではないかといわれています」

「へえ」

　カスパー・ハウザー氏についての話も好奇心をそそられるが、間野和季もすごい。まるで人間百科事典だ。

「おしゃべりはこのくらいにしておこう。和季、座ざ敷しき牢ろうは空あいてるか」

「はい、三千代さま」

「ざっ、座敷牢？」

　その不穏な言葉にぎょっとした。

「なぜ姫ひめ子このふりなんかしているのか、目的を吐いてもらおう。座ざ敷しき牢ろうで尋じん問もんだ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。今、説明したでしょ。自分が誰だれだかおぼえてないって。尋問なんかされたってなんにも話せないよ」

「という言葉を鵜う呑のみにするほど、私は甘い人間ではない」

　三み千ち代よがぎろりとこちらをにらむ。三さん白ぱく眼がんが恐こわい。

「私たちの学院府には敵が多い。誰が、なんの目的でおまえをよこしたのか。早めに正体を明かしてもらうには、身体からだに訊きくのが一番だ」

「待ってってば！　ここって学校でしょ？　どうして座敷牢なんかあるの？」

　間ま野の和かず季きが無感動に説明する。

「この校舎は、古い公く家げ屋敷を改造したもので、昔の設備がそのまま残っているのです。現在は、座敷牢は反省室として使われています」

　学校にそんなもの残してちゃダメだろう、と、突っ込む余裕もない。

「お待ちください、三千代さま。いきなり座敷牢というのは、いくらなんでも」

　佳か代よ花はな姫子が三千代をさえぎるように進み出た。

「姫子、おまえは優しすぎる。いや、甘すぎる」

　三千代が厳しい目を姫子にむける。

「こんな異常事態を前に、悠長なことはしていられん。おまえに瓜うりふたつの人間がいきなりあらわれ、しかも、記憶がないとか、おまえの手伝いをするとか、わけのわからないことをいっているんだぞ。誰よりも正体を知りたいのは、おまえ自身じゃないのか」

「それは、もちろんそうですけど――」

　姫子は困ったようにこちらを見る。

「でも、このかたは、何もおぼえていないとおっしゃってますし」

「それを信じる理由は、私たちにはない」

「嘘うそじゃないったら。ほんとになにもおぼえてないんだよお！」

　悲鳴のように叫ぶと、姫子も同意してくれた。

「わたしも、このかたが嘘をついているとは思えません。わたしたちをだますつもりなら、もっと現実味のある嘘をつくはずではないでしょうか」

「と思わせて、こちらを油断させるという手もある。てっとり早く事情を知るには、本人の身体に訊くのが一番だ」

「それでも、もう少し穏やかに……。いきなり座敷牢で尋問なんて乱暴すぎます」

「私に逆らうつもりか、姫子」

　三千代が、低くドスの効いた声を発した。

「そういうわけでは――」

「ずいぶんと生意気になったものだな。私はこの学院をまかされている学院府長だ。私に従わなければどうなるか、わかっているはずだぞ。佳か代よ花はな家のお嬢さま」

　口く調ちようは低く静かだが、額ひたいに青筋が浮いて、こめかみがひくついている。目はぎらぎらと輝き、全身から立ちのぼる危険な怒気が、目に見えるようだ。

「……」

　たじろぐように口を閉ざす姫ひめ子こ。しかし、姫子はがんばってくれた。

「――お願いです。このかたのことは、わたしにまかせていただけませんか。もう夜中ですし、詳しいお話を聞くにしても明日にしたほうが……」

「…………」

　姫子の必死の眼まな差ざしと、三み千ち代よの怒りの視線がぶつかりあう。

　空気がひりつくような沈黙が、部屋を満たした。



三



　しばし、姫子と三千代の無言の対たい峙じがつづいたが――。

「……いいだろう。おまえにまかせてみよう」

　意外にも、退ひいたのは三千代のほうだった。

「そろそろおまえも、自分一人の力で、物事の処理をすることをおぼえたほうがいいからな。思うようにやってみろ」

「ありがとうございます、三千代さま」

　ほうっ、と姫子が息をつき、やわらかな表情でこちらを見た。

「心配しなくていいわ。わたしはあなたを信じるから」

「あ、ありがとう」

「あなたが誰だれなのかわからないけれど……。でも、わたしにそっくりということは、きっと、わたしとなにか関係があるんでしょうね」

「そう――なんだろうね、きっと」

「学院府の古い記録を調べれば、手がかりがつかめるかもしれないわ。でも、その前に、先生がたに届けなくてはね。警察に連絡して、お医者様に診察もしてもらわないと」

「まあ、それが常識的な対応というものだろうな」

　三千代は椅い子すに座り直し、おもしろくなさそうに鼻を鳴らした。

　ずっと無言でなりゆきを見ていた間ま野の和かず季きが、初めて自分から口を開いた。

「本当にそれだけでよいのでしょうか、三千代さま。もし、この件が、夜啼鶯の宮ナイチンゲールによって仕組まれたなんらかの悪わる巧だくみだとしたら……」

　夜啼鶯の宮ナイチンゲール？　なんだそれは。また怪しい言葉が出てきた。

「姫ひめ子こ、おまえはどう思う」

「和かず季きさんの懸け念ねんは、わたしももっともだと思います」

　と、まずは和季に気を遣つかう姫子。他人の言葉を、頭ごなしに否定しない子なのだろう。

「でも、その可能性は低いのではないでしょうか。いくら彼女たちでも、人の記憶を奪ったり、わたしにそっくりの姿に変えるなんてできないでしょうし」

「おまえらしい、穏当な意見だが――それについては私も同じ考えだ。あの連中にこんな芸当ができるとは思えない。和季、どうだ」

「三み千ち代よさまがそうご判断なさるのでしたら、私に異論はございません」

　間ま野の和季は素直に引き下がる。

「あの……夜啼鶯の宮ナイチンゲールってなんなの」

　遠慮しながら訊たずねると、姫子が説明してくれた。

「校則違反や、よくないことをしている生徒たちよ。そういう人の集まりを、夜啼鶯の宮と呼んでいるの。夜に活動することが多いから、『夜よ啼なき鶯うぐいすの宮みや』と書いて『ナイチンゲール』」

　不良グループみたいなものだろうか。

　三千代が腕時計を見る。

「もう十二時だ。どうする、姫子。今からその子のことを先生たちに報告するのか」

「いえ、もう遅いですし……。今夜はわたしのお部屋に泊めてさしあげようかと」

「おまえの部屋に？　本気か」

　三千代が眉まゆをひそめた。

「はい。二人きりでゆっくりお話しすれば、なにかわかるかもしれませんから」

「まかせるといった以上はまかせるが……くれぐれも気をつけろよ。明日の生徒総会では、おまえに重要な役割を果たしてもらわねばならないんだからな」

「承知しています」

「それから、夜啼鶯の宮にも注意しろ。生徒総会を妨害するために、どんな手を仕掛けてくるかしれない」

「わかりました、三千代さま」

　姫ひめ子こはこちらに顔をむけ、にっこりほほえんだ。

「お許しがいただけたわ。今夜はわたしのお部屋にいらっしゃい」

　それはまるで天使のような微笑だった。



　三千代と和季を部屋に残し、姫子と二人で廊下に出る。

　パタン、扉を閉めたとたん。姫子が気づかわしげにこちらを見た。

「ごめんなさいね。座ざ敷しき牢ろうとか尋じん問もんなんていわれて、びっくりしたでしょう」

「う、うん。でも、あなたがかばってくれたおかげで助かったよ。ありがと」

「お礼なんかいいのよ。三み千ち代よさまは厳しいかただけど、本気ではなかったと思うわ。あなたがどんな反応をするか、試してみただけだと思うの。気を悪くしないでね」

「まあ、あなたがそういうなら……」

　でも、あの三千代の目は、かなり危ない感じで本気っぽかったと思うが。

「罪を償つぐなうために、もう一人のあなたを手伝う……」

　小さくつぶやいて、姫ひめ子こは廊下の窓に映った自分たちの姿に目をむけた。

　顔立ちはもちろん、服装も髪形もそっくりの、二人の女の子が並んでいる。

「もう一人のあなたって、やっぱりわたしのことなのかしら」

「わかんないけど……でも、ほかに考えられないよ」

「もし、あなたがわたしのお手伝いをするために、やってきたのだとしたら」

　ふっ、と、姫子は唇をほころばせた。

「わたしたち、お友だちになれるかもしれないわね」

「お友だち？」

「だって、あなたはわたしの味方ということだし、わたしもあなたの味方だもの」

　ふふっ、と、姫子はなんだか楽しそうに笑った。口に手を当て、あくまでも上品に。



四



　昇降口で、さっき借りたスリッパから、ローファーの靴に履はき替える。姫子の外靴も、まったく同じデザインだった。

　戸外に出ると、美しい月が二人を照らした。木造三階建ての校舎の窓は、どれも暗い。

　明かりがついているのは学院府の部屋だけだ。

「こんな夜中まで学校の仕事をしてたの？」

　訊たずねると、姫子はうなずいた。

「ええ。明日は生徒総会だから、その準備を」

　木こ立だちの中の道を歩く姫子、そのつやのある黒髪が、月光をはじいて輝いている。

「ようやく仕事を終えて、戸と締じまりを和かず季きさんにまかせて校舎を出たの。寄宿舎に戻る途中、争う声が聞こえて、行ってみたら、あなたがいて――。驚いたわ、わたしにそっくりなんですもの。こんなに驚いたのはひさしぶり」

　が、そういいながらも、姫子はやはり、どこか楽しげだ。

「ねえ、なにがそんなにおかしいの？」

　困惑して訊ねる。姫子は笑顔のまま、歌うように答えた。

「さあ、わたしにもわからないわ。気に障さわったらごめんなさい」

　竹にはさまれた小道をたどる。池があった。無数のカキツバタが、月明かりの中に咲いている。三枚の大きな花びらを持つ、すらりとした、紫色のきれいな花だ。

　美しく優雅な花。姫ひめ子こに雰ふん囲い気きが似ている。

　立て札を見て、おや、と足を止める。「寄贈　佳か代よ花はな家」と書いてある。

「佳代花……って」

「わたしの苗みよう字じよ。佳代花って、カキツバタっていう意味なの。それにちなんで、わたしの実家が、この池を寄付したんですって。ずっと以前、私が入学する前のことだけど」

「カキツバタ……」

「わたしの実家のほうでは、カキツバタの古語のカオヨバナを、佳か人じん薄はく命めいの佳、時代の代、花という字を当てて、カヨハナと呼ぶのよ」

　池を寄付するなんて、姫子の家はよほどの資産家なのだろうか。そういえば、さっきも三み千ち代よが、佳代花家のお嬢さん、とか呼んでいた。制服のスカートの紋章もカキツバタの花みたいだが、佳代花家と何か関係があるのだろうか。

「そうだわ」

　ぺちん、姫子が胸の前で両手を打ち合わせた。

「あなたに、名前が必要よね」

「なまえ？」

「ええ。あなたをどう呼べばいいか、困ってしまうもの」

「そういわれても、何もおぼえてないんだから」

「じゃあ、自分で名前を決めてはどう？　こう呼んでほしいっていう名前はある？」

「うーん。いきなりいわれても思いつかないよ」

「それなら、わたしが名前をつけてあげましょうか」

「えっ」

「ふふふっ」

　姫子はいたずらっぽく瞳ひとみを輝かせ、周囲を見まわした。

　目の前には紫色のカキツバタが群れ咲く池。さやさやとそよぐ竹の葉。それを皓こう々こうと照らす満月。深い森のむこうには、きらめく湖水。

　新緑の季節だ。木々の薫かおりがかぐわしい。ふりかえると、古い木造校舎と五重の塔が、星空を背に静かにたたずんでいる。

　姫子を中心に、和風情じよう緒ちよあふれる、夢のように美しい世界が広がっている。

「きれいなお月さま。……天あまの原、ふりさけ見れば春日かすがなる、三み笠かさの山に、いでし月かも。この歌はごぞんじ？」

「百人一首だっけ。なんとなく、どっかで習ったみたいな気がする」

「当たり。唐とうの国で、留学していた安あ倍べの仲なか麻ま呂ろが詠よんだ歌よ。月を見てふるさとを懐かしむ、望ぼう郷きようの歌」

　ふるさと。望郷。自分のふるさとはどこなのだろう。

「ふりさけ見れば、春日かすが……かすが。カスパー・ハウザーと韻いんがそろうわね。それに……」

　唇に指を当て、姫ひめ子こがカキツバタの池を見つめる。

「わたしがカキツバタだから、あなたはアヤメ、というのはどうかしら」

「アヤメ？」

「『いずれ、アヤメかカキツバタ』という言葉があるでしょう。どちらも美しくて優劣をつけ難がたい、という意味の慣用句よ。それからアヤメには、暗い闇やみ、という意味もあると、萩はぎ原わら朔さく太た郎ろうが書いているわ。――こんなことをいったら失礼かもしれないけれど、今のあなたに合っているような気がするの」

　暗い闇。たしかに、右も左もわからない今の状況にふさわしいかもしれない。

　姫子は腰をかがめると、落ちていた小石で、地面に四つの文字を書いた。

「春日菖蒲あやめ。いかが？」

「うーん……。字が難しくて書けないかも」

「じゃあ、名前をカタカナにして――」

『菖蒲』の字を消して、あらためて『アヤメ』と書く。

　春日アヤメ。

「アヤメ……。かすが、アヤメ……」

　命名されることは、不思議な衝撃だった。背せ筋すじがぴくんと伸び、かすかに身体からだが震ふるえた。

　姫子が顔を寄せ、呪じゆ文もんを唱となえるような口く調ちようでささやいた。

「そうよ。あなたはアヤメ、わたしはカキツバタ。あなたが本当の名前を思いだすまで、アヤメと呼ぶことにしましょう」

「う、うん。わかった。あやめ。春日、アヤメ、だね」

「ええ。よろしくね、春日アヤメさん」

「よろしくおねがいします。佳か代よ花はな、姫子、さん」

「姫子でいいわ。その代わり、わたしも名前で呼ばせていただいていいかしら」

「いいよ――姫子」

「うれしいわ。アヤメ」

「アヤメ。わたしは、アヤメ……」

　名前を与えられた少女、アヤメは、口の中でその名前をくりかえした。



    

  
    
      　

第二章

姫子のひめごと



一



　ほろろん……ほろろん……と、幽ゆう玄げんな琴の音ねでも聞こえてきそうな美しい月夜が、窓の外に広がっている。森は乳白色の光に照らされ、雲くも間まに星が見え隠れしている。

「ここがわたしのお部屋よ」

　窓を背に、夜風に黒髪を撫なでられながら、姫ひめ子こはあいかわらず、にこにこしている。

「一人部屋だし、廊下のはずれだから、多少はうるさくしてもだいじょうぶよ。でも、あまり大声をださないように気をつけてね。ほかの寄宿生が起きてしまうかもしれないから」

　部屋は、壁も床も天井も板張りだった。ベッドはひとつ。家具は最小限のものしか置かれていない。

　これも公く家げ屋敷だった頃ころの名な残ごりだろうか、内装や家具にも、和風の趣味がうかがえる。和紙を貼はった、行灯あんどんに似せた照明が床に置かれ、ほんのりと周りを照らしている。焦こげ茶ちや色いろに塗られた窓格子は障しよう子じを思わせる。

　かすかにいい香りがする。和菓子みたいな、上品な甘い香りだ。

「あまり物がなくて殺さつ風ぷう景けいでしょう。でも、このほうが落ちつくの。性分なのね。さあ、どうぞ。座ってちょうだい」

「う、うん。じゃ、失礼して」

　小花柄がらのクッションに腰をおろしたアヤメを、姫子はあらためて見つめた。

「不思議だわ……本当に不思議な感じ。こんなふうに、自分そっくりの人と間近でむかいあうなんて。いったいどういうことなのかしら」

「それは、こっちが聞きたい、わよ」

　女言葉がまだぎこちない。

「あなたが読んだ文章には、『くわしい話はいずれ』って書いてあったのよね？」

「うん。あと、『じゃーね』って」

「それなら、あわてなくても、いずれ謎なぞが解ける時が来るということね」

「そう……なのかな」

「誰だれかがあなたの記憶を奪い、この学院に連れてきた。わたしのお手伝いをさせるために。それが誰なのか、あなたがどんな罪を犯おかしたのか、何ひとつわからない……」

　姫子はじっとアヤメを見つめる。

「なのに、どうしてかしら。少しも不安にならないわ。それどころか、気持ちがうきうきしているの。きっとあなたは、悪い存在ではない、わたしの力になってくれる……そんな気がしてならないのよ」

「どうしてそう思えるの？　自分でも、自分が誰だれなのか、さっぱりわかんないのに」

「直感よ。わたしの直感はね、とってもよく当たるのよ」

　姫ひめ子こは、いやに自信ありげだった。

「もちろん、学院の古い記録を調べたり、病院や警察に届けたり、できるだけのことはしてあげるわ。でも、あまり騒ぎたてるより、じっと真実が明らかになるのを待つほうがいいかもしれないわね。――窓には、ここがあなたの煉れん獄ごく、と書いてあったのよね？」

「うん。意味はわかんないけど」

「煉獄というのはキリスト教の概念よ。亡くなった人の魂が、天国に行く前に修行をする世界のこと。ダンテの『神しん曲きよく』にも『煉獄編』があるわ。わたしは、中等部の頃ころに、一度読んだだけだけど」

「へー」

　ダンテとか神曲とか、ちんぷんかんぷんだ。さっき、すらすらと古歌を口にしたことといい、佳か代よ花はな姫子はかなりの読書家で博識らしい。

「でも、手伝いって、何をすればいいんだろ。学院府の仕事かな」

「それは……あわてることはないわ。これから考えていきましょう」

　ゆっくりと、姫子はいった。何やら思おも惑わくを秘めているようにも聞こえる。

「明日、生徒総会が終わったら、すぐにあなたのことを調べましょうね。学院の記録を見るだけじゃなくて、わたしの実家にも問い合わせてみなければ。もちろん先生に報告して……そうだわ、塔も調べないと。それから……」

　指を唇に当てるのは、考えごとをする時の癖くせなのだろう。姫子はソックスにスリッパ履ばきの足で、板張りの床を往復した。

　こうして見ていると、つくづくと思う。

（美人だなあー）

　自分そっくりの女の子に見とれるというのもおかしな話だが、アヤメは、姫子の一挙一動から目が離せなかった。

　それほど姫子は美しかった。整った顔だちや、華きや奢しやな身体からだつきがきれいだというだけではない。しぐさの細かいところまで――それこそ指先の動き、髪の毛ひと筋の揺れまでもが、可か憐れんで、気品に満ちているのだ。

　それに、さっきから一度も大きな声を出していない。アヤメのほうは、けっこうはしたなく大声をあげたり、じたばたあわてふためいたりしているのだが。

　落ちついている。落ちつきすぎてるくらいだ。

　アヤメの胸に疑惑がきざした。

「ねえ、姫子」

　呼びかけられて、姫ひめ子こははっとしたようにふりむいた。

「あっ、ごめんなさい。わたし、考えごとに夢中になると、周りが見えなくなって」

「姫子。あなたほんとは、わたしのこと、何か知ってるんじゃない？　でなかったら、何か心当たりがあるとか……」

　姫子は驚いたように目を見張り、ぷるぷると首を横に振った。

「とんでもない。わたしにも何がどうなっているのか、見当もつかないわ」

「それにしては、さっきからすごく楽しそうだけど」

「だって、何もかもまるでわからないって、とってもすてきなことじゃないかしら」

「そうかなあ……」

　アヤメには理解できない。顔が同じでも、頭の中身はずいぶん違うようだ。

「でも、あなたが困っているのに、一人で浮かれているのは失礼よね。ごめんなさい」

「う、ううん。いいよ。別に怒ってるわけじゃないから」

「そう。よかった」

　姫子はほっと息をついた。

「記憶がない、ということは、ここがどんな場所かも知らないということよね」

　姫子が話題を変えた。「何か知ってるんじゃないか」と疑われたので、話をそらした――そんなふうにも見えなくはない。

「説明するわ。ここは私立花はな時雨しぐれ学院。中高一貫教育の女子校よ」

「花時雨……」

「寄宿制だから、生徒はみんな、この寄宿舎で寝泊まりしているわ。見てのとおり、高原にあって、周りは湖と深い森。生徒の数は千人に少し足りないくらい」

　姫子は、意味ありげに瞳ひとみをきらめかせた。

「ここにはいろいろと秘密があるのよ。普通の生徒が知らないこともたくさんあるわ」

「座ざ敷しき牢ろうとか？」

「そのほかにも。ここは昔は荘しよう園えんだったそうなの。古い土地だから、オカルトめいた因縁話や怪談話がたくさん残っているのよ。生徒のあいだでは、占いやおまじないも大人気だし。それに妖よう怪かいやおばけを見たなんていう噂うわさもひっきりなし」

　妖怪とかおばけという言葉に、アヤメの顔が引きつった。どこまで真剣に聞いていいのだろう。――もっとも、考えてみればアヤメ自身、存在自体が怪奇現象だ。

「まさか、ほんとに出たりしないよね。おばけなんて……」

「さあ、どうかしら。若い娘には霊的な力があるといわれているわ。それがこんなに大勢集まれば、不思議なことが起きてもおかしくはない。って、そういう考えかたもできるかもしれないわね」

「お、おどかさないでよ」

「ふふふ、ごめんなさい」

　姫ひめ子こはお茶目にちょろっと舌を出した。そのしぐさがまた可愛かわいらしい。

「わたしたち学院府はね、そういったことが生徒をおびやかさないように気をつけるのも仕事なの。夜啼鶯の宮ナイチンゲールの生徒たちも校則違反をくりかえしているし、問題が絶えないのよ。三み千ち代よさまがあなたを怪しむのもそのため。わかってあげてね」

「自分でも怪しい存在だと思うから、怪しまれるのは仕方ないけど……」

　思いだして、訊たずねる。

「さっきの子、小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まちゃんだっけ。放送の宮みやは悪の巣そう窟くつっていってたけど、あれも夜啼鶯の宮と関係あるの？」

「いいえ。あれは、媛ひめ宮みや制せい度どの勢力争いよ」

「ひめみや制度？」

「これもこの学院の特徴なの。クラブや委員会みたいな小グループを、ここでは『宮みや』と呼んでいるのよ。たとえば華道部は『華道の宮』。保健委員会は『保健の宮』」

　すると、放送の宮は、一般的にいうところの放送部ということか。

「平安時代の貴婦人たちは、姫君を中心にした女房や女官たちのグループに別れて、サロンをつくっていたでしょう。そんなふうに、それぞれの『宮』には『媛ひめ』と呼ばれる生徒がいて、グループはその生徒を中心にまとまっているの」

「普通に部長とかキャプテンとか、委員長って呼べばいいような気がするけど」

「公く家げ文化や王朝文化の名な残ごりなのよ。この学院は、もともとは華族の令嬢を教育するためにつくられたものだから。今はそんなことは関係なしに、いろんな生徒が集まっているけれど。『学院府』も、昔、地方の行政を司つかさどっていた『国府』から来た言葉よ」

　王朝文化。制服が和風な感じなのもそのためだろうか。

「それぞれの宮は、その人数によって活動予算を配分されるの。人数の大きな宮は発言力も大きくなるわ。だから、どの宮も一人でも多く仲間を増やそうと、いつも勧誘争いをしているのよ。放送の宮は、そのやりかたが少し強引だといわれているようね」

「それで小花沢由麻ちゃんも、悪の巣窟なんていってたんだ」

「わたしたち学院府も、宮のひとつよ。『媛さま』はもちろん三千代さま。わたしや和かず季きさんは、三千代さまに選ばれて役員をしているの」

　だから一年生なのに副府長や書記をしているわけか。

　姫子が机の卓上時計に目をやった。そろそろ午前一時になろうとしている。

「そろそろ寝やすみましょうか。本当はお風ふ呂ろに入りたいけれど、もう夜中だし、シャワーの音は周りに迷惑になるからやめておきましょう。着替えをして、歯を磨いて――」

「着替えっ」

　はた、と身体からだが固まった。

「わたしの寝間着を貸してあげる。下着も替えたほうがいいわね。新しいのを出すわ」

「し、下着も替えるの？　それって、着てるのを脱ぐってことだよね」

「それはまあ、普通、着替える時には、今着ているものを脱ぐものよ。……どうしたの、アヤメ。そんな困った顔をして」

　アヤメの背中に、じっとり、おかしな汗がにじんできた。

「あのね、姫ひめ子こ。変なこといっちゃうけど」

「なあに？」

「わた、わたし、自分の裸を見るのが恥ずかしい、かな。あはは……」

「…………」

　姫子は、どう反応していいか困惑しているようだった。

「なんていうんだろ。わた、わたし、この身体からだが自分の身体じゃないみたいな気がするの。だからなんだか……ほかの女の子の裸を見るような気がして、照れちゃうっていうか、緊張するっていうか……ごにょごにょごにょ」

「あなたって……不思議な人ね、本当に」

　姫子は呆あきれ顔だ。

「そんなことをいってたら、この先、お風ふ呂ろにも入れないし、お手洗いにも行けないわよ。だいたい、女の子が女の子の裸を見て恥ずかしがることないでしょう」

「うーん……。わた、わたしって、もしかしたら、前は男の子だったのかも」

　姫子は困ったように、華きや奢しやな首をかしげた。

「わたし、そういうことはよくわからないけど……男の子だったらなおさら、女の子の裸を見てみたいと思うものじゃないのかしら。一般的にいって」

「そういえばそうだけど」

　仮にもし、自分が男の子だったとしたら、ずいぶん純情で真面目まじめな性格だったのだろう。

　ふうっ、と姫子が息をついた。

「しかたがないわね。わたしが手伝ってあげる」

「手伝うって、何を？」

「着替えをよ。あなたは目を閉じていればいいわ。わたしにまかせて」

「えっ。でも。あの」

「遠慮しないで。わたしが全部してあげるから」

「ええっ、ちょっと。本気なの？　姫子、姫子ってば」

「もちろん本気よ。さあ、目を閉じて、身体の力を抜いて」

　こうして着替えが始まったのだが、それはなかなかの難事業であった。

「最初に上着を取るわよ。それから首のリボンをほどいて。飾り帯もはずして。次はスカートのファスナーをおろして、脱がして……あっ、だめよ、動いちゃ」

「だ、だってくすぐったくて。それに腰から下がすーすーするし」

「スカートを脱いだんだから当然でしょう。次はブラウスね。……はい、ブラウスも脱げました。これで上も下も下着姿。あとは白いソックスを履はいてるだけよ」

「そんな、いちいち説明しなくていいから」

「……びっくり。身体からだつきまで、わたしに本当によく似ているわ。でも……ふうん、胸はあなたのほうが少し大きいみたいね。ほくろは……なし。これもわたしと同じ体質だわ」

「あ、あんまりじっくり見ないで……」

「自分で見るのも他人に見られるのもいやなの？　ふふふ、けっこうわがままね、あなたって。さあ、それじゃあショーツを取るわ。右足をあげて。左足も。はい、脱げたわ。――ねえ、アヤメ。そんなに力いっぱい目をつぶらなくてもいいんじゃない？」

「ううう、いいから早くして……」

　顔が熱い。心臓もどきどきしっぱなしだ。

「次はブラを取るわよ。ホックをはずして……。はい、取れたわ」

「あうううう」

「もじもじしないで。すぐに替えを穿はかせてあげるわ。新品のショーツよ。足を通して。次はこっちの足。あげるわよ。するするするぅ……っ、と。はい、できあがり。次は寝間着を着せてあげるわね。まず上から。はい、手をあげて」



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな調子で、ようやく着替えを終える頃ころには、アヤメは疲ひ労ろう困こん憊ぱい、ぐったりしてしまった。ほとんど自分では動いていないのだが。

「あとはソックスね。脱がせてあげましょうか」

「いいっ、いいっ。これは自分でできるよ」

　全力で両手を振り、アヤメは真っ赤な顔で後あとじさった。

「ふふふ。双子の妹がいたらこんな感じなのかしら」

　姫ひめ子こはくすくすと、楽しそうに笑いつづけていた。



　同じデザインの寝間着を身につけ、ベッドに入った。裾すその長い、ドレスみたいなワンピースだ。つつましくフリルがついている。アヤメが着ているのはライトブルー。姫子はパープル。

「小さい頃に空想したわ……」

　アヤメとひとつのふとんをかぶりながら、姫子がささやいた。

「鏡の中から、自分そっくりの女の子が抜けだしてきて、わたしと仲よくしてくれるの。どちらも自分だから、きっと趣味も話も合うし、何もいわなくても心が通じるでしょう？　そして、秘密やないしょ話を打ち明けあって、わたしたちはお友だちになるの。絶対に、何があっても、決して引き裂さかれることない、固い絆きずなで結ばれた親友に」

　姫子と抱きあうように、むかいあわせに横たわりながら、アヤメは黙って聞いていた。暗い部屋には、カーテンごしに月の光が差しこんでいる。

「わたし、小学校に入る頃から、独ひとりでいることが多かったの。だから、なおさらそんな空想にふけるようになったのね。――こんなことをいったら失礼なのはわかっているけれど、わたし、あなたが、どこかから魔法で連れてこられたもう一人の自分みたいな気がするの。誰だれかがわたしのために、あなたというお友だちを、よその世界から運んできてくれたんじゃないかって」

　アヤメが何もいわないので、姫子は心配になったようだった。軽く上体を起こして、心配そうに見つめてくる。

「ごめんなさい。こんないいかた、やっぱり身勝手よね。怒った？」

「あっ、ううん。ただ――姫子の手伝いって、何をすればいいのかなって」

「…………」

　姫子はしばらく沈黙し、そして、そっとアヤメの肩にふとんをかけてくれた。

「何も考えなくていいわ。今夜はぐっすり眠りなさい」

「……わかった」

　姫子の体臭はほのかに甘く、清潔で穏やかな香りだった。さっきから部屋にただよっていた、和菓子みたいないい香りは、姫子の匂においだったのだ。

　姫ひめ子こが髪を、背中を、優しく撫なでてくれる。まるでお姉さんのように。

「……アヤメの花言葉を知っている？」

「え？　さあ……」

「アヤメの花言葉はね、『あなたを大切にします』というのよ」

「あなたを大切に……」

「わたし、あなたを大切にするわ。わたしはあなたの味方よ。だから安心しておやすみなさい」

「うん……。おやすみなさい、姫子」

「おやすみなさい、アヤメ」

　闇やみの中で声をかけあって、そして沈黙が落ちた。



二



「うーん……」

　何かの気配に、アヤメは目を開けた。

　部屋はまだ暗い。壁の時計は午前二時だ。

「姫子……？」

　抱きあうように寝ていた姫子がいない。

（どこいっちゃったんだろう……）

　と思っていると、部屋の反対側の隅から物音がした。洗面所と浴室があるほうだ。

（トイレに入ってたのかな）

　だとしたら、気づかないふりをするのがマナーだ。知らんぷりして目を閉じる。

　――だが、姫子はなかなかベッドに戻ってこない。

　それどころか。

　ギギギ……ギギギギ……。

　軽く戸がきしむような音がする。

　そっと首をめぐらせて、薄目を開けてそちらを見ると――。

（あっ）

　部屋の一角がぽっかりと黒い口を開けていた。壁の羽目板が扉になっていたのだ。

　姫子がこちらをうかがう。とっさに目を閉じ、寝ているふりをする。

　また扉の閉まる音がして、部屋はしんとしずまった。

　アヤメはベッドからおりると、姫子が消えた羽目板に駆け寄った。

「これって、隠し扉……？」

　板のあいだに、かすかに隙すき間まがある。これも公く家げ屋敷だった頃ころの仕掛けだろうか。

　隣の板がロックになっているらしい。はずすと、扉はゆっくり口を開けた。

　人が一人、やっと通れるくらいの細い階段が上につづいている。

　アヤメは何かに引き寄せられるように足を踏みだした。

（ひょっとしたら、まずいことしてるのかも……）

　だが、好奇心が不安に勝った。真っ暗な階段を、壁を手で触り、裸足はだしの爪つま先さきで足元をさぐりながらあがってゆく。頑がん丈じようにつくってあるらしく、板がきしむ音はしない。

　ほどなく行き止まりになった。頭の上に、蓋ふたのように天井板がかぶさっている。これも開閉できる扉らしい。

　耳をすますと、まず聞こえてきたのは姫ひめ子この押し殺したような笑い声だった。

「くっくっくっく……ようやくわたしが、学院を支配するチャンスが来たわね」

　ぎょっとした。いきなり物騒な発言だ。だが間違いなく、姫子の声だ。

　それに対して、もう一人の誰だれかが答えた。可愛かわいらしい、幼い声。初めて聞く声だ。

「は、はい。でも姫子さま。私がスパイだっていうことを、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの人たちが気づき始めてるみたいで……」

「この学院にはカンの鋭い子が多いものね。彼女たちにわたしの計画を知られたら、厄介なことになるわ。万一、あなたの正体がバレたら――」

「私、姫子さまのことは決してしゃべりません！　口が裂さけても！」

「しーっ、声が大きいわ」

「はっ、はい。申し訳ありません」

「あなたの忠誠心を疑ったりはしないわ。ふふふ、可愛い子ね」

「ああ、姫子さま……」

　聞きながら、アヤメの頭は混乱状態におちいっていた。

（えっ？　なに？　どういうこと？　学院の支配？　スパイ？）

　しかも、なんだ、この妖あやしげ、かつ艶つやっぽい雰ふん囲い気きは。さっきの可か憐れんで優しい姫子はどこにいってしまったのか？？？

　アヤメが困惑しているあいだにも、頭上での会話はつづいている。

「だけど、姫子さまは心配なさらなくていいんじゃないでしょうか。みんな、姫子さまのことを、お優しくて、真面目まじめなかただと信じてますし」

「今のところはね。まだ誰も、わたしの目的には気づいていない。みんなわたしのことを、おとなしくて従順な優等生だと思っている」

「そうですよね。私だって、まさか姫子さまが――いえ、その、ええと」

　相手の女の子が口ごもると、姫子が皮肉に訊たずねた。

「まさか、なあに？　まさか、わたしがこんな腹黒い人間だったなんて思わなかった？」

「いえっ、いえっ。そんなこと」

「仲間を裏切り、追い落とそうとしている極悪人で、魔女みたいな陰謀家で、権力欲の権ごん化げで、学校中の目をあざむいている悪党だとわかってびっくりした？」

「そ、そんな。そこまでは――」

「いいのよ。あなたにだけは、わたしの、ありのままの姿を見せてあげる」

「姫ひめ子こさま……」

「その代わり、あなたには、どこまでも協力してもらうわよ」

「はっ、はい。もちろんです」

　姫子の甘いささやきに、相手はずいぶん声をうわずらせている。姫子が相手の女の子のあごにでも手を当てて、じっと見つめているような、そんな様子を想像させる。

（どういうことなの、これ……）

　と、アヤメの頭の中は、混乱が拡大中だ。

　要するに――姫子は見せかけどおりの優等生なんかではなく、学院を支配し、権力を握ろうとしている、腹黒の陰謀家――ということらしい。

　相手の子は、姫子のスパイのようだ。和風のたとえかたをするなら、姫君直属のくヽのヽいヽちヽとか、お庭番、といったところだろうか。

　その子から今、何かの報告を受けた。それによって、姫子が学院を支配するチャンスが来た。と、そういう事情のようだが――。

　なんにせよ、学院の支配という言葉はおだやかではない。

　そもそも先生や職員がいるのに、どうやって支配するのか。

　生徒のことだけ考えるにしても、姫子の上には、あの強面こわもての学院府長、嵯さ峨が島しま三み千ち代よがいるではないか。

　何がどうなってるのだ。いったいこれって、どこの悪の秘密結社の話ですか。

　姫子の言葉はつづいている。

「さっきね、思いがけず、使えそうな手て駒ごまがふところに飛びこんできたの。正体はよくわからないけど、ちょっと優しくしてやったら、すぐになついてくれたわ。ふふふふ」

「そ、それって誰だれのお話でしょうか、姫子さま」

　ちょっとあわてたような、妬やいているような様子で、相手の女の子が訊たずねる。

　それって誰のお話でしょうか、と、アヤメも声を大にして質問したい。

「いずれ会わせてあげるわ。うまくあやつれば、おもしろい使いかたができそうよ」

「そうなんですか……」

　相手の女の子はなんだか不満そうだ。姫子はかまわずにつづける。

「ただ、信用できるかどうか、もう少し見極める必要がありそうなの。今はまだ、誰にもわたしのたくらみを知られるわけにはいかないわ。あなたも、くれぐれも余計なことは口にしないようにね」

「もちろんです。姫ひめ子こさまの計画は、決して誰だれにもしゃべりません」

「わたしが権力を握ったら、あなたにも相応の地位を用意してあげる。期待していいわよ」

「私、なんにもいりません。ただ、姫子さまがいつか、ご自分の『宮みや』をお開きになって、そこの『媛ひめさま』になられてからも、おそばにいさせていただければ……」

「ふふっ。可愛かわいいことをいってくれるじゃない」

「姫子さま……。お手に口づけをさせていただけませんか」

「いいわよ。ほら」

　そして、ちゅっ、と小さく口づけの音。

「ああ、姫子さまの香り……。とっても甘い……」

　うっとりしているみたいな、なんだかなまめかしい吐と息いきである。

（なんなの、この関係……）

　アヤメの心臓はばくばく鳴っていた。

　こんなふうに外界から隔かく絶ぜつされた女子校では、自然と人間関係も濃密になるだろうし、かっこいい先輩に憧あこがれたり、きれいな同級生にどきどきしたり、可愛い後輩にときめいたりするのは自然なことだろう。しかし、今聞こえている会話は、少なからず色合いが違う気がする。なんかもう、姫子に身も心も捧ささげちゃってます、みたいな。

　会話だけ聞いていると、なんだかすごい大陰謀がくりひろげられてるようだが――。

（……でも要するに、田舎の女子校の、生徒同士の内輪もめってことだよね）

　悪代官と悪徳商人みたいな密談も、そう考えれば大おお仰ぎようでユーモラスと思えてくるが……しかし、ほうっておいていいものだろうか。

　アヤメがあれこれ悩んでいる間にも、頭上の跳ね板のむこうからは、ちゅっちゅっちゅっ、と、際限なく口づけの音がしている。相手の女の子は夢中のようだ。

「そろそろお放はなしなさい。もう部屋に戻らないと」

「お名な残ごり惜しいです……。あの、明日の生徒総会、がんばってください」

「余計な心配よ。さ、お行き」

「は、はい。おやすみなさいませ、姫子さま」

　戸が開く音と、かすかな足音。姫子と話していた女の子は、どこかほかの出口から立ち去ったようだ。

　アヤメはあわてた。まずい。こんなところにいたら、すぐに見つかって――。

　ばたん。

　頭の上の跳ね板が持ちあげられた。

　はっ、と顔をあげる。姫子がアヤメを見おろしていた。

「聞いてしまったのね、アヤメ」

　にぃぃーっ、と唇を三日月型に歪ゆがめて、姫子は笑った。

　それは氷の微笑。悪魔の微笑だった。



三



「ふんっ。馬ば鹿かな子ね」

　吐き捨てるように、姫ひめ子こ。今や、凶悪、極悪、冷酷、冷徹な表情と化した姫子が、胸の前で腕を組んで、腹立たしげにアヤメを見おろしている。

　美人が恐こわい顔をしているので、どえらい凄すごみがある。さっき由ゆ麻まを勧誘していた樹じゆ里り亜あと似たようなポーズだが、貫かん祿ろくも威圧感もケタ違いだ。

「あの……姫子？　アヤメの花言葉は、『あなたを大切にします』だったんじゃ」

　アヤメは、懸命に愛あい想そ笑いを浮かべていた。硬い板の上に正座させられ、のみならず、両腕を背中に回されて、上半身を寝間着の上から、鎖でぐるぐる巻きに拘束されていた。痛くはないが、こんなことをして、大切にしますも何もあったもんじゃない。

「アヤメの花は、『殺あやめる』という意味にも通じるの。つまり、あなたを生かすも殺すも、名前をつけたわたしの自由ということね」

「どういう理屈なの、それって……」

　姫子は赤いリボンで、自分の長い髪を、手早くきゅきゅっと縛り、威圧的な形にまとめあげた。漆しつ黒こくの髪に真しん紅くのリボンがよく映える。

　アヤメはなんとか逃げられないかと周囲に視線を走らせた。

　ここは屋根裏部屋だ。かなりホコリが積もっている。隅には、いつの時代のものともわからない箱や鞄かばんなどが雑然と積んである。アヤメを縛りあげた鎖も、その中にあったものだ。

　切り妻屋根の屋根裏なので、天井は三角形だ。立ちあがると頭がつかえてしまいそうだ。

「それじゃあ、話をしましょうか」

　髪形を変えて、姫子はすっかり恐おそろしげな容よう貌ぼうになっていた。手で、アヤメを縛った長い鎖の端を、ちゃらちゃらともてあそんでいる。

　その背後には明かり取りの窓があり、差し込んでくる月の光が、逆光になって姫子を照らしている。ドレスのようにフリルのついた、ワンピースの寝間着、その薄い布地が月光を透かし、姫子の美しい身体からだの線を浮きあがらせている。

「あなたは何者？　なぜわたしたちの話を盗み聞きしていたの？」

「聞くつもりじゃなかったんだよ。姫子がいなくなったから、追いかけてきただけで……」

「ふざけないで！」

　じゃらっ！　と、鎖を引っ張る姫子。

「きゃっ」

　アヤメは座ったまま、ひっくりかえりそうになった。

　恐こわい！　さっきの嵯さ峨が島しま三み千ち代よよりも、もっと暴力的じゃないか。

「そんないいわけが、このわたしに通用すると思うの？　佳か代よ花はな姫ひめ子こを見くびらないほうがいいわよ。それとも、あなたの身体からだに訊きくほうがてっとり早いかしら」

「ひ、姫子。さっきの三千代さんと同じこといってるよ」

「さっきはわたしが、あなたをかばってあげた。でもね、ここには、あなたをかばってくれる人は、いないのよっ」

　ぐいっ、と、また鎖を引く。

「ひゃああっ！」

　倒れる寸前でまた鎖を引き、姫子は、アヤメの体勢を立て直させた。ぐっ、と顔を近づけ、ドスの効きまくった声でささやいた。

「ここは、先生がたも知らない秘密の屋根裏部屋なの。あなたの息の根を止めて、壁に塗り込めてしまえば、十年は見つからないでしょうね」

「ほ、本気じゃないよね……？」

「あら、本気ですとも。わたしを甘く見ているなら、その認識はあらためてもらわなければいけないわ」

　これが本当に、さっきまで優しくアヤメの身体を撫なでてくれていた子と同一人物なのだろうか。あまりといえばあまりな変わりようだ。

「さあ、あなたをどうしましょうか。さっき聞かれたことを、誰だれかにしゃべられたら、わたしは困ったことになってしまうわ」

「しゃべらない、しゃべらない。誰にもいわないよ！」

「何をかしら。いってごらんなさい」

「姫子が学校を支配しようとしてるとか、夜啼鶯の宮ナイチンゲールにスパイを送りこんでるとか、仲間を裏切るとか……」

「それから」

「あと、ええと。姫子が仲間を裏切ろうとしてる極悪人で、魔女みたいな陰謀家で、権力欲の権ごん化げの悪党だとか」

「…………」

「って、自分でそういってたじゃなーい！」

「大声を出さないで。ほんとに口をふさいでしまうわよ」

　アヤメは慌あわてて口をつぐむ。姫子は、凍った視線でアヤメを見つめる。

「どうやら、聞いてはならないことを全部聞いてしまったようね」

「聞きたくて聞いたんじゃないってばぁ」

「あなたが誰かの回し者ではない――ということは信じてあげてもいいわ。わたしの直感がそう告げているから」

　直感。またその言葉だ。

　なぜそんなに、自分の直感に自信を持っているのだろう。そんな疑問が、ちらっとアヤメの脳のう裏りをかすめる。

　姫ひめ子こが、ふっ、と馬ば鹿かにしたような笑いを口もとに浮かべた。

「もっとも、仮に誰だれかにいっても信じてもらえないでしょうね。そもそも、話す相手が、あなたにはいない。記憶のないあなたの味方は、この世界でわたしだけなんだから」

　いわれてみれば、そうかもしれない。アヤメはなかなか難しい立場にいるようだ。

「フーム」

　口に指を当て、姫子が何やら考えこむ。言動が変わっても、この癖くせだけは同じらしい。

「わたしと取引しない？　アヤメ」

「は？　とりひき？」

「あなたがここで見聞きしたことを黙っていてくれるなら、わたしのほうも、あなたに協力してあげる。記憶を取り戻す手伝いをしてあげるわ。でも、断るというなら――」

「いうなら？」

「そうね。こういうのはどうかしら」

　姫子の深い色の瞳ひとみに、きらっ、と怪しい光が宿った。

　アヤメは戦せん慄りつした。それは、ひどく危険な、邪悪さすら感じさせる輝きだったのだ。

「ぼっ、暴力反対！」

　じゃらっ。姫子が乱暴に鎖をひっぱる。

「ひえっ！」

　アヤメの身体からだが、床板の上に投げ出された。姫子はおもむろに手を伸ばし――。

　薄いワンピースの寝間着の裾すそからすらりと伸びた、アヤメの長い脚あし、その爪つま先さきを、しなやかな指先で、ぴん、とはじいた。

「きゃぅうんっ！」

　じいん、と、強烈なしびれが全身を駆けぬける。ずっと正座させられていたために、いつの間にか足の血行が止まっていたのだ。

　姫子は薄紅色の唇をほころばせた。赤い舌が、ちらりとのぞく。

「あら、可愛かわいい声。でもだめよ。大声をあげたらほかの寄宿生に気づかれてしまうわ」

　そういいながらさらに、ぴん、ぴん、と指先でアヤメの足をはじく。

「ひええええええっ」

　立ちあがろうとした。でも、バランスを崩し、またひっくりかえる。

「逃げてはだめ。がまんしなさい」

　その瞳には嗜し虐ぎやく的てきな光が宿っている。そしてまた、指でぴんぴんぴん、ぴんっ。

「うっくっ……あああっ、や、やめて……おねがいっ」

「だ、あ、め」

　姫ひめ子こは楽しそうだ。この子、けっこうなサディストではないか。いや、女の子だからサディスティンか。

　鎖をじゃらじゃら鳴らしながら、アヤメは懸命に身をよじって逃げようとする。が、そのたび、ぐいっと身体からだを引き戻される。

「どうしたの。もっと足あ掻がいたりもがいたりしてくれなくちゃ、楽しくないわ」

「ひいいいっ」

「そうそう。もっと苦しみなさい。ふふふ、楽しい。ふふふふふっ。ぴんぴん、ぴんっ」

「っ！」

　長い髪をふりみだし、床を舐なめるようにしてのたうちまわるアヤメ。姫子は容よう赦しやなく、残酷に、アヤメの足を、責めに責めて、なぶりまくった。

「や、やめて……おねがい、もうやめて、姫子……！　あっ、ひいいいっ」

「立ち聞きなんかしてごめんなさい、っていったらやめてあげるわ。ほら、おいいなさい。ごめんなさいって」

「ご、ごめん、なさい……。あっ、あっ、あっ」

「声が小さいわ。もっとはっきり」

「ごめんなさい、ごめんなさいっ。もうっ、もう許して、姫子、姫子ぉ……！」

　パジャマの裾すそを乱しながら、アヤメは悶もん絶ぜつ寸前。呼吸さえままならない。必死に歯をくいしばり、声をかみ殺すのが精一杯だ。

　傍はたから見たら、笑えたり、ちょっと艶つやっぽい光景だったりするかもしれないが、本人にとってはそれどころではない。まさに拷問だ。

「ふう……。このくらいにしておいてあげるわ」

　ようやく姫子が離れてくれた。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　アヤメは息をあえがせながら、真っ赤な顔で、涙目になって姫子をふりむいた。

「ひ、ひどいよ、こんな……。誰だれにもいわないっていってるのに。ううう……」

「おかしな気分だったわ。自分そっくりの女の子が苦しんでるのを見ると、妙に興奮するものね……」

　と、姫子も頬ほおを上気させ、なんだか危ないことを口にする。

「もしあなたが、ここで見聞きしたことを誰かにしゃべったら、今度はもっとひどい目に遭あわせるわよ」

　姫子が悪魔の微笑を浮かべる。が、返事をする気力すら、今のアヤメにはない。

　笑みが消えた。

「返事をなさい、アヤメ」

「はっ、はいっ。誰だれにもいいません」

「聞き分けのいい子ね、よしよし」

　姫ひめ子こは笑顔に戻り、アヤメの乱れた髪を撫なでた。ぞぞぞっとアヤメの背せ筋すじが震ふるえた。



四



　ようやく鎖がほどかれ、床の跳ね蓋ぶたを開けて、アヤメと姫子は階段をおりた。アヤメが先、姫子が後だ。今にも後ろから突き飛ばされるのではないかと、一歩ごとにアヤメはびくびくした。

　さっきの隠し扉を開けて、部屋に戻ろうとした時――。

「待って。あなたはここにいて」

　姫子がアヤメを引き止めた。

「ど、どうしたの」

　姫子は答えず、自分だけでそっと室内に入り、忍び足で部屋を横ぎって――。

　廊下に通じるドアを、勢いよく開けた。次の瞬間、隠し扉の中からのぞいていたアヤメの目に、誰かが素早く廊下を逃げてゆく姿が見えた。

　姫子が廊下に飛びだす。アヤメも姫子のそばに駆け寄る。

「今の何、姫子っ」

「誰かが、ドアごしに部屋の中の気配をうかがっていたようね。夜啼鶯の宮ナイチンゲールの子かもしれないわ」

「夜啼鶯の宮が、どうして……」

「…………」

　姫子は黙って、周囲の気配をうかがっている。

「あれ？」

　アヤメが床に目をむけた。赤い薔ば薇らが一輪落ちている。

「わあ、きれい」

「だめよ！」

　薔薇を拾おうとしたアヤメの手を、寸前で姫子が払いのけた。

「つっ」

　姫子が顔をしかめた。指先に小さな血のふくらみができている。

「ひ、姫子」

「大したことはないわ。……やっぱり、いやがらせだったようね」

　姫子が慎重な手つきで薔薇を手に取る。

「いやがらせ、なのかな。誰だれかのプレゼントなんじゃ」

「ごらんなさい。棘とげを取り払ってあるように見せかけて、葉の裏にひとつだけ、鋭い棘が隠してあるわ。うっかり持てば、指を刺す可能性が高い。そういうたくらみよ」

　たしかに、巧こう妙みように棘が隠されている。するとやはり、悪質ないたずらということか。

「ご、ごめんね、姫ひめ子こ。わた、わたしのせいで、姫子が怪け我がしちゃって……」

「大したことはないわ。つまらないことで騒がないで」

「だって血が出てるし、手当てしないと」

「必要ないわ。さあ、もう寝ましょう。いつまでもこんなところで話していたら、ほかの子が起きるかもしれないわ」

　姫子はそっけなく背をむけた。アヤメは意外だった。

（さっきより、もっと怒られるかと思ったのに……）

　また鎖で縛られ、今度は鞭むち打うちぐらいくらわされても不思議ではないような気がするが――。

「何をしてるの。早くいらっしゃい」

　姫子に呼ばれて、アヤメはあわててドアを閉めた。



　二人はまた一緒にベッドに入った。アヤメは床で寝たかったのだが、姫子が強引にベッドに引きずりこんだのだ。「おまえから目を離さないぞ」という意思表示だろう。

「わたしにはね、目的があるの」

　姫子がつぶやいた。

「どうしても達成しなければならない目的があるのよ。あなたには、それに協力してもらうわ」

「……目的って、自分の宮みやを開くとか、学院を支配するとかって？」

「とりあえずはね。そのためには、一人一人、ライバルを取り除かなければならないの。夜啼鶯の宮ナイチンゲールもそのひとつよ。ただし、暴力なんかには頼らずにね」

　ライバルを倒す。つまりは権力闘争ということか。

　でも、暴力は使わないという言葉に、少しだけほっとする。

「アヤメ。いずれにしても、あなたはわたしのいいなりになるしかないのよ。あなたが記憶を取り戻すには、わたしの手伝いをしなければならないんでしょう？」

「そうだけど……」

「これだけは教えておくわ。この学院はね、普通の学校とは違うのよ。誰も知らない、とても大きな秘密があるの。生徒たちも、先生がたでさえ、そのことを知らない。わたしはそれを、誰にも渡すわけにはいかないの。何があっても。どんなことをしても。――この手を汚してでも」

「…………」

「ほんとに馬ば鹿かな子ね。何も知らないままなら、あなたのことだけは、ずっとずっと、可愛かわいがってあげられたのに……」

　最後は独ひとり言のようにつぶやいて、姫ひめ子こはまぶたを閉じた。

　だがアヤメのほうは、とても眠る気になれなかった。



    

  
    
      　

第三章

姫子のアヤメ



一



　アヤメはまんじりともせずに夜を明かした――。

　つもりだったが、実際はいつの間にか、健康的にぐっすり眠ってしまっていたらしい。気がつくと部屋の中には、陽気な朝の光があふれていた。

　ベッドから抜け出して窓を開け、朝の高原の冷たい空気を、胸いっぱいに吸いこむ。

「うわあ、いいお天気」

　きれいな青空と、はるか遠くまでつづく緑の森。そして輝く湖水。

　美しい風景を目にして、アヤメはすっかり嬉うれしくなってしまった。

（わたしって、悩みがつづかないタイプみたい）

　そんな自分自身の性格を発見して、ちょっとおかしくなる。

　でも、何かと屈折している、もう一人の自分はどうだろう。

　ベッドにちらりと目をむける。すると。

「う……う……。はあ、はあ、はあ……」

　うめくような姫ひめ子この声。苦しげな呼吸。頬ほおが赤い。

　身じろぎするたび、純白のシーツに広がった長い美しい髪が、綾あや模も様ようにうごめく。

「どうしたの、姫子？」

　額ひたいに手を当ててみる。熱い！

　姫子がまぶたを開く。とうに目ざめていたようだ。瞳ひとみがうるんでいる。

「ちょっと、体調を崩してしまったわ……」

「ちょっとじゃないよ。すごい熱じゃない！」

「うかつだったわ……。ゆうべ怪け我がをしたところから、雑菌が入ったみたい」

　アヤメの顔から血の気が退ひいた。それが本当なら、姫子はアヤメをかばったために、こうなってしまったことになる。

「傷口から雑菌って、まさか破は傷しよう風ふう――」

　と、頭の中に浮かんだ病名を口にする。

「そんな大げさなものじゃないわ……。わたし、すぐ熱を出してしまう体質なの。よくあることなのよ」

「まさか、夜啼鶯の宮ナイチンゲールって、姫子がこうなることまでわかってたんじゃ――」

「さあ……。でも可能性はあるわね」

　もしそうなら、相当に悪質だ。

「どうしよう。お水飲む？　誰だれか呼んでこようか？」

　姫子が皮肉に唇を歪ゆがめる。

「ずいぶん親切ね……。ゆうべあんなに、あなたにひどいことをしたのに」

「それとこれとは話が別だよ！　わたしのせいで、こんなことになっちゃったんだもの」

「…………」

「わたしにできることある？　この学校にも保健の先生いるんでしょ。知らせにいこうか」

　慣れてきたせいか「わたし」という言葉が抵抗なく出るようになっている。

「必要ないわ。戸棚に薬があるから、それを飲めば……」

「戸棚だね。わかった」

　アヤメは部屋の隅の戸棚にすっ飛んでいき、中にあった銀色の匙さじと、小さな瓶びんを取りだした。瓶の蓋ふたを開けると、黒い粘液質の薬が入っていた。

「飲ませてあげる。口を開けて」

　コールタールみたいにどろどろの液体を匙ですくって、姫子の口に流しこんでやる。

「うっ……！」

　こくり、白い喉のどが動き、姫子は顔をしかめ、手を固く握って身体からだを硬直させた。両りよう膝ひざをすりあわせて身をよじり――ようやく落ちついたのか、はあっ、と息をついた。

「だ、だいじょうぶなの」

「ええ。熱を出した時はいつもこれを飲むの。苦にがいから、飲みこむのに苦労するだけ」

　アヤメは、まじまじと、銀の匙さじに残っている黒い水みず飴あめみたいな薬を見た。

「試しに味わってみる？　健康な人が飲んでも害はないから」

「それじゃあ……」

　好奇心にかられて、舌の先で、ちろっと舐なめてみる。

「んっ！」

　その瞬間、全身がびりびり震ふるえるような衝撃が走った。ものすごく濃いコーヒーを、さらに煮詰めて、さらに何倍も苦みを増したような、とてつもない味だった。

　姫ひめ子こはまだ苦しげに息をしながらも、にやにやと意地悪い笑みを浮かべた。

「かなりのものでしょう。わたしも、なるべくならこの薬に頼りたくないの。――でも、昨夜のうちに飲んでおくべきだったわね。わたしの失敗だわ」

「ううっ、んぐぐぐっ、くふ、くひゅん」

　口の中がしびれて、返事もできない。その時、コンコン。ノックの音。

「姫子、遅いから迎えにきた。何かあったのか」

「けほ、けほっ。は、はい。今開けます」

　まだ顔をしかめながらドアに走ろうとするアヤメに、姫子が声を飛ばした。

「わたしが薔ば薇らに刺されたことはいわないで」

「え？　どうして」

「三み千ち代よさまに、夜啼鶯の宮ナイチンゲールのしわざだと知られたくないの。理由はあとで説明するわ」

「入るぞ、姫子」

　ドアが開き、ショートカットの嵯さ峨が島しま三千代と、今日も秘書のようにつき従う、メガネの間ま野の和かず季きがあらわれた。

　ベッドで苦しげに顔を火ほ照てらせている姫子に気づき、三千代が目を見開く。

「姫子！　い、いや、そっちが姫子か？」

「あの、あちらが本物です」

　と、アヤメが姫子を手で示す。すると、みるみる三千代の顔が険けわしくなった。

「おまえ、姫子に何をした！」

「ちっ、ちがうちがう。誤解だよっ」

　和季が、アヤメが持っている薬くすり瓶びんと銀の匙に気づき、姫子に訊たずねた。

「発熱ですか、いつもの」

「ええ……。すみません、三千代さま。今日は生徒総会なのに」

　姫子はゆうべのような、温和でていねいな口く調ちように戻っている。発熱していても柔和な優等生の演技を貫くあたりは、いい根性をしている。

　三千代は険しい表情で姫子の枕まくら元もとに立ち、冷徹に命令した。

「起きろ、姫ひめ子こ」

　えっ、とアヤメが目をむいた。

「…………っ」

　と、小さく息を詰め、無理やり身体からだを起こそうとする姫子。しかしその身体は、すぐにぐらりと傾いた。アヤメがあわてて駆け寄り、姫子を支える。

「無理だよ、こんなに苦しそうなのに」

「無理でも起きてもらわなくては困る。今日、姫子は大事な演説をしなければならない。私や和かず季きでは代わりが務つとまらないんだ」

　なぜだろう、とアヤメはいぶかった。大事な演説なら、一年生の姫子より、三年生で学院府長の三み千ち代よのほうがするべきではないのか。

　三千代は姫子の額ひたいに手を当てた。

「……四十度近くありそうだな」

「すみません……」

　三千代もさすがにこれ以上無む理り強じいはできないと悟ったらしい。

「あやまられてもどうにもならん。今から生徒総会を中止するわけにはいかないし、かといって、誰だれかに代わりを頼むわけにも……」

　その時、姫子が弱々しく、しかしはっきりと、アヤメを指さした。

「ほぇ？」

　アヤメが目をしばたたく。三千代の視線がアヤメの顔にとまり――しばし凝視。

「むうっ、その手があったか！」

　三千代がぽんと手を打つ。和季が眉まゆをひそめる。

「まさか、三千代さま」

「ほかに方法があるか。今日の生徒総会は絶対に成功させねばならない。中等部と高等部の全生徒、それぞれの過半数の賛成を得て、新しい校則を成立させる。そのためには姫子の演説が是ぜが非ひでも必要だ。手段を選ぶ余裕はない」

「ええと……どういうこと、なのかな。ははは」

　半なかば予期しつつ訊たずねるアヤメに、三千代は容よう赦しやなく宣告した。

「おまえに姫子の代わりを務めてもらう。代役――そう、影武者だ！」

「えええええっ！」

「これは緊急事態だ。どうしても手伝ってもらうぞ。総会は一時間ほどで終わる。そのあいだだけ、姫子のふりをしてくれればいい」

「だってだって、まだこの学校がどういうところかも知らないのに。それに、演説って、どんなこと話せばいいのか」

「それは、原稿があるからだいじょうぶです」

　と、和かず季きが口をはさんだ。三み千ち代よが、ぐぐっとアヤメにせまる。ただでさえ強面こわもてなのに、さらに目がツリあがって、威圧感が倍増だ。

「いやだというなら、おまえをこの学院への不法侵入の罪で警察に突き出してやる」

「けっ、警察？　なんで？」

「この学院は関係者以外立入禁止なんだ。なのにおまえは、どこかから勝手に入りこんできた。記憶がないなんて、いいわけにならん」

　理屈も何もあったもんじゃない。

「すぐに原稿の下読みだ。それに、少しでも姫ひめ子こに似るように髪形を整えたり、言葉づかいやしぐさの練習をする必要があるな。時間がない。全速力で支し度たくしろ」

「無理。絶対にできないってばあ」

　とはいえ、アヤメとしては、自分のせいで姫子が熱を出してしまった負おい目めがある。

　強く拒否できずにいるうちに、顔を洗わされ、髪をがしがしブラッシングされ、今度は恥ずかしがる間も与えられずに制服に着替えさせられ、髪にリボンを巻かれてしまった。

　部屋を出るまぎわ、姫子がアヤメを手招きし、ささやいた。

「わたしに悪いと思っているなら、なんとかうまくやってちょうだい」

「まるっきり自信ないんだけど……」

　姫子が、ぎらり、瞳ひとみを光らせる。

「失敗したら――許さないわよ」

（恐こわいっ！）

　と、思わず口に出しそうになるほどおっかなかった。今の姫子の形ぎよう相そうは、三千代より迫力がある。恐い二人にはさまれて逃げ場なし。前門の三千代、後門の姫子だ。

「時間がない。急げ」

　三千代がドア口で急せかす。姫子はまた優しい笑顔に戻ってアヤメを解放した。

「それじゃあ、おねがいね、アヤメ」

「アヤメ？」

　その名を初めて聞いた三千代が眉まゆをひそめる。

「ゆうべ、わたしがつけてあげた名前です。春日かすがアヤメ。わたしたち、お友だち……ううん、運命共同体なんです。ねっ、アヤメ」

　姫子は、あの優しいお姉さんのような笑顔をアヤメにむけた。

　アヤメはなんと答えたものか、ものすごく困惑した。



二



　廊下に出ると、寄宿生たちから次々に声をかけられた。

「おはようございます、三み千ち代よさま、和かず季きさま」

「おはようございます、姫ひめ子こさま」

　ゆうべは真っ暗でしんとして、幽霊屋敷のようだった寄宿舎の中は、今は、起き出した女の子たちであふれかえり、華やかで明るいおしゃべりが満ちていた。まるで小鳥の巣箱みたいににぎやかだ。

「今日は生徒総会ですね。がんばってください、姫子さま！」

「私たち、学院府のみなさんを応援してますわ」

　驚くべきことに、誰だれ一人、姫子がニセモノだと気づかない。もっとも、まさか別人にすり替わっているなんて疑う者はいないのだろうが。

　姫子のアヤメは、必死に笑顔を保ち、あいさつを返す。

「あっ、お、おはよう、ございます。いいお天気ですね。ええ、生徒総会、がんばりますわ。ありがとう、見守っていてくださいね。おほほほほほほほ」

　すると女の子たちは、きゃあきゃあと嬉うれしそうにはしゃぐのだった。

「姫子さまに声をかけていただいたわ！」

「いつもながら、なんてお優しい笑顔！」

「ああっ、わたし、今日という日を記念日にして一生忘れないわ」

　ほとんどスター扱いだ。三千代と和季にもあいさつの声がかけられる。その割合は、三み千ち代よが三割、姫ひめ子こが六割、和かず季きは、一割といったところか。姫子は副府長ながら、学院府長の三み千ち代よをしのぐ人気らしい。



    

  
    
      



    

  
    
      　外に出る。竹たけ林ばやしの上から、朝の光が身体からだに降り注いだ。

　カキツバタの池を通りすぎ、見晴らしのいい丘の上に出る。

　眼下に、花はな時雨しぐれ学院の敷地が一望できた。

「ひろーい！」

　こうして陽ひの光の下に出ると、この学院の広大さがよくわかる。

　どこまでも広がる樹じゆ海かいに囲まれ、寺院や神社を思わせる建造物が連つらなっている。

　手前には、ゆうべアヤメが足を踏み入れた高等部の建物が。そのむこうにもうひとつ、似た様式の建物があるのは、あれが中等部だろうか。

　つまり、ひな段状の斜面に、三つの大きな和風建築が並んでいるわけだ。上段に寄宿舎、中段に高等部、そして下段に中等部だ。ところどころに涼やかな竹林がある。

　そして、敷地のいたるところに咲き乱れる花、花、花。

　花か壇だんにも、植え込みにも、木々の梢こずえにも、無数の花が咲き誇っている。

　今は花盛りの季節なのだ。花に囲まれた学校。花の中の学院だ。

　視線をめぐらすと、ゆうべアヤメが目をさました五重の塔が立っていた。五重の塔はお寺などの仏教系の建物にあるものだ――という知識が、漠ばく然ぜんと頭にある。

（でも、別に仏さまとか神さまを拝おがむ学校ってわけでもなさそうだけど）

　あの塔のほかには、宗教色を感じさせるようなものは見かけない。仏教とは関係なしに、単に、古い建物がそのまま学校の設備に使われている、ということなのだろうか。

「ぐずぐずするな。急げ」

　先行する三千代がアヤメを叱しかる。アヤメはあわてて足を速めた。



「は～っ、緊張したあ」

　学院府の部屋に入って、三千代、和季と三人だけになったとたん、アヤメはぐったりとテーブルに突っ伏してしまった。

　和季がどこかから調達してきた上うわ履ばきに履き替え、廊下を歩いてここに着くまで、ひっきりなしに声をかけられた。姫子は、たしかに生徒たちに慕したわれているようだ。

　三千代が舞台の演出家みたいに、きびきびとダメ出しをする。

「表情が硬かったぞ。もっと自然にしろ。それから声が裏返り気味だし、姫子は、おほほほほ、なんて笑いかたはしない。もっと上品に、口もとに手を当てて小さく笑え」

「いきなりマネしろっていわれてもできないってばぁ～」

「そんな、『ってばぁ～』とかもいわない。まあいい、大事なのは演説だ。和季、原稿を」

「はい、三千代さま」

　和かず季きが、アヤメに手書きの書類を差し出した。姫ひめ子この字だろうか。きれいな楷かい書しよだ。

「うわ。こんなにたくさんあるの」

「何も暗記しろとはいっていない。読むだけだから簡単だろう」

「もうこうなったら、やるしかないけど……」

　原稿に目を通す。

「ええと……夜啼鶯の宮ナイチンゲールに対抗するための、学院府の権限拡大について……？」

「和季、説明してやれ。もう少し事情を教えておくほうがよさそうだ」

「夜啼鶯の宮は、正式な名称ではありません。生徒たちにそう呼ばれている通称です。媛ひめ宮みや制せい度どについてはお聞きですか？」

「うん。ゆうべ姫子に教えてもらった」

「夜啼鶯の宮は、学院から認可されている通常の『宮みや』とは違います。禁制品の密売買を行ったり、禁止されているようなイベントや集会をこっそり主催する、校則違反の常連グループのことを、生徒たちは『夜啼鶯の宮』と呼んでいるのです」

「禁制品の密売買……？」

「正式な『宮』ではないので、『媛ひめ』のような生徒がいるかどうかもわかりません。手口は巧こう妙みようで、私たちも、なかなかシッポをつかめません」

　なんだかよくわからない。ただの不良グループじゃないのだろうか。

「夜啼鶯の宮の生徒たちは、規則を無視して、勝手に商売をしているのです。要するにブラックマーケットですね。密輸、禁制品の取引、秘密のパーティの主催などの校則違反をしています。規模も実態も、現時点では不明。おそらく、厳しい規則に不満を抱いている一部の生徒が、取りしきっているものと思われます」

「禁制品の密輸って、まさかピストルとか……」

「いいえ、主にチョコレートや、おまんじゅうです」

「は？」

「花はな時雨しぐれ学院は、徹底した禁欲主義を教育方針としているのです。お菓子やジャンクフード、ジュース類。また、携帯電話、パソコン、テレビ、その他遊び道具の類たぐいの持ちこみは、いっさい禁止。規則を破れば厳罰が待っています」

「へ～。ずいぶん厳しいんだね」

「夜啼鶯の宮は、それらの品を、こっそり売り買いしているのです。お菓子類、音楽、映像ソフト、さらには人気のある生徒や職員の隠し撮り写真やブロマイド、手作りグッズの密造、密売買、などなどです」

「ここの生徒たちはテレビもラジオもインターネットも禁止されている。外の情報に触れることができないから、身近にアイドルやスターを欲しがっているんだ。私や姫子のキャラクター商品まで売られている。頭の痛い話だ」

　三み千ち代よも和かず季きも真剣な顔をしている。笑いごとではなさそうだ。

　甘いものが禁止。十代の女の子にとっては、ずいぶん酷な校則だ。音楽や本も自由に聴いたり読んだりできないなんて、いくらなんでも厳しすぎるのではないだろうか。

　なんだか、制服の首回りのリボンや袖そでの折り返し、服の裾すその飾り紐ひもなども、心と身体からだを縛りつけるための、首輪や手錠や拘束器具みたいに見えてくる。

「……こっそりチョコを食べるくらい、大目に見てあげてもいいと思うんだけど」

　遠慮しながらそう感想を漏らすと、三千代は、じっと目を据すえてアヤメを見つめた。

「アヤメ――と呼んでいいのかな。不思議だと思わないか」

「何が？」

「学院府の役員が三人しかいないことだ。高等部だけで五百人近い生徒がいるのに、三人だけで学院府を運営しているなんて、少ないと感じないか」

「いわれてみれば――」

「本当は、学院府にはもっとスタッフが必要なんだ。この学院にはさまざまな事件が起きるからな。だが、うっかり数を増やすと、夜啼鶯の宮ナイチンゲールに何をされるかわからない。やつらは巧こう妙みような手口で、脅迫やいやがらせ、妨害工作を仕掛けてくる。そして、決して証拠を残さない」

　聞きながら、内心でうなずくアヤメだった。

（たしかにそうかも……。姫ひめ子こもそれで熱を出しちゃったんだし）

　そのやり口にしても、客観的に見れば、姫子は、落ちていた薔ば薇らで怪け我がをしただけなのだ。アヤメだって、姫子にいわれなければ、夜啼鶯の宮のいやがらせだなどとは疑ってもみなかっただろう。

「われわれ学院府が少数精鋭主義をとっているのは、自分たち以外の生徒に被害を広めないためでもある。たかがお菓子の密売買といっても、あなどれる相手ではないんだ」

「なんていうか――大変なんだね」

「大変だとも。だから学院府の権限を強めたい。そして、規律を乱した者に厳罰を与えるよう校則を変えたい。中等部の生徒の支持を得るためには、どうしても姫子が演説しなければならない。姫子は後輩の子に人気があるからな」

　そして、ふっ、と軽く自じ嘲ちようめいた笑みを漏らす。

「私は見てのとおり、リーダーとしては家か父ふ長ちよう的なタイプだろう。不要な『宮みや』を、いくつか潰つぶしたこともある。反感を抱かれやすいからこういう役回りには不向きだ」

　すると和季が、珍しく自分から言葉を発した。

「そんなことありません！　生徒はみんな三千代さまを尊敬しています」

「別に姫子の人気をひがんでいるわけじゃない。客観的な意見を述べただけだ。姫子が人気があるのはわかる。やや甘いが、真面目まじめで誰だれにでも親切だからな」

　聞きながら、アヤメの額ひたいに冷や汗が浮かんだ。

（この人も、完全に姫ひめ子こにだまされちゃってるんだ……）

「説明はこれぐらいでよかろう。準備にかかれ。時間を無駄にするな」

　和かず季きが湯飲みに緑茶を淹いれて出してくれた。アヤメはお礼をいって、原稿を読み始めた。



三



　生徒総会が開かれる講堂は、お寺や神社の大だい伽が藍らんみたいな、これまた和風建築の大きな建物だった。

　総会は中等部と高等部の合同で行われ、中等部一年生から高等部三年生までの生徒がみんな集まっていた。中等部と高等部では制服のデザインが違っていて、ひと目でどちらの生徒か区別がついた。

　和季の説明によれば、今日は五月中旬の土曜日。生徒総会は、約一時間。授業の一時間目と二時間目を潰つぶして行われるという。

　通常は、中等部と高等部の学院府は、それぞれ別々に活動している。が、学校全体の動きに関かかわることについては、こうして全生徒が集まる決まりだそうだ。

　生徒たちは、教室から運んできた自分の椅い子すに座っている。先生がたは端に並んでいる。全員が女性。きれいな人ばかりだ。

「それではこれより、五月期の定期生徒総会を開始します」

　と、最初にマイクの前に立ったのは、司会役の先生だった。

（今は五月……。姫子も和季さんも、一年生になりたてなのに、もう学院府の仕事をしてるってことか……）

　選挙とか、ちゃんとしたのだろうか。そんな疑問が頭に浮かぶ。

「学院府長、嵯さ峨が島しま三み千ち代よさん。始めてください」

　先生にうながされ、三千代が壇だん上じようにあがる。

　すると――。

　先生が話しているあいだは、さわさわと話し声が聞こえていた講堂の中が、しん、と見事に静まりかえった。前のほうにいる中等部の生徒たちは、背せ筋すじをしゃきっと伸ばしたりもした。

「学院府長、嵯峨島三千代だ。初めに本日の議題について説明する。まず先月、四月期の会計報告。および今後の予算計画。つづいて……」

　千人近い生徒たちの視線を浴びても、少しも緊張している様子がない。むしろ、威厳と気迫で全員を威圧している。私語を交わす者は一人もいない。

「ほんと、すごい人なんだね、三千代さんって」

　演えん壇だんの下で出番を待ちながら、アヤメが和かず季きにささやく。和季は誇らしげに胸を張った。

「そうですとも。生徒はみんな、三み千ち代よさまを崇すう拝はいしているんです」

　退屈な会計報告を終えたあと、壇だん上じようの三千代が声をあらためた。

「――では、次の議題に移る。学院府副府長の佳か代よ花はな姫ひめ子こから、新しい校則の提案と、説明がある。静聴するように」

「わ、わたしだ」

　原稿の束を手に立ちあがり、あわててつんのめりそうになりながら三千代と入れ代わりに壇上にあがる。

　とたん。

　少女たちの目がいっせいにアヤメに集中した。

「ひ」

　目がくらんだ。ものすごいプレッシャーだ。

　反射的に逃げだしたくなったが、なんとか踏ん張る。

（しっかりしなきゃ。わたしには、後がないんだから）

　アヤメは深呼吸すると、緊張しながら原稿を読み始めた。



「……以上が、わたしの提案する校則の改定案です。組織的な不正や校則違反が認められる以上、学院府の権限を大きくし、消灯後や、深夜の活動も認めていただかなければなりません。校則で禁じられているお菓子や音楽ソフトなどの取引は、夜中に行われており、それを調べるためには、学院府もまた、夜中の活動が必要になるからです」

　読みながら、だんだん意味がわかってきた。

（そっか。要するに、学院府が警察みたいに活動できるように、校則を変えたいわけだ）

「そして、もうひとつ。違反者に、これまで以上に厳格に罰を与える必要があります。名前の公表。罰当番。場合によっては、自由行動の禁止、反省室――いわゆる座ざ敷しき牢ろうでの長期謹きん慎しんなども検討すべきです」

　たしかに厳しい、と読みながら思う。でも相手は、いやがらせのために薔ば薇らの棘とげで姫子を怪け我がさせるような連中だ。こっちだって手加減は無用なのかもしれない。

「わたしたちは、わたしたち生徒自身の手で、問題を解決しなければなりません。先生がたをわずらわせずに生徒自身の力で、夜啼鶯の宮ナイチンゲールといわれている一部の生徒の、不正な活動を根絶しましょう。――そのためにどうか、学院府の権限の拡大、違反者への罰則の強化などに、ご賛同をおねがいします」

　原稿を読み終えて、ぺこりとお辞儀。なんとかかんとか、そつなく読み終えた。と同時に、拍手が講堂の中に巻き起こった。

（終わったあ……）

　ほーっと息をつく。

　生徒たちの大部分は、笑顔で手を叩たたいてくれている。よかった。どうにか、影武者だということはバレなかったようだ。

「異議ありっ！」

　不意に、一人の生徒が立ちあがった。

　ほかの生徒たちが、驚いたように拍手をやめる。

　立ちあがった生徒には見おぼえがあった。ゆうべ、小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まちゃんに迫っていた、ツインテールの少女。自分で自分を「姫ひめ子このライバル」とかいっていた、テンションの高い樹じゆ里り亜あだった。

「高等部一年、蜂はち須す賀か樹里亜です。放送の宮みやは今の意見に反論します！」

「は、反論？」

　こんな展開は予測してなかった。樹里亜は、映画監督が使うような黄色いメガホンを手に、よく通るソプラノでしゃべり始めた。

「そんなふうに学院府の権限を強化することは、生徒の自由を奪うことになるんじゃないの？　佳か代よ花はな姫子さん、あなたは今、口当たりのいいことばかりいったけど、要するに、学院府の人たちだけ特別待遇で、消灯時間も気にせず活動できるってことでしょ。ほかの『宮』にない特権を持つのは不公平だわ。それに、今の提案のとおりにしたら、疑わしいっていうだけで生徒を取り調べて、好きなように罰を与えることもできちゃうんじゃない？　その権限を、学院府の人たちが悪用したら、たいへんなことになると思うの。そういったいろんなことを、ちゃんと話しあわないで、この場の雰ふん囲い気きで、へらへらぱぱって決めちゃうのって、危険だと思うわ！」

　メガホンを持っていないほうの手で、びしっ！　と壇だん上じようのアヤメに指を突きつける。

　ゆうべと同じようにテンションが高い。へらへらぱぱっ、という擬音は初めて聞いたが、しかし、いってることは非常に的まとを射ているような気もする。

「あうあうあう」

　どういい返せばいいかわからず、無意味に顎あごを動かすアヤメであった。

　蜂須賀樹里亜は、さらに声を張りあげた。

「だいたいね！　校則違反の取り締しまりとかいってるけど、あなたたち自身だって校則を破ってるじゃないの。忘れたとはいわせないわよ。ゆうべ、夜中にあなたたち学院府が、規則を破って外をうろうろしてたこと」

「あ、あれは、ええと――」

「そんないいかげんな人たちに、学院のことをまかせるわけにはいかないわ。わたしはこの提案には反対します！」

　すると、それに賛成する声があちこちからあがった。

「そうよっ。放送の宮みやのいうとおりだわ！」

「時間外活動については、どの『宮』も公平であるべきよ！」

「罰則の強化だって、もっと話し合わないと！」

「反対！　とにかく反対！」

　講堂は騒然。壇だん上じようで立ち往生するアヤメのもとに、三み千ち代よが駆けつけてきた。

「どけ。放送の宮は、初めからこの提案を潰つぶすつもりで、いろんな『宮』に呼びかけていたようだ。あとは私がなんとかする」

　一瞬、三千代にまかせてしまおうか――と思った。

　が。

「ううんっ」

　きっ、と、アヤメが三千代を見やる。

「こんなことで引き下がれないよ。最後までなんとかやってみる」

　勇ましい発言ではあるが、実際は、途中で投げ出したら、あとで姫ひめ子こにどんな目に遭あわされるかわからないから――というのがほんとのところだ。

　あらためてマイクにむかって声を張りあげた。

「放送の宮の蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あさん！　あなたは、間違っているわっ！」

　ざわついていた講堂が、ぴたっと静かになった。生徒たちは――樹里亜さえも――いきなり大声をあげた「姫子」に、たまげているようだ。

　後ろから三千代が小声でたしなめる。

「落ちつけ。おまえは姫子だ。それを忘れるな」

　そういわれても、こっちだって興奮状態だ。言葉遣づかいにだけは気をつけて、蜂須賀樹里亜をひたと見み据すえる。

「反論に反論させていただくわ。よろしいかしら」

「よ、よろしいわよ。聞こうじゃないの」

　――とはいっても、これからどうしゃべるか、なんにも決めていないのであった。



四



「えっとー」

　アヤメはいきなり立ち往生してしまった。

　たった今、「あなたは間違ってる！」とか叫んだのも、とりあえずハッタリをかましたようなもので、何がどう間違ってるのか、まるで考えてないのである。というか、別に間違ってない気さえする。

（ええい、ままよ。口から出まかせで！）

「まず最初に、ゆうべのことだけど――。あれは、学院府の仕事で遅くなって、それで寄宿舎に帰る途中だったのよ。みんなが眠っているあいだに、わたしたちは仕事をしていたの。決して遊んでいたわけじゃないわ。たしかに規則違反だったかもしれないけど、あなただって夜中に放送部の勧誘なんかしてたじゃない。そんな人に、規則がどうのこうの、いわれたくないと思いますっ！」

　おさえようとしても、しゃべっているうちにトーンが上がってきた。つい言葉に怒りがにじむのは、姫ひめ子こをかばいたいと思う心理も、少しはあるからだろうか。

「な、何を――」

　自分の規則違反を指摘された樹じゆ里り亜あは、わずかにひるんだ。アヤメはさらに突っ走る。

「この学院には厳しいルールがあって、それに従うのが難しいことはわかるわ。でも、規則は規則。守られるべきものだと思うの。夜啼鶯の宮ナイチンゲールだかなんだか知らないけど、一部の人たちがズルをして、自分たちだけいい思いをしているなんて間違ってる！　そうよ、正直な人が損をするような学校で、勉強なんかしたくないわっ！」

　ぐぐっ、と握り拳こぶしなんかつくってしまった。言葉も過激になりつつある。姫子らしくない。しかし、勢いがついてしまって、もう止まれない。

「それを正すための今回の提案なのよ！　学院府が特別扱いされるといっても、別に悪いことをしようとしてるわけじゃないし、生徒のみんながしっかり見張っていてくれればいいことじゃない？　たしかにわたしたちも、未熟だし、欠点の多い普通の人間よ。過あやまちを犯おかすかもしれない。失敗もするかもしれない。でも！　だからこそ！　あなたたちみんなの力が必要なのよっ！」

　どかん！　と拳で壇だんを叩たたく。マイクが飛びあがり、アヤメの長い髪が、ぶわっと跳ね広がった。

　生徒たちはみんな、あっけにとられた顔で聞いている。「佳か代よ花はな姫子」が、思いがけず、熱い調子でしゃべっているので驚いているのだろう。

「そうよ！　わたしたち学院府には、あなたたち生徒がついてる。わたしはあなたたちを信じます！　だからあなたたちもわたしたちを信じてほしいの！　わたしたちには信頼、そして友情という力があるのよ！　わたしたち学院府は、悪を倒し！　正義を守り！　弱い立場の人たちを救いたい！　そのために、みんな、お願い！」

　ばっ、と大きく腕を広げる。

「この佳代花姫子に力を貸して！　みんなの心をひとつにすれば、恐こわいものなんか何もないわ！　わたしといっしょに、明るく楽しくハッピーな学校生活を築いていきましょう！　わたしは、花はな時雨しぐれ学院で送る、わたしたちのかけがえのない青春時代を！　みんなですばらしいものにしていきたいのっ」

　と、さらに大きく、まるで大おお鷲わしのごとく腕を広げて、演説のフィニッシュ！

　どどーん！　と、背中で花火が打ちあがりそうな盛りあがりだった。

　しかしその直後、講堂全体が唖あ然ぜんとした空気に包まれた。

（うわ……やっちゃった）

　フィニッシュポーズのまま、アヤメの顔がひきつる。つい気合が入りすぎてしまった。いくらなんでも、ニセモノだってバレたかも――。

　ところが。

　やがて、どこからともなく拍手が湧わきあがり、たちまち割れんばかりの大だい喝かつ采さいになった。

「賛成！　姫ひめ子こさまに賛成！」

「姫子さま、カッコいいです！」

「これほどまでにＨｏｔな情熱を、姫子さまが秘めていらしたなんて！」

「わたしたち、こんな感動を求めていたのかもしれませんわ！」

「熱血な姫子さまもすてき！」

「わたしたち、どこまでも姫子さまについていきます！」

「姫子さま、わたしたちを、あなたの創つくる理想の世界へとお導きください！」

「姫子さま！　姫子さま！」

　そして、怒ど濤とうのごとき「姫子さま」コール。

　さっきまで姫子を責めていた蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あまでもが、ぼーっと顔を赤らめて、姫子に拍手を送っていた。――が、すぐに、はっとわれに返ったらしく、不愉快そうに顔を背そむけた。

　今や全校生徒によるスタンディングオベーションだ。先生たちまで笑顔で拍手している。

（盛りあげすぎちゃった。これはこれで失敗だったかも……）

　マイクを前に青くなっていると、後ろから、三み千ち代よがフッと笑いかけた。

「よくやってくれた。大成功だ」

　ささやき、自分がマイクの前に立つ。

「では、今の佳か代よ花はな姫子の提案にもとづき、学院府の権限拡大に賛成する者は拍手を」

　どどどどーっ。さらに勢いを増す大喝采。講堂の床を踏みならす者もいる。

「全員一致！　ここに、提案は可決されたものと見なす！」

　わーっ、わーっ！　と、大歓声。さらに高まる姫子さまコール。中には感極まって泣きだす生徒も見受けられる。

「それでは、本日の生徒総会は終了！　解散！」

　三千代が宣言すると、新たな喝采が巻き起こった。

　生徒たちの笑顔と歓声に包まれて壇だんをおりる。いつも無表情ぎみの間ま野の和かず季きも、メガネの中の目を細めて拍手してくれている。

　三千代がアヤメの肩を抱いてささやく。

「こんなにうまくいくとは思わなかった。お疲れさん」

「で、でも、姫ひめ子こらしくなかったんじゃない？」

「それがかえってよかったようだな。いつも優しい『姫子さま』の意外な一面を見て、みんな喜んでるみたいだ」

　たしかに、解散が宣言されたのに、生徒たちはまだ喝かつ采さいしてくれている。

　おずおずと手を振り返したら、また歓声が高まった。

　みんなをだましていると思うと、なんだか、ひどくいたたまれない。

「ねえ、もうわたし、ここにいなくていいよね」

「ああ。学院府に戻っていてくれ。こっちの通用口から出るほうがいい。ほかの生徒といっしょに退場したんじゃ、取り巻かれて大変だろうからな」

「そうする。ちょっと、外の空気を吸いたいし」

　背中を丸めるようにして、こそこそっと講堂から抜けだした。外には誰だれもおらず、ようやく一人になることができた。

「つっ、疲れたあ……」

　その場にしゃがみこんでしまった。えらい疲労感だ。

（でも、これで姫子に怒られなくてすむかな……）

　その時、誰かにポンと肩を叩たたかれた。

「よっ、ニセモノさん」

　ぎっくーっ！　と、一瞬で血の気が引く。

　跳びすさり、ふりむく。

　そこにいたのは、真っ赤な髪をショートカットにした生徒だった。初めて見る顔だ。

「にっ、にせっ、にせものって。なんのことかしらっ」

「あんた、佳か代よ花はな姫子じゃないだろ。あたしはだまされないよ」

　ニッと唇を歪ゆがめ、こちらを小こ馬ば鹿かにするような態度だ。そして、真っ赤な髪。

（不良少女……）

　アヤメは、新たにあらわれた赤毛の生徒を見て、そんな言葉を思い浮かべた。



    

  
    
      　

第四章

アヤメの姫子



一



「さあて、あんたが何者なのか聞かせてもらおうか」

　赤毛の少女の皮肉な笑いを前に、アヤメは必死で頭脳を回転させた。

（どうしよう！　どうすればこの場を切り抜けられる？　――そうだっ）

　ただひとつ思いついたアイデアを即座に実行する。

「ぐー」

「いや、立ったまま寝たふりしてもごまかせないから」

　駄目だった。あたりまえである。

　赤毛の少女は、しげしげとアヤメの顔を見つめた。

「驚いたね。見れば見るほど姫子にそっくりだ。これじゃ、たいがいの人はだまされちまうだろうな」

　それでもはかない抵抗を試みる。

「わ、わたし、佳か代よ花はな姫ひめ子こです。にせものなんかじゃございませんわ。おほほほほ」

「おほほほほ、なんて笑いかたは、姫子らしくないね」

「うっ」

　三み千ち代よにも同じことを注意されたのだった。いかん、上品にふるまおうとすると、どうしてもおほほほ笑いが出てしまう。

「あたしは帆ほ浦うらエルザ。姫子と同じクラスで、いちおうあいつの友人のつもりさ。だから、あたしはだませない。友だちと他人を見間違うほど、視力は悪くないからね」

「姫子の、友だち？」

「もっとも、むこうはそう思ってないかもしれない。口うるさいから、あたしは」

　そして、またまじまじとアヤメを見た。

「しっかし、よく似てるね。ひょっとして双子の姉妹かい？　それとも親しん戚せき？」

　記憶がなくて、自分でもなぜ姫子に似てるのかわからない――なんていったら、ますます話がこじれそうだ。ここは適当にごまかすことにする。

「ええと……ま、まあ、そんなところ。似てるねってよくいわれるんだ。あはは」

「ふーん」

　帆浦エルザはちょっと首をかしげた。まだ釈然としていないようだ。

「本物の姫子は何してるんだ。またなんか、悪だくみでもしてるのか」

「悪だくみ、って」

「あいつ、見かけほどいい子じゃないだろ。親しん戚せきならそれぐらい知ってるんじゃないの。それとも、あんたも姫ひめ子こをあがめ奉たてまつってるクチかな」

「ええっと……」

　どう答えればいいのかわからない。このエルザさんは、姫子の腹黒さに、多少は気づいているようだが。

「あたし、姫子のルームメイトだったことがあるんだよ。だから、あいつの本性を多少は知ってる。後輩の子を手なずけたり、いろんな『宮みや』の子をたぶらかして情報を集めたり、こそこそろくでもないことばかりしてたよ。見てると飽きないからほっといてるけど」

　アヤメよりも姫子について詳しそうだ。とりあえず話をそらす。

「あの……姫子、今、病気で寝てるの。朝、熱を出しちゃって――それでわたしが代役をすることに」

「ああ、いつもの発熱か」

　エルザは少し心配そうな顔になる。病気のことまで知っているとは、さすが友だち。

「だけどさ、それで急に親戚のあんたを呼び寄せたわけじゃないんだろ。朝に熱を出してからあんたに連絡したんじゃ、間に合いっこないものな」

「それは、その。いろいろと事情が」

　アヤメはじりじりと後あとじさった。

「わ、わたし、姫子の様子を見に行かなくちゃ。詳しい話は、あとで姫子に聞いて」

「あっ、ちょっと」

　アヤメはくるりとふりむき、ダッシュでその場から離脱した。走りながらふりかえると、赤毛のエルザは追ってこず、じっとこちらを見ていた。

（どうしよう。バレちゃった……）

　姫子に文句をいわれるだろうか。だが、エルザは姫子の友人らしいし、姫子が困りそうなことは秘密にしていてくれるのではないだろうか。

　なんにせよ、早く姫子に報告しよう。そして元通りに入れ替われば、もう証拠は残っていない。なんとでもごまかせるはず……。

　――が、そうは問屋がおろさなかった。講堂の外壁を曲がったとたん。

「あっ、姫子さま。こちらにいらしたんですか」

「私、さっきのお言葉、感動しました！」

　いきなり目の前に、また別の女の子たちがあらわれた。エルザと話しているあいだに、ほかの生徒も校庭に出てきていたのだ。姫子のアヤメはたちまち囲まれてしまった。

「私たち、これからも姫子さまの味方です。がんばってください！」

「夜啼鶯の宮ナイチンゲールなんかに負けないでくださいね！」

　みんな澄すんだ瞳ひとみをきらきらさせてアヤメを取り巻いている。どの子もやたらめったら細身でスタイルがいい。甘いものやジャンクフードを食べないからだろうか。

「あっ、あはははは。どうもありがとう。ご期待に添えるようがんばるわ。あの、わたし、ちょっと用事があるから、そこを通してほしいんだけど……」

　しかし生徒たちは、よってたかってアヤメをもみくちゃにした。

「佳か代よ花はなさん、さっきの演説、カッコよかったわあ！」

「ほんと。写真に撮って生徒手帳に入れておきたいくらい！」

「前からあなたのファンだったけど、惚ほれ直しちゃった！」

「姫ひめ子こさん、放課後、久しぶりに私のお部屋のお茶会にいらっしゃらない？」

「あらズルいわ。私だって姫子さまをご招待しようと思っていたのに」

　どうやら、いくらか親しい者は「佳代花さん」とか「姫子さん」と。それほど親しくない者は、上級生でも「姫子さま」と呼んでいるらしい。

　カラーン、カラーン、カラーン。透きとおった鐘の音が響いた。

「いけない。予鈴だわ」

「急がないと三時間目が始まってしまうわね」

「姫子さん、もう教室に行かないと」

「え！」

　全身が硬直した。

「さあさあ、早く。まいりましょう」

「わたしもご一緒します。きゃあ、どさくさにまぎれて手を握ってしまいましたわ。姫子さまの手って、とってもなめらかでやわらかいんですのね」

「まあ。それなら私は、姫子さまの左手を握ってしまいます。きゅっ」

「それなら私は姫子さんの右腕を。えいっ」

「なら私は左腕を」

「私なんか、姫子さんの腰に腕を回しちゃいますわ。まあっ、なあんて細いのかしら」

　同じクラスの生徒とおぼしき少女たちにまとわりつかれ、アヤメは身動きできなくなってしまった。

「ちょっと待って。わたし行かなくちゃいけないところが。ねえ、誰だれか聞いてぇ！」

　しかし抵抗も虚むなしく、姫子のアヤメは、少女たちに引っぱられて、教室のほうへと運ばれていくのであった。



（えらいことになっちゃった……）

　数分後。見知らぬ教室の見知らぬ席に、見知らぬ生徒たちに囲まれて、姫子のふりをして座っているアヤメの姿があった。

　教室は、壁も床も板張りで、机や椅い子すも、古風なデザインの木製だ。

「あら、佳か代よ花はなさん、教科書とノートはどうしたの？」

　授業は古文。きれいな女の先生が、何も出ていないアヤメの机に目をとめた。

「すっ、すみません。生徒総会の準備でバタバタしちゃ――じゃなくて――準備に、お、追われてしまって、鞄かばんを持ってくるのを忘れちゃ――忘れてしまいまして」

　懸命に丁寧な言葉遣づかいを心がける。

　たちまち巻きおこる、クラスメートたちの同情の声。

「無理もありませんわ。学院府の皆さんは、何日も前から今日の総会のために働いていらしたんですもの」

「人数も少ないし、大変だったでしょうね……」

「先生、姫ひめ子こさんを許してあげてください」

　優しそうな美人先生は、メガネの下で苦笑した。

「仕方ありませんね。佳代花さん、隣の席の人に教科書を見せていただきなさい」

「は、はい。ええと――」

　席は窓際。左が窓なので、隣の生徒といえば右側にしかいない。

　ふりむいて、びっくりした。

「ひっ」

　そこに座っていたのは、さっき会ったばかりの、赤毛の帆ほ浦うらエルザだったのだ。



二



　よりによって隣の席が、アヤメがニセ姫子だと知っているエルザとは。

　今の今まで、横にエルザが座っていることに気づかなかった。姫子のふりをするのに必死で、周りの生徒の顔を見る余裕なんかなかったのである。

　エルザはそしらぬ顔で、机をくっつけてきた。

「はい、教科書。あと、レポート用紙とシャープペンも」

「あああっ。ああああっ。ありありありあり、ありがとう、ごごごごご」

　全身から噴きだす汗。震ふるえる手で、エルザが差し出す教科書の、左半分を持った。

　教室には、授業をする先生の声だけが響いている。

　エルザが教科書を持っていた右手を離し、自分のノートにすらすらと文字を書きつけた。

〈どういうこと？〉

　ちらっ、と不審そうにこちらをうかがう。本物だといい張るのは無理だろう。下へ手たにごまかそうとしたら、傷口を広げるかもしれない。

　アヤメもシャープペンを取り、エルザにもらったレポート用紙に返事を書いた。

〈本物の姫子と入れ替わる前に、クラスの子たちに連れてこられちゃって〉

「何をやってるんだか……」

　と、呆あきれたように、エルザが小さくつぶやく。

〈とりあえず、バレないように協力してやるよ。あとでちゃんと説明してもらうからね〉「ほーっ……」

　と、今度はアヤメの口から安あん堵どの吐と息いき。

　エルザが、さらにペンを走らせる。

〈あんた、名前は〉

〈春日かすが、アヤメ〉

〈姫ひめ子ことは苗みよう字じが違うんだね〉

　そうだ。エルザはアヤメを、姫子の親しん戚せきだと思っているのだった。

〈わたし、遠縁だから〉

　と、とっさに設定をでっちあげる。

　今、先生は生徒たちに背を向けて、熱心に板書している。それをいいことに、アヤメはこの際、自分からもエルザにいろいろ質問してみることにした。

〈姫子って、どういう子？〉

　自称友だちのエルザなら、姫子について詳しく知っているかも――そう思ったのだが。

〈そんなの、身内のあんたのほうがよくわかってるんじゃないの〉

〈これまであんまり会う機会なかったし。学校ではどんなふうなのかなって思って〉

　と、また出まかせ。

〈あんたが見た通りだよ。ほとんどスター〉

〈友だちもいっぱいいるんだろうね〉

〈そうでもないんじゃないかな。せいぜいあたしぐらいで〉

　その答えに驚く。

〈でも、あんなに人気があるのに〉

〈芸能人みたいな人気がね。でも、あいつがほんとに心を許してる相手なんて、学院にはいないと思う。なんだかいろいろ、隠し事や秘密を抱えてるみたいだし。あたしにも、よくわからないけど〉

　――するとエルザも、姫子が学院の支配を目指していることは知らないらしい。

　エルザは、すらすらと文章をつづける。外見は不良っぽい雰ふん囲い気きだが、ペンの持ち方はちゃんとしていて、文字もきれいだ。

〈ただね。あいつは、他人に見せてるほどいいやつじゃないけど、たぶん、自分で思ってるほど悪いやつでもないよ。きっと、根がマジメすぎるんだ。なんて、本人が聞いたら怒るだろうけど〉

　そうなんだろうか。たしかに窓には「すっごく優しい子」と書いてあったが……。

〈だけど、気をつけて。姫ひめ子こは人気もあるけど、ねたんでるヤツも多い。あんたがニセモノだってバレたら総攻撃だろう。下へ手たすりゃ、姫子は学院を追いだされる〉

　なんだか、どんどんどんどん、えらいことになっているような。

〈特に気をつけなくちゃいけないのは、あんたの前の席の子だ〉

　えっ？　と、視線をあげる。今の今まで、前にどんな生徒が座っているかなんて、微み塵じんも気にしていなかった。

（この髪形は！）

　これまた、うかつにも気づかなかった。

　目の前で揺れているのは、リボンで結んだツインテールだったのだ。

　がたがたっ、と、思わず椅い子すを揺らして後あとじさりする。

　ツインテールが不快そうにふりむき、ささやいた。

「静かにしてよ。授業に集中できないでしょ」

　険のあるその表情。

　蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あさんなのであった。



　三時間目が終わると、アヤメはただちに席を立って、教室から脱出しようとした。あとは野となれとばかりにトンズラしてしまうつもりだった――のだが。

「待って」

　ツインテールを揺らしてその前に立ちふさがったのは、樹里亜である。

「なっ、何かしら、蜂須賀樹里亜さん」

　樹里亜は嫌みったらしい目で、ねめつけるようにアヤメを見ている。

「私ね、さっきのごあいさつをしたいのよ。生徒総会では、見事にやりこめられてしまったわね。いつもすました顔をしているあなたに、あんな情熱的な一面があったなんて意外だわ。声をはりあげたり、机を叩たたいたりして、ちょっとはしたなくもあったようだけど」

「でも、あなただって拍手してくれてたじゃない」

　すると、意地悪な表情を一瞬で消しとばし、顔を赤くして樹里亜は吠ほえた。

「あれはっ！　つい、あなたに見とれちゃって――じゃなくて、敵に塩を送るってやつよ！　私の人間の器うつわの大きさを物語っている行動なの、あの拍手は！」

　はいはい、といいたい気分だ。

「えーいっ、だからね。私が何をいわんとしているかというと――。要するに、ライバルであるあなたに、一回ぐらいポイントを取られたからといって、私が敗北感に打ちのめされてるなんて思ってほしくないわけよ。今の学院府のやりかたに反感を持っている『宮みや』もたくさんあるし、その子たちは私たち放送の宮の味方をしてくれてるの。あなたと私の宿命の対決は、これからが本番よ。これで私に勝ったなんて思わないことね」

「思わない思わない。もう行っていい？」

「言葉に真剣さが足りないっ！」

「ごっ、ごめんなさい」

　なんであやまらにゃいかんのか、と思う。

　気がつくと、ほかの生徒たちがひそひそと眉まゆをひそめてささやきあっている。

「蜂はち須す賀かさんったら、また姫ひめ子こさんに絡からんでいるわ」

「姫子さんがお優しくて、おとなしいのをいいことに……」

「おかわいそうな姫子さま」

「蜂須賀さんも、いくら放送の宮みやだからって、あんなに高圧的に出なくても……」

「放送の宮は、いろんな『宮』の中でも、ちょっと特別だものね……」

　特別？　勧誘が強引ということだろうか？

　エルザが助け船を出してくれた。

「樹じゆ里り亜あ、いいたいことはいったんだろ。もう姫子を解放してやんなよ」

　アヤメもうなずく。

「わたし、行くところがあるの。お話のつづきはまたあとでね、樹里亜さん」

「はっ？　じゅりあ、さん、ですって？？？」

　蜂須賀樹里亜が激しく反応した。まずい。普段の呼びかたと違っていたようだ。

「あっ。ごめんね、ついうっかり。えーとえーと、樹里亜、ちゃん？」

「ちゃっ、んんんンンンっ？」

　楽器の練習の、ドレミファソラシドー、というアルペジオみたいに、尻しり上あがりに「ん」のオクターブが上がってゆく。

（しまった。正解は「蜂須賀さん」だったのかな）

　あわてて「ちゃん」づけにしたことが、さらに失敗の傷口を広げてしまったらしい。怒っているのか照れているのか、樹里亜は顔を真っ赤にしている。

「いっ、いつ私があなたに、樹里亜っ！　ちゃんっ！　なんて、ファーストネームでの呼び方を、許可なさいませんでしたことよっ！」

　文法がめちゃくちゃである。

「そんな赤くなって、おまえ、ひょっとして喜んでないか」

　エルザが訊たずねる。

「喜んでないっ！　どうして私が姫子に、じゅじゅじゅ、樹里亜ちゃん、なんて呼ばれて、よりこぬわけが、あるもよっ」

　今度はローマ字変換のキーボードのミスタッチみたいに舌をもつれさせ、赤い顔が、ますます真っ赤だ。

「へえ～。そんじゃあ、今後、樹里亜ちゃんとは呼ばれたくないわけだな、おまえは」

「ぬぐうっ！」

　樹じゆ里り亜あは表情と身体からだを固まらせた。

膠こう着ちやく状態のまま、時間だけが刻々と経過する。

（こんなことやってる場合じゃないんだけど……）

「べっ、別に、呼ばれたくないとはいってないわ」

　ようやく樹里亜が言葉をしぼりだした。

「私はどっちでもかまわないんだけど、あなたがどうしてもそう呼びたいというなら、樹里亜ちゃんって呼ばれてあげてもいいわよ」

　顔を背そむけながら、ちょっと期待してるような眼まな差ざしで、ちろんとこちらを見やる。

（なんか、わかりやすい性格……）

　しかしどう答えたものか。本物の姫ひめ子こに無断で、「樹里亜ちゃん」なんて呼びかたに変更してしまっていいのだろうか。

「いいかげんにしとけ。そろそろ着替えないと、次の体育に間に合わないぞ」

　エルザがうんざりしたように声をかけた。

「体育？」

　壁の時間割に目をむけた。土曜日の四時間目は、体育と書いてある。

「た、たしかに。こんなことで授業に遅れてしまってはつまんないわ。姫子、今は見逃しておいてあげる。この決着はあとで必ずつけるから、覚悟しておくように！」

　なんの決着をどうつけるのかよくわからないが、とにかく、この場をしのぐことはできたようだ。

「ありがとう、エルザ――」

　と、ふりむいて、がちん！　とアヤメの身体が硬直した。

　エルザはすでに制服を脱いで、上半身は下着だけになっていた。

　見まわすと、ほかの生徒たちも体操着に着替えているところだった。周り一面、下着姿の女の子だらけである。

「あわわわわわわ……」

　顔を真っ赤にして震ふるえるアヤメだった。自分の裸を見るのだって恥ずかしいのに、こんなに大量の半裸の女の子に囲まれては、もはや頭の中が真っ白だ。

　そんなアヤメの動揺には気づかず、エルザがアヤメに耳打ちしてくれる。

「姫子のロッカーはあそこ。中に体操着があるはずだ。次の授業も出るつもりなら、早く着替えないと」

「うっ、うん」

　ふらふらと、教室の後ろに並んでいるロッカーのひとつを開ける。きちんと畳たたまれた白い体操着が入っていた。砂糖菓子のように甘い、姫子の匂においがする。

　さすがにエルザに「着替えを手伝って」とはいえない。クラスのみんなに背をむけるようにして、ぎゅっと目を閉じ、呼吸さえも止めて、そそくさと着替える。

　ゆうべは姫ひめ子こが、今朝は三み千ち代よと和かず季きが手伝ってくれたから、一人で着替えを行うのはこれが初めてだ。自分の身体からだなのに、知らない女の子の服を脱がせているみたいな、変に後ろめたい気分がぬぐえない。

「急げよ。もたもたしてると遅れるぞ」

　エルザに小声で急せかされ、必死の思いで、紫のラインが入ったＶネックの体操着と、これも濃い紫色の短パンに着替える。サイズはほぼぴったり。ただ胸が少しきつい。そのぶん裾すそが持ち上がって、おへそが出てしまいそうだ。

（姫子の匂においだ……）

　なんだか照れくさくて身体がむずむずする。勝手に姫子の体操着を身につけていることで、なにやらいけないことをしているような、背徳的な気分もある。むきだしになった自分の腕や脚あしも、大変に恥ずかしい。

「いくぞ、姫子」

　エルザが声をかける。アヤメはロッカーに入っていたゴムで髪をしばると、スニーカーを手に、ほかの生徒たちと昇降口にむかった。



（しまった！　わたし、四時間目は受けずに逃げだすつもりだったんだっけ）

　そう気づいたのは、うかつにも授業が始まってからだった。

「二人一組になって柔軟体操をしてくださーい」

　ピッ、と笛を吹いて、若くて美人の体育の先生が、生徒たちに指示をする。つくづくこの学院には美女と美少女しかいないようだ。

　しかし、二人一組といわれても、誰だれと組めばいいのだろう。まさか樹じゆ里り亜あと組むわけにもいかないし。そうだ、またエルザに助けてもらおうか。

　と考えているところに声をかけられた。

「佳か代よ花はな姫子さん、わたしと組みません？」

「あ、ごめんなさい。わたし、帆ほ浦うらエルザさんと――」

　断ろうとしてふりむき、ぎょっとした。

　そこに立っていたのは、水色の縁ふちのメガネをかけて、長い髪を後ろで結ゆった、見知らぬ女の子――と思ったのは一瞬で、すぐに相手が誰だかわかった。

「そんなことおっしゃらないで、わたしと柔軟体操をしましょうよ。佳代花姫子さん」

　そこまでは笑顔で。そして、ぎん！　とメガネの奥の瞳ひとみを怒りに輝かせ、ささやいた。

「勝手なことをするとどうなるか、あなたの身体に教えてあげるから」

　メガネ少女に変装した姫子は、鬼みたいな顔をしていた。



三



　琴だろうか、琵び琶わだろうか。どこかから典てん雅がな弦の音が聞こえてくる。この学院では、音楽の授業も和楽器を取り入れているらしい。

「見て、アヤメ――じゃなくて、今はあなたが姫ひめ子こなのよね。すると、わたしがアヤメということになるのかしら」

「いいっ、痛い、痛い、いだだだだだっ」

「ほら見て、姫子さん。コナシの花が真っ白に咲いているわ。なんてきれいなんでしょう。紀きの友とも則のりが詠よんだ桜の歌を思いだすわ。ひさかたの、光のどけき春の日に、しづ心なく、花の散るらん……。すてきな歌よね」

「痛い、痛い、痛いよっ」

　姫子のいう通り、校庭を囲んだ木々の梢こずえには、可愛かわいらしい白い花が満開だった。

　が、アヤメは、とても情景を鑑賞するような気分ではなかった。それこそ落ちつきなく、しづ心ない状態が全開である。

「あっ、ぎっ。もっと！　もっと優しくしてぇ！」

　優雅に和歌を口にしながら、しかし姫子は柔軟体操の力をゆるめなかった。向かいあわせに座り、股またを広げてお互いの足先をあわせ、両手を握り、ボートのオールを漕こぐように引っぱりあうのだ。もっとも、この二人の場合、引いているのは姫子だけだが。

「これでも手加減してるのよ。あなた、身体からだはわたしより硬いみたいね」

　姫子は、短パンから伸びたすらりと長い脚あしを、楽々と開脚している。一方、アヤメの脚は、とてもそんなには開かない。内うち腿ももの筋がぷつんと切れてしまいそうだ。

「だ、だめ。もうだめ、もう限界っ」

　お尻しりをよじって逃れようとしたが、姫子はアヤメを離さない。アヤメの顔を、ぐいっと自分の脚のつけ根に引き寄せる。

「んぎっ」

　アヤメの頭の上から、姫子がおもむろにささやいた。

「代役、ご苦労さま。授業にまで出てくれるなんて思わなかったわ。――わたしが頼んでもいないのに」

「だから、そんなつもりじゃなかったんだよぉ。くく、苦しいっ」

「そんなつもりもこんなつもりもないわ。ほら、ちゃんと脚を開いて、力を抜きなさい」

「うううう……」

　やむなく姫子の命令通りにする。なんだかだんだん飼い馴ならされてるというか、しつけられてるというか、姫子に逆らえない身体にされつつある自分がコワい。

「爪つま先さきまでぴんと伸ばすの。そのほうがきれいだわ。いくわよ。せえの」

「ひいいいっ。裂さけちゃう、裂けちゃうよっ」

　姫ひめ子ことアヤメは、ほかの生徒から少し離れた場所にいる。みんな柔軟体操に熱中していて、生徒が一人多いことに気づいていないようだ。

「ひ、姫子、姫子」

「今はあなたが姫子でしょ。わたしはアヤメよ」

「アヤメ、アヤメ。まだ寝てたほうがいいんじゃないの？」

　あわよくば部屋に追い返そうと、そう訊たずねてみる。

「ご心配なく。わたしの体調は、あなたたちが出ていって一時間ほどで戻ったの。でも、いつまでたってもあなたが帰ってこないから、こうして変装して捜しに出たのよ。廊下の窓から教室をのぞいたら、あなたが授業を受けているのが見えたわ。わたしがどれだけ驚いたかわかる？」

「あうう……ごめんなさい」

「あなたの演説の噂うわさも聞いたわ。ずいぶんと、佳か代よ花はな姫子のイメージを変えてくれたらしいわね。――さあ、次は四つん這ばいになって」

「えぇ～。まだやるのぉ？」

「わたしの影武者なら、わたしと同じくらい、身体からだも柔軟でなくてはね。もっと腰をあげて背中をそらすの。こうよ、こうっ」

「あっ。い、いやっ……」

　姫子が少し赤くなる。

「おかしな声を出さないで。ほかの子に聞かれたら変に思われるでしょ」

「だって、こんなかっこ、苦しいし、後ろからそんなに見られたら、恥ずかしいし……」

「恥ずかしいと思うから恥ずかしいのよ。膝ひざを開いて手首を交差させて。――いくわよ、力を抜いて」

「ひぃぃぃぃいっ！　痛いっ、痛いよぉっ。あああっ、あああ……っ！」

　姫子がくすくすと笑う。

「あなたって、ほんとにいい声で啼なくわね。もっといろいろしてあげたくなるわ」

「ちょ、ちょっと。目がまた、危ない感じになってるよ」

「気のせいよ」

「気のせいじゃない、絶対に気のせいじゃないっ。あっあっ、あああっ」

「ふふふ。もっとその可愛かわいい声を聞かせてちょうだい」

「だめ、だめっ。ほんとにもうだめ、もう限界！　ああーっ！」

　声だけ聞くと、非常に妖あやしげな行為にふけっているような悲鳴を発しつつ、アヤメが姫子に、押されたりねじられたり、ひっくりかえされたり押し広げられたりしていると、エルザがやってきた。

「ずいぶん仲がよさそうじゃないか。本物とニセ者の絡からみあいか」

　姫ひめ子この変装もエルザには通じないらしい。

「教室では、いろいろと気を遣つかってもらったみたいね。感謝するわ、エルザ」

　少し姫子の声が硬い。そっけないというか、構えた感じというか、ほかの生徒に対する時とは明らかに態度が違う。

　が、エルザは気にせず、ひいひい泣いているアヤメに目をむけた。

「……ちょっと力を入れすぎじゃないか？　アヤメちゃん、涙浮かべてるぞ」

「こんなお馬ば鹿かさんに、ちゃん、なんてつけなくていいわ。ほんとに、しなくていいことばっかりするんだから。ほら、ちゃんと脚あしを広げなさいっ」

「もう無理もう無理！　無理だって、いってるのにぃーっ！」

「ふう～ん」

　エルザは興味深そうに、アヤメと姫子を等分にながめる。

「姫子、ずいぶん楽しそうじゃないか」

「……どういう意味？」

「あたしのルームメイトだった頃ころのおまえが戻ってきたみたいで嬉うれしいってことさ。あの頃のおまえは、もっと明るくて、大声でころころ笑って、それに……」



    

  
    
      



    

  
    
      　それに――どんな感じだったのだろう。アヤメとしては、もっと詳しく聞きたかったが、姫ひめ子こは話題をそらした。

「これからは、アヤメがわたしのルームメイトになるかもしれないわ」

「はっ？　それ、どういう――いぃぃい、いたたたたっ」

　アヤメの口を封じるように、また姫子が体重をかけ、エルザにむかってつづける。

「この子は、わたしの親しん戚せきなの。今度、この学院に転入するんだけど、どんなところなのか見学したいといって、ゆうべ、許可もなしに勝手にきてしまったのよ。そうよね、アヤメぇー？」

　歌うように節をつけて名を呼びながら、また、ぎゅうううっと体重をかけてくる。

「そっ、そうっ。あうっ、ひ、んぐっ」

「先生がたに知られてしまったら問題になるから、こっそりわたしの部屋にかくまっているの。ところが今朝、わたしの体調が悪くなって。それで一度だけ、生徒総会の演説を代わってもらったの。そうよねぇー？」

「あうっ、あうっ。そ、そうっ。そうっ」

　すらすらと並べられた姫子の嘘うそに、エルザはとりあえず納得したようだった。

「ははあ、転入生だったのか」

「よく似てるでしょう？　わたしも久しぶりに会ってびっくりしたのよ。こんなにそっくりになってるなんて。あなたも驚いたわよねぇー？」

「ああ、ああっ、いたたたたたたっ。う、うん。驚いた、驚いたよっ」

　エルザは、また疑いの色を顔に浮かべた。

「久しぶりに会ったにしちゃ、ずいぶん気心が知れてる感じだけど……。まあいいや、なんか事情でもあるんだろ。深くは詮せん索さくしないでおくよ」

「せっ、詮索しなくていいから、助けてっ……！」

「あなたは、わたしのいう通りにしていればいいのっ！」

「待って待って。ほんとに裂さける、裂けちゃうーぅぅーっ！」

　エルザはおかしそうに笑った。

「その子が正式に転入してきたら、楽しくなりそうだ。待ってるよ、アヤメちゃん」

「ちゃん、はいらないったら」

　ちょっと怒ったように姫子がいうと、エルザは瞳ひとみを皮肉に光らせた。

「あたしがその子に馴なれ馴なれしくすると妬やけるかい。あいかわらず独占欲が強いな、姫子」

「馬ば鹿かいわないで。そういうことじゃなくて――」

　その時、さらに別の声が飛んできた。

「ちょっと、そこにかたまってる三人！　先生がさっきから呼んでるのに聞こえないの？」

　樹じゆ里り亜あだった。ほかの生徒たちはいつの間にか先生の前に体育座りで並んでいる。

　のしのし近づいてくる樹じゆ里り亜あ。エルザが機先を制するように声を張りあげる。

「先生。このメガネの生徒が、急に具合が悪くなったんだそうです。姫ひめ子こさんが、寄宿舎の部屋まで送っていくっていってます」

「うう～ん……」

　エルザの出まかせにすかさず調子を合わせ、メガネの姫子が、アヤメにもたれかかってくる。アヤメもそのお芝居に乗らざるをえない。

「し、しっかりして。今、お部屋に連れていってあげるからね」

　みんなに聞こえるようにいって、アヤメが、姫子の身体からだを支える。もっとも、姫子にさんざんいたぶられたせいで、自分も足もとがおぼつかないが。

　先生が心配そうに声をかけてくる。

「だいじょうぶ？　私が保健室に連れていきましょうか？」

　アヤメがあわてて手を振る。

「あっ、あの。ちょっと寝ていれば治るっていってます。具合が悪くなったら自分で保健室にいくそうですから」

　エルザがアヤメと姫子にささやく。

「でもどうする。先生に、気分が悪くなった生徒の名前を聞かれたら」

　姫子が即答した。

「わたしのファンの生徒が、よそのクラスからまぎれこんできたとでもいっておいて。わたしといっしょに体育の授業をしたかったらしい、って」

「わかった。なんとかごまかしてみる」

「あとはお願いね。さ、わたしを連れていってちょうだい、姫子さん」

　姫子のアヤメは、アヤメの姫子を支え、そそくさとその場を離れた。
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　姫子と密着して歩く。その上品で甘い匂においに頭がくらくらしそうになる。華きや奢しやで、でもやわらかな身体の感触もなんだか照れくさい。

　妙に落ちつかない気分をまぎらわすため、気になっていたことを訊たずねてみる。

「ねえ姫子。あの樹里亜って子、どうしてあんなに偉そうにしているの？　この学院の放送部って、何か特別なの？」

「この学院は校則が厳しいの。演説の原稿を読んだなら、それは知っているわよね」

「うん。いろいろ持ち込み禁止なんでしょ」

「そうよ。ここではテレビやオーディオセットやラジオも禁止。好きな音楽を聴こうと思ったら、放送部にリクエストして、校内放送でかけてもらうしかないの。だから放送部は、生徒たちにを一目置かれているのよ。ご機嫌を損ねたら、リクエストをしても、聴きたい音楽をかけてもらえなくなるから」

「ははあ……」

「でも、蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あさんのことはあまり警戒する必要はないわ。根は正直な子だし。少し素直じゃないけれど」

　素直じゃないことにかけては、姫ひめ子こも負けていないと思うが。

　しかし今の話を聞いて、なんとなく、ここの生徒たち同士の関係を形づくっている構造が、見えてきたような気がする。

　つまり、この学院では、なんでもかんでも規則で禁止されている。

　なので、それを与えてくれる者には、みんな頭があがらない、ということらしい。

　中学生や高校生の女の子にとって、音楽が自由に聴けなかったり、甘いものが禁止されているというのは、相当なストレスのはずだ。

　だからこそ、「夜啼鶯の宮ナイチンゲール」とやらがはびこって、禁制品を売りさばいて私腹を肥やす――なんていう現象も起きてしまうのだろう。

（知れば知るほど、変な学校……）

　そうこうするうち、人目につかない校舎の裏にやってきた。ようやく姫子から離れることができる。ほっとしたような、もっとくっついていたかったような、微妙な気分だ。

「姫子って、エルザと仲がいいんだね」

「前はルームメイトだったもの。彼女は口が固いから、よけいなおしゃべりはしないでいてくれると思うわ。だからといって余計なことをいってはだめよ。エルザは、わたしの目的のことまでは知らないんだから」

「目的って、学院を支配するとかっていう――むぐっ」

　姫子が恐こわい顔で、アヤメの口をふさぐ。

「そうやって軽々しく口に出さないでっていっているのよ。ほんとに粗そ忽こつね、あなたって」

「むぐぐぐぐ。く、苦しい」

　姫子が校庭をうかがう。

「もう授業に戻る必要はないわ。病気の生徒につきそっていたんだから、欠席あつかいにはならないでしょうし。このまま髪形を変えて、入れ替わりましょう」

「寄宿舎に戻るの？」

「いいえ。ゆうべあなたが目をさました五重の塔にいきましょう。あなたが何者なのか、手がかりを探す必要があるわ」

　そういえば、ゆうべも姫子は同じことをいっていた。自分のことなのにすっかり忘れてた。

「ありがと、姫ひめ子こ」

「何が？」

「ちゃんと約束をおぼえててくれたんだね。わたしが誰だれなのか、調べてくれるって」

　姫ひめ子こは心外そうに眉まゆをひそめた。

「あたりまえじゃないの。それに、あなたの身元はわたしだって知りたいのよ」

「そっか。そうだよね」

　なんにせよ、姫子が約束を守るつもりだったことは、素直に嬉うれしい。

　木こ漏もれ陽びを浴びる姫子の美しい横顔を見ながら、ちょっとだけ胸があたたかくなるアヤメだった。



    

  
    
      　

第五章

三千代のまよい



一



　五重の塔は、高等部の校舎の東、竹たけ林ばやしを抜けたところにある。

　のどかな小鳥の声を聞きながら、体操着姿のアヤメと姫子は、古い扉を開けて中に入った。静かだ。窓から射さしこむ陽光に、ほこりがきらきら踊っている。

「確か、ここだったと思う」

　アヤメは三層目と四層目のあいだの踊り場で足を止めた。飾り彫ちよう刻こくのある窓枠に見おぼえがある。ゆうべここで目をさまし、窓に映る自分の姿に驚いたのだ。

「フーム」

　いつもの癖くせで、姫子が唇に指を当て、窓のガラスを観察した。

「文字のあとは残っていないわね」

　なんだか、事件現場を調べる探偵みたいだ。

　アヤメと姫子は床や壁を慎重に見て回ったが、何も見つからなかった。

　塔の最上階、五層目まであがってみた。が、やはり手がかりらしきものはない。

　五層目は床も壁も板張りで、古い家具や荷物が置かれていた。四方は露台バルコニーのようになっており、見晴らしのいい景色が広がっている。

　湖水と森のむこうには、どこまでもつづく山脈。人里はまったく見えない。

　校舎のほうから鐘の音が聞こえた。四時間目が終わり、放課後になったのだ。

「いいつたえでは、この塔では昔、御ご霊りよう会えが行われていたらしいわ。御霊会というのは、亡くなった人の魂をなぐさめる儀式のことよ」

「お盆祭りみたいなもの？」

「というより、亡くなった人が、怨おん霊りようになって祟たたりをなさないように鎮しずめるためのものよ。ただ、ここで行われていたのは、普通の御霊会とは少し違っていたらしいけれど」

　どう違っていたんだろう。しかし姫ひめ子こはそれ以上は説明しなかった。

「だから、今でもこの塔には時々おかしな噂うわさが立つの。おばけを見たとか魔物が出たとか、幽霊とか妖よう怪かいがあらわれたとか」

　魔物。妖怪。気味の悪い話だが、アヤメにはさらに別な角度からの心配があった。

「ねえ、姫子。やっぱり、わたしも幽霊とかおばけみたいなものなのかな……。誰だれかに呼びだされて、霊界とか魔界とか、なんかそういう場所からきたとか」

「自分ではどう？　人間じゃないみたいな気がする？」

「わかんない。たぶん人間だと思うけど……」

「わたしもそう思うわ。足がしびれてひっくりかえる幽霊なんて、聞いたことがないもの」

　昨夜の責め苦を思いだし、アヤメの顔が引きつった。それを見て姫子がくすっと笑う。

「ここが荘しよう園えんだったという話はしたわよね。当時は、領主が荘園に住むことはあまりなかったそうだけど、ここのお公く家げさまは変わり者だったらしいわ。こうして山奥に大きなお屋敷を建てて、呪じゆ術じゆつや方術や陰陽道の研究をしながら暮らしていたんですって」

　なんだか、ますますこの学院が怪しげに思えてくる。

　姫子が、壁際から椅い子すを運んできて室の中央に置いた。

「さあ、ここに座りなさい、アヤメ。リボンをわたしに。あなたはこのメガネをかけて」

「こ、今度は何するの」

「そうおびえなくていいわ。髪形を変えるだけよ。わたしは元通りに髪をおろして、姫子に戻るわ。今度はあなたが髪を結ゆうの」

　姫子に背中をむけて座る。と、アヤメの髪が、姫子の手でさわさわと撫なでられた。

「ひゃん」

　その感触に、思わず背せ筋すじがぴんと伸びる。でも、いやな感じではない。姫子の手つきは優しくやわらかで、ふるふるっと身体からだが震ふるえるような快感だった。

「ふうん。髪の質もわたしにそっくりなのね」

　姫子はアヤメの髪を指で梳すき、ていねいに、ていねいに結い始めた。

　怒ったり凄すごんだりばかりしている姫ひめ子こが、こんなにも愛情に満ちた指ゆび遣づかいをするのは不思議だ。いつしかアヤメはうっとり目を閉じていた。

「はあ、気持ちいい……。姫子、上じよう手ずだねぇ」

　しかし、手の動きとはうらはらに、姫子の返事はそっけない。

「そう？　普通にやっているだけよ」

「すっごく上手。ひょっとして、いつも友だちとかにしてあげてる？」

「たまに。三み千ち代よさまも、学院府長になる前は、髪を伸ばしていらしたし」

　凛り々りしいショートカット姿の三千代を思いだす。

　姫子は学院を支配するといっていた。三千代のことはどうするつもりなのだろう。

　訊たずねる前に姫子のほうから口を開いた。

「まだ、わたしの計画を説明していなかったわね。この学院を支配するというのはどういう意味か。そして、あなたに何をしてもらうのか」

「う、うん」

　こくりと喉のどが鳴る。姫子はあいかわらず優しく、アヤメの髪を梳すいている。

「わたしの目的はね。三千代さまの代わりに、わたしが学院府長になることよ」

　ぎくり、身体からだがこわばった。やはり、そういうことだったのか。

「わたしがこの花はな時雨しぐれ学院を手に入れるためには、嵯さ峨が島しま三千代という存在が邪魔なの。だから、いなくなってもらうわ」

「でも、あなたと三千代さんって、学院府の仲間なんじゃ」

「ゆうべいったでしょう。ライバルを一人ずつ倒していかなければならないって。最初の標的は三千代さまよ。まずはあの人を取り除くわ」

「…………」

「もちろん、まともにお願いしたって、学院府長を交代してくださるわけがないわ。だから、計略を使っておとしいれるの。辞やめざるをえない立場に追い込むのよ」

「そんな、どうやって――ひゃっ」

　姫子のしなやかな指が、アヤメの細く長い首にかかり、そっと力を加えてきた。

「ひ、姫子。くすぐったいよ。それに、苦し……」

「動かないで。背せ筋すじを伸ばして、首を立てていなさい」

　おだやかだが有無をいわせない口く調ちようだった。しかたなく命じられた通りにする。

　姫子は、さわっ、さわっ、と、くすぐったくなる寸前の微妙な手つきでアヤメの首を、うなじを、喉をまさぐった。

「う、う、う……」

　異様なおののきが身体に走る。しかし、呪じゆ縛ばくされたように、身動きができない。

「三千代さまにはね、秘密があるの。誰だれにも知られてはならない秘密が。それを暴けば、あの人は学院府長をつづけられなくなるわ」

　いいながら、姫ひめ子この指はアヤメの喉のどをもてあそぶ。うなじのうぶ毛を手のひらで撫なでまわし、あごの先っぽを、こちょこちょとつまびく。

「あ、くんっ……」

　今にもぎゅっと首を絞められるのではないかというおびえと、愛あい撫ぶされる快感がないまぜになって、わけのわからない戦せん慄りつが走る。姫子の指は、まるで楽器を奏かなでる演奏家のように、アヤメの身体からだからさまざまな感覚を、自由自在に引きだした。

「三み千ち代よさまの秘密を暴く。そのために、アヤメ。あなたには今夜、またわたしの代役をしてもらうわ」

「い、いやだよ、もうあんなこと……。あ、く、くるし……」

　姫子の指が、アヤメの喉にからみつき、ごく軽く、きゅっと絞めた。

「わたしに逆らうの、アヤメ？」

　とろけるように甘い姫子のささやき。

「そういうわけじゃ、ないけど……。苦しい……苦しいよ、姫子っ……」

「じっとしていなさい。――あなたは、わたしのいうことだけを聞いていればいいの。わかっているはずよね、アヤメ？」

「う――うん」

「わたしのいうこと、聞いてくれるわよね、アヤメ？」

「聞く、聞くよっ。だから、手を離して、姫子っ……」

　椅い子すの背もたれを握りながら、アヤメが身をよじる。

「ふふふ。いい子ね」

　姫子が力をゆるめた。ほーっ、とアヤメは息をつく。

　十本の指が、また優しくアヤメの喉を撫で始める。時にはしごくように力を入れ、時にはあごの裏のやわらかい箇所をくすぐる。指で舐なめられているみたいな異様な感触に、頭が真っ白になりそうだ。

「だいじょうぶ、また演説をしろなんていわないから。ある場所に潜入して、短いあいだだけ、わたしのふりをしてほしいの」

「ある場所って……」

「まだ知らなくていいわ。いっぺんにいろいろ説明しても、頭がごちゃごちゃになってしまうでしょう。それに、わたしもまだ考えがまとまっていない部分があるから」

　姫子のいうとおり、すでにアヤメは、じゅうぶんに混乱していた。

　三千代をおとしいれて、学院府長を辞やめさせる。

　そして姫子が、代わって学院府長になる。

　――要するに、友だちを裏切って、その地位を奪い取るということではないか。

　血も涙もない冷酷さだ。とてもじゃないが窓に書いてあったような、「すごく優しい子」のすることとは思えない。

「時は今、天あめが下しる五月さつきかな……。明あけ智ち光みつ秀ひでの句よ」

「明智光秀って、織お田だ信のぶ長ながに背そむいた人？」

「そう。本ほん能のう寺じの変の直前に詠よんだものよ。この歌を詠んだのは五ご月がつの末。五月の動乱といえば、フランスでも五月革命というのがあったわね」

「革命……」

「わたしがしようとしているのも、広い意味での革命といえるかもしれないわ。支配する側とされる側の立場の交代。――もっとも、フランス革命のような民衆が主役の革命じゃなくて、学院府の中だけの政権交代だけれど」

　その時。

「誰だれかくるわ」

　姫ひめ子こがアヤメから離れ、階段をふりむいた。アヤメも、はっと身体からだを硬くした。

　下の踊り場から、足音とひそひそ声が聞こえてくる。

「……やっぱり気味が悪いよ、ミーちゃん」

「だからいいんじゃない。気分出るでしょ」

「だけど、この塔、立ち入り禁止でしょ。先生に見つかったら怒られちゃう」

「いいからいいから」

　もう放課後だ。ホームルームを終えた生徒たちだろう。

「中等部の子みたいね。数は……三人」

　姫子がささやく。何者だろう。まさか、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの悪だくみだろうか。

「ほら、ユーコ。アレ出して、アレ」

「う、うん。ちょっと待って」

「ここに置いて。心を鎮しずめて――」

　そして、少し間があって、こんな声が聞こえてきた。

「プリンセスさま、プリンセスさま。お答えください。姫子さまに好きな人はいらっしゃるのでしょうか。いるとしたら、どなたでしょうか。あと、私たち、次のテストで赤点を取らずにすむでしょうか」

　ひそやかな、でも真剣そうな声。

「姫子、これって……」

「コックリさん占いの一種よ。この学院では『プリンセスさま』って呼ばれているわ」

　アヤメもコックリさんの知識は持ちあわせていた。紙に五十音の文字を書いて、しきたり通りに呪じゆ文もんを唱となえると、指でおさえた硬貨や割わり箸ばしが勝手に動いて、質問に答えてくれるという、古くからの占い遊びだ。

「この学院には怪しいいい伝えや因縁話が多いっていったでしょう。それに影響されているのか、みんな占いやおまじないが好きなのよ。女の子はもともとそういう神秘的なことに憧あこがれるものだけれど、この学院でも同じこと」

　姫ひめ子こが、ふっと笑った。

「見ていらっしゃい、アヤメ。今からあの子たちを、わたしのものにしてくるわ」

「ど、どういうこと。わたしのもの、って」

「メガネをかけなさい。余計なことをしゃべっちゃだめよ」

　姫子が腰をあげ、忍び足で階段をおり始めた。アヤメもつづく。

　三人の女の子たちは占いに夢中で、近づいてくる姫子とアヤメに気づかない。

「答えてくれないね、プリンセスさま」

「念じ方が足りないのかなあ」

「もう一回やってみよ。えー、プリンセスさま、プリンセスさま、いらっしゃいませんか？　姫子さまって、好きな人がいるんでしょうか。三み千ち代よさまとかエルザさまと仲がいいみたいですけど、誰だれか決まった人がいるんでしょうか」

　女の子たちの頭の上から、姫子が声をかける。綿菓子みたいに甘い声こわ音ねで。

「いないわよ、決まった人なんて」

「わぁ、いないんだって」

「やったあ」

「って、えええ――っ！」

　三人が、お笑いのコントみたいな驚きかたで、らせん階段の上の姫子を見あげる。

「ひっ、姫子さま！」

「あーっ、ダメだよ、ユーコ。途中で手を離したら、祟たたられちゃうよ」

「あっ、そうだった。わっわっ。どうしよどうしよ」

　にぎやかな女の子たちである。姫子はゆっくりと三人のそばにおりていった。

「安心なさい。まだプリンセスさまはきていなかったんでしょう？　祟られたりしないわ」

　そして、にっこり、天使のようにあたたかなほほえみ。

（ひえっ）

　と、アヤメの額ひたいに、新たに冷や汗が浮かんだ。今の今まで、アヤメの身体からだをオモチャにしながら、三千代をおとしいれるとかなんとか、悪わる巧だくみしていた顔とはまるで違う。上品で、あたたかく、身にまとう空気の色まで変わったみたいだ。

「ほんとに、祟られないでしょうか……」

　まだ不安そうなユーコに、姫子が安心させるようにうなずいてみせる。

「万一そんなことになっても平気。わたしの実家は、徳のある神社やお寺とおつきあいがあるの。わたしがお願いすれば、きれいにお祓はらいしていただけるわ」

　ほーっ、と三人が安あん堵どの息をつき、顔を見合わせる。

（姫ひめ子この実家って、どんな家なんだろ）

　アヤメの頭に、そんな疑問が浮かぶ。佳か代よ花はな家はずいぶんと名家らしいが。

　ミーちゃんと呼ばれていた、三人の中のまとめ役らしい子が訊たずねる。

「あの、姫子さまはどうしてここに」

　姫子は、髪を結ゆってメガネで変装したアヤメに目をむけた。

「こちらのお友だちと一緒に、見回りをしていたのよ。あなたたちみたいな子が、こっそり入ってきていないか、たしかめに」

　いつもながらすらすらと嘘うそをつく。三人はあっさり信じたようだ。

「わたしに好きな人がいるか、そんなに気になるの？」

　ちょっとからかい気味に、姫子が訊ねた。ミーちゃんが頬ほおを染め、答える。

「は、はい。あの……私たち、前から姫子さまにすっごく憧あこがれてて」

「ご好意は嬉うれしいわ。でも、占いとかおまじないは、校則で禁止されているでしょう」

「はい……」

　三人がしょんぼりとうなだれる。

「特に、この手の占いは、うっかりすると自己催眠みたいな現象を起こして危険なの。そんなことになってしまったら、それこそ恐こわいことでしょう？」

「はい…………」

　さらにしょんぼり。姫子の口く調ちようはおだやかだが、後輩たちを思いやる真情にあふれていた。むしろこっちが本性なんじゃないかと思えるほどだ。

「だからね。わたしに訊ききたいことがあるなら、占いなんかに頼らないで、わたしに直接、話しかけてちょうだい。答えられることなら、なんでも答えるから」

　とたん、三人娘の顔が明るくなった。

「ほっ、ほんとですか」

「廊下でお会いした時とか、お食事の時間とかに声をおかけしてもいいんですか？」

「もちろんよ」

　にっこり。またしても心とろかすような、優しい微笑。

「うわあ～っ」

　三人の女の子が、ぱぁっと表情を輝かせる。

「その代わり、約束して。もう学校の規則を破ったりしないって。そう誓えるなら、今日のことは、わたしの胸にしまっておくわ」

「はいっ、はいっ」

「誓います。約束します」

「ありがとうございます、姫子さま！」

　その様子を、アヤメは舌を巻くような思いで見ていた。

　姫ひめ子こがいったとおり、三人の中等部の女の子は、ものの見事に「姫子のもの」にされてしまった。もう姫子のいうことならなんだって聞いてしまいそうな勢いである。

（姫子の正体を知ったら、ショックだろうなあ……）

　その時、事件が起きた。

「きゃっ……」

　ミーちゃんが、不意にバランスを崩した。すぐ後ろが階段になっていることに気づかず、足を滑すべらせてしまったのだ。

「あっあっあっ、きゃーっ！」

　ミーちゃんが後ろむきに、階段を転げ落ちそうになる。

「あぶない！」

　とっさにアヤメが手をのばす。が、届かない！

　しかし、アヤメよりも早く反応した者がいた。姫子である。なんのためらいもなくミーちゃんに飛びつき、その小さな身体からだを抱きしめた。

　――その瞬間、アヤメは確かに見た。

　姫子の顔を。

　生徒たちに見せている女神のような優しいほほえみではなく、また、アヤメに見せる悪魔のような微笑でもない、懸命な形ぎよう相そう。

　まるで子どもを救おうとしている母親か、あるいは妹を守ろうとする姉のような、必死の表情を。
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「きゃあああ――っ！」

　ミーちゃんの悲鳴とともに、二人が階段を転げ落ちてゆく。姫子はミーちゃんをしっかり抱きしめたまま、離さない。

　二人の身体が、下の踊り場に落ちて止まる。転落したのは十五段ほどだろうか。

「姫子！」

「ミーちゃん！」

　アヤメは、ミーちゃんの友人たちと一緒に階段を駆けおりた。

「姫子さま！」

　と、いちはやく跳ね起きたのはミーちゃんだった。大きな怪け我がはないようだ。姫子の身体がクッションになったからだろう。

「姫子さま、姫子さまっ！」

　ミーちゃんが真っ青になって姫ひめ子こを呼ぶ。

　姫子は、ちょっと顔をしかめただけで、すぐに笑顔になった。

「……怪け我がはなかった？」

「は、はい。私はぜんぜん」

　ミーちゃんの友だち二人が、姫子におろおろ取りすがる。

「姫子さま、早く保健室に行かないと――」

「動かしちゃだめだよ、先生を呼んでこよう！」

「心配しないで。本当に平気だから……うっ」

　立ちあがろうとして、姫子はわずかに顔をしかめ、重心をぐらつかせた。

「姫子！」

　アヤメが姫子を支える。しかし姫子はまたすぐ笑顔になった。

「ちょっとひねってしまったみたい。でも平気。大したことはないから」

　姫子はアヤメの手を借りて、階段に腰をおろした。

「ひ、姫子さま。私……私、なんてお詫わびしたらいいか」

　ミーちゃんが目に涙をいっぱい溜ためて、姫子の前にひざまずく。姫子は、唇に笑みを浮かべて、その乱れた髪を撫なでてやった。

「わたしの仕事はあなたたちを守ることだもの。あなたたちが怪我をするくらいなら、わたしが怪我をするほうが気が楽よ」

「ううううう……っ」

　ミーちゃんの唇が震ふるえだし、ついに感極まったように姫子に抱きついた。

「ごめんなさい、ごめんなさい。姫子さま、ごめんなさい！」

　ほかの二人もそれにならう。

「姫子さまぁ！」

「えーん！」

　姫子は三人の後輩たちの背中や髪を、優しく撫でる。

　窓から射さしこむ光に照らされたその姿は、アヤメの目には、まるで後ご光こうを浴びた女神さまのように見えていた。



　数分後。くりかえし頭を下げるミーちゃんたちと別れ、アヤメと姫子は保健室にいた。

「本当に心配いらないったら。これぐらい、すぐに治るわ」

　不快そうに眉まゆを寄せる姫子。アヤメと二人きりになったとたん、またキツい調子に戻ってしまったのだ。が、アヤメは強引に姫子をベッドに座らせた。

「だめっ。無理してひどくなったらどうするの」

　保健の先生は不在だ。アヤメが手当てをするしかない。邪魔なのでメガネははずし、体操着のＶネックの襟にひっかける。

　上うわ履ばきに履き替える余裕がなかったので、二人とも来客用のスリッパを履いている。アヤメは姫ひめ子この右足から、スリッパとソックスをはぎとった。

「わ！」

　ぞっとした。姫子の右足首は紫色に変色し、無残に腫はれあがっていた。

「ひ、姫子。これ、まさか折れてるんじゃ」

「動かせるから、骨折はしていないと思うわ。でも、思っていたよりひどかったようね」

　かなりの激痛のはずなのに、姫子は無表情だった。

「やっぱり保健の先生捜してこようか。それより、病院に――」

　姫子のほうが冷静である。

「必要ないわ。あそこの棚から薬と、湿しつ布ぷと包帯を取ってちょうだい」

「う、うん。塗ってあげる。痛かったらいってね」

　アヤメは薬の蓋ふたを開けると軟なん膏こうを指ですくい、慎重に姫子の足首に塗りつけた。

「んっ、く」

　小さく姫子が声をあげる。美しい眉まゆがたわむ。

「あっ、痛かった？」

「少しだけ。気にしなくていいわ」

「ごめん。もっと、そーっとやるね」

「上のほうもお願い。そう、そこ。もう少し強くてもいいわ。んっ……ちょっと強すぎ」

　姫子は爪つま先さきまで美しかった。指や爪つめの形までもがきれいに整い、靴ずれの痕あともない。このまま足専門のモデルにだってなれそうだ。こうして触れているだけで、なんだかどきどきしてしまうほどだ。

　それだけに、足首の腫れは痛々しい。薬の上から湿布をして、包帯を巻いて、ようやくアヤメはひと息ついた。

　あまり見栄えがいいとはいえない包帯の巻きかたを見て、姫子が情けなさそうに眉をひそめた。

「……こんなにぐるぐる巻きにすることないのに」

「贅ぜい沢たくいわないの。あとで、ちゃんと保健の先生に診みてもらわなくちゃだめだよ」

「そんな必要ないっていってるでしょう」

「だめっ！」

　アヤメは大声をあげた。姫子は驚いたように目を軽く見開いた。

「姫子ったら、さっきから、心配ないとか、だいじょうぶ、とかばっかりいってるけど、今だってものすごく痛いはずだよ。無理しないで正直にいえばいいのに」

　目をぱちくりさせていた姫子が、ぎろっとアヤメをにらむ。

「このわたしに意見をするなんて、ずいぶん偉くなったのね」

「そんなつもりはないけど……」

　姫ひめ子こはそっぽをむき、ベッドに横になった。

「あなたと話してると、また熱が出てきそうだわ。少し休みたいから、しばらく一人にしてちょうだい」

「あ、それじゃわたし、教室から制服取ってくるね」

「メガネをかけて。ひと目につかないように気をつけるのよ。もう放課後だから、教室には誰だれもいないと思うけど」

「わかった」

　怪け我がをしている姫子を一人にするのは少し気がかりだったが、まさかこんな真っ昼間に、夜啼鶯の宮ナイチンゲールが悪さをしてくることもあるまい。アヤメは一人で保健室を出た。
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　廊下を歩きながら、しみじみと考える。

（変な子だなあ、姫子って）

　優しいのは見せかけだけで、実際は意地悪で、冷酷な陰謀家で、人を人とも思わない皮肉屋の腹黒少女。

　――かと思ったら、それだけでもないようだ。

　よく考えたら、アヤメは姫子に、それほどひどいことをされていない。足が痺しびれてるのをつっつかれたり、ちょっとキツめの柔軟体操をさせられたり、首をくすぐられたぐらいだ。

　五重の塔でもそうだ。言葉では「あの子たちをわたしのものにする」とかいいながら、ミーちゃんが階段から落ちた時は、必死に助けようとした。

　何かというと無慈悲で極悪なことをいうくせに、姫子はいざとなると他人をかばって怪我ばかりしている。見せかけの姫子と本当の姫子が一回転して、まるで裏表がひっくりかえったメビウスの輪みたいだ。

（ほんとに三み千ち代よさんを追い出すつもりなのかなあ……）

　無人の教室に入り、姫子のロッカーを開けて、さっき着替えた制服を取る。

（また、着替えなくちゃいけないんだよね）

　そう思っただけでまた顔が熱くなる。この身体からだで生きてく以上は、慣れなければいけないとわかってはいるのだが。

　保健室へ引き返す。姫子がいったとおり、校内にはほとんど人影はなかった。代わりにグラウンドから、部活をする生徒たちの声が聞こえてくる。いや、この学院では「部」ではなく「宮みや」というのだった。さしずめ「宮みや活かつ」とでも呼ぶのだろうか。

「姫ひめ子こ」

　はっとふりむく。ツインテールの蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あの顔があった。

「どこにいってたの。いつまでも戻ってこないから、先生が心配してたわよ」

（しまった！　メガネで変装するの忘れてた！）

　髪形は変えているが、メガネはＶネックの体操着の襟にひっかけたままだ。しかし、もう遅い。樹里亜はアヤメを姫子だと認識してしまっている。

　こうなったら、またしても姫子のふりをするしかない。

「あ、あのね。ほら。さっき体育の授業中に、気分が悪くなった子を、寄宿舎に送ってったでしょ。そのままずっと、あの子の部屋で看病してたの」

「あの子、誰だれだったの？　エルザはほかのクラスの生徒だっていってたけど」

「そうそう。わたしと体育がやりたくて、こっそりまぎれこんだんだって」

「ふん。人気者はつらいわね」

　樹里亜が皮肉な笑みを浮かべる。アヤメは必死に話題をそらす。

「あなたは何してるの？　寄宿舎に帰らないの？」

「もちろんあなたを捜してたのよ。さっきの話のつづきをしたくてね」

「さっきの話って？　あっ、やっぱり樹里亜ちゃん、って呼んでほしいとか」

「その話はもういいの！　私がいいたいのはそういうことじゃないのよっ」

　呼吸を整え、また意地悪げな表情に戻る。そして、挑戦的に、かつ挑発的に、ひと言ずつ言葉を区切って、いい放はなった。

「変に誤解されたくないから、この際はっきりいっとくわ。わたしはね、あなたのことが大っ嫌いなのよ、姫子！」

「うん。で？」

「って、そんな簡単に聞き流さないでよ！　わかってるの？　私、あなたにケンカを売ってるのよ！」

　どうもこの蜂須賀樹里亜さんは、意地悪ポーズが持続しないようだ。それとも姫子が相手だと、こうなってしまうのだろうか。

　が、咳せき払ばらいひとつで、すぐさま態勢を立て直すあたりはタフである。

「なんでこんなにあなたが嫌いか、わかる？」

「さあ」

　アヤメは短く返事をした。けっこう露骨に悪態をつかれているわけだが、あんまり怒る気にならない。それよりも、自分が姫子でないことがバレないか、そっちが心配だ。

（なるべく顔を伏せて、しゃべらないようにしようっと）

「別に、人気のあるあなたにヤキモチをやいてるわけじゃないのよ。それに、嫌い嫌いも好きのうちとか、ほんとは仲よくしたいのに意地を張ってるだけとか、前に放送の宮みやに勧誘した時に断られたのがショックでそれからつい素直になれないとか、まるっきり、全然、少しもそういう気持ちなんかないから、カン違いしないでよね」

「…………」

「わたしが嫌いなのはね、たとえば！　あなたのその、いかにも上品ぶった態度！」

「…………」

「だいたいね、ちょっとぐらい成績がよくて、運動神経もよくて、人気があって、家いえ柄がらもよくて、スタイルもよくて、顔もきれいで、目なんて宝石みたいだし、鼻の形もいいし、唇もちっちゃくて可愛かわいいし、肌もすべすべそうだし、手足も長くてかっこいいし、指も細くてきれいだし、ええと、それから……」

　すごく褒ほめてくれている。お礼をいうべきかと、本気で迷ってしまう。

「それから、そうだっ！　髪の毛もつやつやで、歯が真っ白で歯並びもきれいで、そうそう、声もすてきよね！　だから放送の宮に誘ったのよ。歌も上じよう手ずだし、ピアノやバイオリンや和わ琴ごんも弾ひけるし、それに日本舞踊もできるのよね」

　聞きながら感心してしまう。姫ひめ子この万能ぶりも驚きだが、樹じゆ里り亜あもよくこんなに姫子を観察しているものだ。

「それに、授業中、いつも後ろの席からあなたのいい匂においがするし、こんなふうに二人っきりでいると、どきどきしてきちゃう……なんてことは絶対ないけど！　ええと――つまり、そういうところがいちいち全部、カンに障さわるのよ。ふっ、ちょっと言葉がキツすぎたかしらねっ」

　勝ち誇ったようにツインテールの髪を払う樹里亜。アヤメは返事に困った。

「だいたい、高等部にあがったばかりなのに、三み千ち代よさまに気に入られてるからって、すぐに学院府の仕事をしてるなんて不公平よ。何か失敗したら、とことん責任を追及するからそのつもりでいてちょうだい。わかった？」

「…………」

「わかったかって訊きいてるのよ。……何よ、さっきから下むいて。ははあ、さては泣いてるのね。顔をあげなさいよ。あなたのみっともない泣き顔を見てあげるわ」

「うっ……くすん」

「えっ。姫子？」

「ぐすっ、くすん」

　うつむいたまま、アヤメが小さく鼻をすする。それを聞いて、樹里亜が床にしゃがんでアヤメの顔をのぞきこんできた。

「ちょ、ちょっと。まさか、ほんとに泣いてるの？」

「うっ、くすん、ううっ」

「あのっ、でもね？　嫌いっていっても、別にそんな、ものすごく大っ嫌いってほどでもないのよ？　ほどほどに嫌いっていうか、いい意味で嫌いっていうか。……ねえ、姫ひめ子こ、姫子、ほんとに泣いてるの？　私、そんなにひどいこといっちゃった？」

「くしゅんっ」

　がまんしきれず、小さくアヤメがくしゃみをする。照れ笑いして顔をあげる。

「あはは、ごめんね。ずっと短パンに半はん袖そでだから冷えちゃって」

「っ！」

「えーと、それで、なんの話だっけ」

「うぐぐぐぐっ、ぐすんっ」

　今度は樹じゆ里り亜あが泣きそうになって、顔を真っ赤にしてわめいた。

「ひひひ、人を、バババ、バカにして！　私、やっぱりあなたが大っ嫌い。この借りは必ず返してやるから、おぼえてなさいよ。ばかっ！」

　どかんと壁を蹴け飛とばし、袖そでで目のあたりをぬぐいながら、樹里亜はダッシュで走り去ってしまった。アヤメが呼びとめる間もない。

「悪いことしちゃったかなあ……」

　まあ、最後まで正体がバレずにすんでよかった。早く姫子のところに戻ろう。

　今の会話でひとつわかったことがある。



    

  
    
      



    

  
    
      （一年生の姫ひめ子こが学院府の副府長をやってることって、やっぱり無理があるんだな）

　なのに、学院府長になんかなったら、どれほど風当たりがきつくなるのだろう。そんな無理をしてまで、なぜ学院府長になりたいんだろうか……。



四



「あれっ、和かず季きさ――」

「しー」

　保健室に戻ってみると、扉の前に間ま野の和季が立っていた。アヤメを見て口に指を当てる。

　和季のそばに歩み寄り、声をひそめて訊たずねる。

「……どうしたの」

「姫子さまが三み千ち代よさまに叱しつ責せきされているんです」

　なるほど、保健室の中から三千代の怒鳴り声が聞こえる。

「いったい何を考えてるんだ！　発熱の次は怪け我がか。もっと自分を大事にしろ！　おまえは自分がどんな責任を負っているのかわかっているのか！」

「もうしわけありません……」

　殊勝な姫子の声。

「おまえはいつもそうだ。昔から無茶ばかりして私に後始末をさせて。少しも成長していないじゃないか！　学院府の副府長という立場をどう思っているんだ！」

　さらにつづく説教。窓がびりびり震ふるえるほどだ。

「和季さん、どうなってるの、これ」

　三つ編みおさげのメガネ少女は、例によって無表情なまま答えた。

「先ほど、中等部の生徒が三人、学院府室に知らせにきたんです。自分たちのせいで姫子さんが怪我をしてしまったと。それを聞いて、三千代さまが怒りだしてしまって」

　ミーちゃんたちだ。責任を感じて、三千代に報告にいったのだろう。

「最近の三千代さまは、怒りだすと誰だれにも止められません。うっかり中に入ると三千代さまの怒りに油を注ぐかもしれないので、私はここに」

「嵐あらしが過ぎるのを待ってるわけ」

「そういうことです」

　にこりともせずに和季は答えた。

　怒鳴り声がやみ、しばらく三千代の荒い息の音が聞こえていたが――。

　やがて、トーンダウンした声が聞こえてきた。

「――すまない。ちょっとヒステリックになってしまった」

「いいえ。悪いのはわたしですから」

　姫ひめ子この答えはおだやかだ。

「こんなに感情的に怒鳴るつもりはなかったんだ。……どうも最近、われながら情じよう緒ちよ不安定気味だ。疲れているのかな」

「無理もありません。新学期が始まってから、一日も休まず働いていらっしゃるんですもの」

「怪け我がはどうだ。歩けなければ部屋まで抱いて運んでやろうか」

「いいえ。そこまでしていただかなくとも。アヤメが包帯を巻いてくれましたから」

「身体からだを大切にしてくれよ。おまえの身体は、おまえ一人のものじゃない。おまえがいなくなったら、わたしはどうすればいいかわからなくなってしまうんだから」

「身に余るお言葉です」

「よしてくれ。私とおまえの仲じゃないか」

　雰ふん囲い気きは一変して、なんだか病気の恋人をいたわってるみたいな、妙に艶つやっぽい感じになってきた。これはこれで出ていきづらい。

　和かず季きに訊たずねる。

「三み千ち代よさんと姫子って、どういう関係なの？」

「あのお二人は、小さい頃ころからのお友だちだそうです」

「お友だちぃ？」

　思わず大きな声をあげそうになり、あわてて自分の口をおさえる。

「お友だちって……姫子と三千代さんは、おさななじみってこと？」

「はい。姉妹のように仲がおよろしかったと聞いています」

「はあ……」

　信じられない。今の二人は友だちというより上司と部下だ。それも、高圧的ながみがみ上司と、表面上は従順なふりをしながら密ひそかに下げ克こく上じようを狙ねらう陰いん険けんな部下である。

　しかしたしかに、今、中から聞こえてくる会話の調子は、信じあい、助けあう仲間同士のようでもある。

「私はそろそろ仕事に戻る。おまえは今日は休んでいろ。早く治すことだけ考えるんだ」

「ありがとうございます、三千代さま」

「くれぐれも大事にするんだぞ」

　扉を開けて三千代が出てきた。すぐにアヤメと和季に気づく。

「なんだ。いたのか、おまえたち」

「はい。お迎えにうかがいました。そろそろ戻っていただこうと」

「わかっている。今、帰ろうとしていたところだ。――アヤメ」

「えっ」

　思わず背せ筋すじをのばす。

「姫ひめ子このことを頼むぞ。何かあったら知らせにこい。いいな」

　そして、すたすたと歩きだした。アヤメは、ちょっとあっけにとられて見送った。

　なんだかもう、三み千ち代よは、アヤメのことはほとんど気にしていないみたいだ。和かず季きもアヤメに会え釈しやくをして、三千代につづいた。

（情じよう緒ちよ不安定……たしかにそんな感じかなあ）

　三千代の背中を見送りながら、そんなことを考えていると。

「アヤメ、いるんでしょう」

　保健室の中から姫子の声。

「う、うん。気づいてたんだ」

　中に入って扉を閉める。体操着姿の姫子がベッドに横になっていた。

「早く入ってきてくれればいいのに。和季さんとどんなおしゃべりをしていたの？」

「姫子と三千代さんが、おさななじみだって。……姉妹みたいに仲がよかったって聞いたけど」

「今でもそうよ。時々、さっきのように叱しかられるけど」

「……そんな人を、おとしいれたり、裏切ったり、しちゃうつもり？　本気で？」

「…………」

「三千代さんって恐こわい人だけど、姫子を大事に思ってる気持ちはほんとみたいじゃない。それなのに……」

　姫子はしばらく黙っていたが、やがて、何かを断ち切るように髪を払った。

「もう寄宿舎に戻りましょう。まだ今夜の計画が立っていないわ。わたしも、早く考えをまとめなければ」

「戻るって――だめだよ。怪け我がしてるんだから、まだおとなしくしてないと」

「もうなんともないわ。ほら」

　姫子は包帯をほどいて、右の足首をあらわにした。

「！」

　アヤメは目を見張った。あれほど痛々しく腫はれていた足首は、ほとんど治ってしまっていた。

　姫子は謎なぞめいた笑みを浮かべた。

「わたしは怪我の治りが早い体質なの。だからいったのよ、心配ないって」

「体質……って。でも、いくらなんでも、こんな」

　唖あ然ぜんとしながら、思った。

　……もしかしたら、佳か代よ花はな姫子は、アヤメが考えていたよりも、もっともっと、何か異常な――とんでもない女の子なのではないだろうか。

　そして、ひょっとしたら姫子だけでなく、この学院も。



　寄宿舎の部屋に戻ってくると、姫ひめ子こは扉の上に隠してあった鍵かぎを取った。

「鍵はいつもここに置いてあるわ。おぼえておいて」

　いって扉を解錠する。

「あら？」

　姫子が、足もとに目を落とした。ドアの隙すき間まから白い封筒が差し入れられていたのだ。

「気をつけて、姫子。また夜啼鶯の宮ナイチンゲールの罠わなかもしれないよ」

「わかっているわ」

　姫子が慎重に手紙を手に取る。横からアヤメものぞく。

　表書きにはこうあった。



きょうはく状　　中等部二年二組　小お花ばな沢ざわ由ゆ麻ま



「小花沢由麻、って、ゆうべ放送部に入れられそうになってた女の子だよね」

　アヤメの問いに、姫子は答えず、机の上からペーパーナイフを取って、封を切った。

　便びん箋せんにはこう書かれていた。



　　拝啓

　　佳か代よ花はな姫子さまと、もう一人の姫子さまへ

　　これは、きょうはく状です。

　　これからお二人をきょうはくしますから、どうかよろしくおねがいします。

　　私はゆうべ、姫子さまに助けていただいた、小花沢由麻です。

　　あの時、私は姫子さまの秘密を知ってしまいました。

　　姫子さまが二人いることをです。

　　さっき、講堂で演説していたのは、もう一人の姫子さまだと思います。

　　いつもとぜんぜんちがうから、すぐにわかりました。

　　すりかわって、全校の生徒をだましたんだと思います。

　　これをみんなに知られたら、姫子さまはすごく困ると思います。

　　先生がたに怒られて、生徒のみんなも怒ると思います。

　　黙っていてほしかったら、私のいうことを聞いてください！

　　でないと、先生とかみんなにいいつけてしまうぞ！

　　　　中等部二年二組　小花沢由麻より

　　Ｐ．Ｓ．私は真剣なので、よろしくおねがいします。



　三回ほど読み直してから、アヤメは困惑顔を姫ひめ子こにむけた。

「これって、何かの冗談なのかな」

「最後に書いてあるじゃない。真剣だからよろしくって」

「でも、変に礼儀正しいし、自分の名前までしっかり書いてあるし。だいたい、脅迫してるのに、何をしろとか、どうやって連絡を取るとか、なんにも……」

　姫子は興味深げに文面を見つめる。

「たぶん、こういうことに慣れていないのよ。誰だれかを脅おどしたりゆすったりなんて、したことがないんだわ。最後のあたりまで書いてから、脅迫状っぽくしなくちゃと思いついて、それで急に荒っぽい言葉遣づかいにしたんでしょうね。見て、文字がこんなに震ふるえてる。……かわいそうに、きっと、とっても緊張しながら書いたのね」

　姫子の口く調ちようは、あながち皮肉でもなさそうな同情がにじんでいた。

　と思ったのは、一瞬だった。

「この子、使えそうだわ」

「えっ」

　にたり、姫子の口もとに、あの悪魔みたいな笑みが浮かんだ。

「アヤメ、ここにいて。わたし、することができたから」

「どこに行くの？」

「いろいろよ。まずは着替えないと」

　そういうと、姫子は体操着を脱ぎ始めた。雪のように真っ白な姫子の背中がまぶしく、アヤメはあわてて後ろをむいた。



    

  
    
      　

第六章

由麻のみるゆめ



一



　小お花ばな沢ざわ由ゆ麻ま、十三歳は、小さな胸を痛めて激しく苦悩していた。

（わたし、いけない女の子になっちゃった……）

　真面目まじめな人が思いつめると、極端な考えや言動に走ってしまいがちなものだ。それが誰だれかへの思し慕ぼの感情ならなおさらだ。

　小花沢由麻は、たいへん真面目な女の子であった。加えて、思いやりもあって友だち思いの、愛情深い性質の持ち主だった。何ごともなければ、仲よしの友人たちに囲まれて、健全でさわやかな学生生活を送るはずの生徒なのだった。



　そんな由麻が、佳か代よ花はな姫ひめ子こという先輩と知りあったのは、半年ほど前のことだった。

　そういう名前の、ものすごい美人の上級生がいることは聞いていた。が、出会いはまったくの偶然だった。その日、校舎から寄宿舎に帰る途中、由麻は、翼に怪け我がをしている小さなヒバリの子を拾ったのだ。

　急いで保健室に連れていったが、校医の先生は留守だった。どうすればいいかわからず、廊下で途方にくれていると、そこに佳代花姫子が通りかかったのだ。

「かわいそうに。わたしが手当てをしてあげるわ」

　治療を終えたヒバリは、そのまま姫子が飼育の宮みや、つまり飼育委員会に連れてゆき、世話をするよう頼んでくれた。翌日には元気になって空に帰っていったと、あとで飼育の宮のクラスメートから聞かされた。

　由麻が姫子と一緒にいたのは、一緒にヒバリに薬を塗ってやっている、ほんのわずかな間のことだった。が、それだけで十分だった。由麻は姫子の魅力に、すっかり魂を奪われてしまったのだった。

　ただ由麻の場合は、ほかの姫子ファンの子らのように、タレントのファンクラブみたいなノリでキャッキャッと姫子の噂うわさに打ち興じたりはしなかった。由麻はもともと、本を読むのが好きな、どちらかというとおとなしい子で、こういう気持ちはじっと胸に秘めるほうだったのだ。たまに食堂や登下校の途中に姫子の姿を見てはどきどきするだけだった。夜啼鶯の宮ナイチンゲールが売りさばいているという、姫子の盗撮写真を、友だちに頼んで手に入れてもらったのが、精一杯の勇気だった。姫子の抱だき枕まくらとかフィギュアを買うことなどは無理な上にも無理だった。



　本や物語が好きで夢見がちの子が、こういう感情をもてあました時、やることは大体決まっている。

　由ゆ麻まは、昔から、こっそりイラストポエムや小説を書くのを趣味にしていた。それが佳か代よ花はな姫ひめ子こという上級生を知ることで、由麻のノートには、たちまち姫子の名前があふれ始めた。自分と姫子を主人公にした小説は、すでにノート一冊分も溜たまっていた（ちなみに、そのノートは由麻にとって特別かつ神聖なので、一番お気に入りのデザインのものを使っていた）。

　可愛かわいらしくていねいな字で記されたそれらの小説は、最初はたわいない夢や空想だったのだが、だんだんエスカレートしてきて、ストーリーが長くなり、プロットも複雑になり、アイデアも多彩になっていった。たとえば、由麻と姫子が無人島に漂ひよう着ちやくし、美しい珊さん瑚ご礁しようの海に囲まれながら、かばいあい、助けあって、二人だけで暮らす――といったようなドリームがくりひろげられるようになっていた。夜、ベッドの中で夢想にふけっているうちに気がたかぶってきて、熱くなった頬ほおを枕まくらにこすりつけ、ルームメイトの子に変な顔をされることもあった。

　姫子と話すことができない由麻は、そんなふうに日々を過ごしていたのであった。



　だから、昨日、蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あに迫られているところを姫子に救われた時は夢かと思った。まるで自分の小説が現実になったような気がしたものだった。

　姫子が二人に増えた時には驚いた。でも、双子とか姉妹とか、よく似た親しん戚せきの人が、何かの理由できていたんだろうと漠ばく然ぜんと想像するだけで、それ以上、事情を探ったり、誰だれかに話したりするつもりはなかった。

「このことは誰にもしゃべらないで」

　姫子にそういわれたからだ。由麻はもちろんその頼みを聞くつもりだったのだ。



　ところが翌朝。

　由麻は教室で、ほかの姫子ファンの子たちが、たまたまこんな冗談話をしているのを耳にしてしまった。

「あーあ、姫子さまともっと親しくなる方法、何かないかしら」

「こういうのはどう？　姫子さまの秘密を握って脅迫しちゃうの。私と仲よくしてくれないと、秘密をバラしますよーって」

「あははっ。それって大胆な発想ね」

「昔、そういう映画があったような気がするわ。で、脅迫してる男の人とされてる女の人が、いつの間にか心が通じ合っちゃうの」

「でも無理よね。姫子さまに、そんな知られて困るような秘密、あるはずないもの」

　それを聞いた由ゆ麻まは、ががーん、と擬音がつきそうなほどのショックを受けた。

（やろうと思えば、私、そういうことができちゃうんだ……）

　混乱したまま生徒総会に行った由麻は、演えん壇だんに立っている姫ひめ子こが、明らかにニセモノであることに気づいた。その姿を見ているうちに、由麻の中で「このチャンスを生かさない手はない」という考えが完全に結晶化し、頭の真ん中に、どんと居すわってしまった。そして、総会が終わったあと、寄宿舎の自室に駆けもどり、熱に浮かされたように一息に脅迫状を書きあげ、ほとんど衝動的に、姫子の部屋に持っていってしまったのだ。

　脅迫状を扉の隙すき間まから差し入れた、その瞬間に、後悔した。

（わたし、なんてことしちゃったの！）

　しかし、扉には鍵かぎがかかっているので、もう手紙を回収することは不可能だ。由麻は、自分がどんなにバカで愚おろかで下品で人として最低のことをしてしまったのかと、深く深く恥じ入り、恥じ入りすぎて貧血になってしまった。たまたま、何か忘れ物を取りにきていた生徒が通りかかったので、担任の先生に欠席する旨むねの伝言を頼み、そのまま自分の部屋のベッドにもぐりこんだ。これは罰だ、と由麻は思った。



　放課後になって多少気分がよくなったので、寄宿舎の外に出た。今、この瞬間にも姫子が脅迫状を読んでいるかもしれないと思うと、恐おそろしくて、姫子と同じ建物の中にいることすらできなくなってしまったのだ。

　が、あてどもなく学院の敷地をさまよっているうちに、だんだん開き直ってきた。

　今さら何を迷うの、由麻！

　もはや後戻りはできない！

　もう、あなたは汚れきってしまったのよ！

　思えば、今を去ること二千と数十年の昔、共和制ローマに攻めこんで己が支配権を打ち立て、後の世界史に巨大な影響を与えたカエサルは、戦いを決断した時、万感の想おもいをこめて「サイは投げられた」といったという（いつか読んだ本に書いてあった）。

　今の自分には、カエサルの気持ちがよくわかる。

　やっちゃった以上は、いくところまでいくしかない！

　このまま修しゆ羅らとなり、悪あつ鬼きとなって、地獄までも進もう！

　やらずに後悔するよりやって後悔したほうが！

　――と、典型的な自爆型の思考パターンに、頭から突っ込んでいく由麻ちゃんであった。

　実際は、落ちついて考えれば、踏みとどまる手段はいくらでもある。

　姫子が戻るのを部屋の前で待ち、「すみません、冗談でお友だちに書いた手紙を、間違ってこの部屋に入れちゃいました」とでもいって脅迫状を返してもらってもいい。

　もっと単純に、全部正直に話してあやまってしまってもいいのだ。優しい姫子は他人にこんなことをいいふらす人間ではない――由ゆ麻まはそう信じている――のだし、あやまってしまえば次の日には笑い話になっているのだから。

　そんなふうに、いろいろフォローの方法はあるはずなのに、頭に血がのぼっているので考えつかないのだった。

　夕方になり、寄宿舎に帰った。すると、玄関の由麻の靴箱に、手紙が入っていた。



　　小お花ばな沢ざわ由麻様へ

　　夕食のあと、わたしのお部屋にきてください。

佳か代よ花はな姫ひめ子こより



　読んだ瞬間、また目まいを起こして気絶しそうになった。さしせまった破滅の予感とはこういうものかと思った。

　どこをどう歩いて部屋に戻ったのか、まったくおぼえていない。

　そのあとも、檻おりの中のレッサーパンダみたいに部屋をぐるぐる歩き回ったり、まったく無意味にお風ふ呂ろ場ばでシャワーを浴びたりした。

　そのうちルームメイトの女の子も帰ってきたが、由麻は、気分がすぐれないからといって、ベッドに入っていた。由麻におとらず友だち思いのルームメイトは心配してくれたが、心にやましいことがある由麻としては、友人に優しくされるのは、良心がうずきまくって、かえってひどい責め苦だった。

　夕食は欠席した。食欲がなかったし、寄宿舎の食堂で姫子の姿を見かけたらどうしようと恐こわかったのだ。



　とはいえ、夕食の時間が終われば、姫子の部屋へいかねばならない。

　由麻は時間を見み計はからって、姫子の部屋にむかった。もう心臓は張り裂さけそうに鳴っている。ちゃんとした服装をしなければいけないような気がしたので、制服を着ていった。

　頭の中で、ひたすらに「サイは投げられた、サイは投げられた」と呪じゆ文もんのようにくりかえしながら、やっとのことで、姫子の部屋の前にたどりついた。

　震ふるえる手でノックをする。

「いらっしゃい。入ってちょうだい」

　扉が開き、制服姿の佳代花姫子の、神こう々ごうしいほど美しい笑顔があらわれた。



二



「お茶を淹いれるわね。そこに座って」

「はっ、はひっ。失礼しますっ」

「何をきょろきょろしているの。もう一人のわたしを探しているのかしら」

「えっ。あの、その」

「彼女は出かけているの。ここにいるのは、わたしとあなただけ。気を楽にしてね」

「は、はい……」

「こういう時に、お茶菓子に甘いものでも出せればいいのだけれど。校則が厳しいというのは、時には不自由なものね」

「えっ。あの。そうですね」

「だけど、この学院の生徒であるからには、規則はきちんと守らなくてはいけないわね」

「あの、おっしゃるとおりだと思います」

「ほうじ茶でいいかしら」

「ありがとうございます。わ、私、ほうじ茶、大好きです」

「わたしもなのよ。ふふふ、趣味が合うわね」

「は……はい……」

　――という会話を、アヤメは、例の隠し扉の陰から聞いていた。

（姫ひめ子こ、どうするつもりなんだろ）

　ぬけぬけと「彼女は用事で出かけている」なんていっていたが、アヤメにここに隠れるよう指示したのは、その姫子なのである。

　今から三十分ほど前、部屋に戻ってきた姫子は、アヤメの食事を手にしていた。

「食事当番の子に頼んで、夕食の残りをもらってきたわ。食べたら隠れていて。もうすぐ小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まちゃんがくるはずだから」

　そういうわけで、今、アヤメはここでこっそり、姫子と由麻の会話を聞いているのだ。着ているのは、目ざめた時に身に着けていた自分の制服だ。髪はほどいているが、メガネは、何かの時にすぐ変装できるよう、ポケットの中に入れてある。

　小さな電気ポットがお湯を沸かす音を聞きながら、アヤメはため息をついた。

（こんなことしてて、罪の償つぐないになるのかなあ……）

　姫子にふりまわされて、こんなふうに右往左往することが、ほんとに記憶を取り戻すことにつながるのか、すごく疑問である。

「お湯が沸いたわ。ちょっと待っていてね」

「あっ。私、やります」

「いいのよ。お客さまは座ってらして」

「は、はい……」

　扉の隙すき間まから見える小花沢由麻は、用意された椅い子すにきちんと腰をおろし、膝ひざをぴったりくっつけ、組み合わせた小さな手は、かすかに震ふるえている。

　スリッパの先端がもりあがっているのは、足の指をぎゅっと丸めているからだろう。ものすごく緊張しているようだ。どっちが脅迫者かわからない。

（なんだか気の毒になってきちゃうな……）

　あのこわばった顔。泣きだしそうな大きな瞳ひとみ。可愛かわいい声もうわずりっぱなしだ。明らかに、自分がやらかしてしまったことの重大さに、押しつぶされそうになっているのだ。

「さあ、どうぞ。熱いから気をつけてね」

「あっ、ありがとうございます。いただきます。きゃっ」

「だいじょうぶ？　熱いから気をつけてっていったのに」

「す、すみません。私、ぼんやりしてて。あっ、床にこぼしちゃった……」

「いいわ。座っていて。すぐにきれいに拭ふいてしまうから」

「ごめんなさい……」

　ようやく落ちつくと、姫ひめ子こは不意に切り出した。

「それで？」

「はいっ？」

　びくっと由ゆ麻まが顔をあげる。姫子は穏やかな表情だ。

「そろそろお話をしましょう。あのお手紙のこと」

「はっ、はいっ。あのっ、ええとっ」

　うろたえる由麻。またお茶をこぼしてしまわないかと、見ていてはらはらする。

「演説をしたのが身代わりだったなんて、よく気がついたわね。見破られるなんて思わなかったわ」

「じゃあ、やっぱりあれは、ニセモノさんだったんですね」

「ええ。詳しく話すと長くなるんだけど、あの子はわたしの親しん戚せきなの。わたし、今朝は体調が悪くて……。悪いこととはわかっていたけれど、あの子に代役を頼んだの」

「……大変だったんですね」

「ほかに方法がなかったのよ。なのに、あなたが脅迫してくるなんて……」

　さも悲しそうに姫子は目を伏せる。

「はあ……」

　由麻もすまなそうにうなだれる。

「わたし、あなたは心の優しい、いい子だと思っていたのに……くすん」

「うううう……」

（うわー。役者だなあ）

　姫子の演技力に、半なかば呆あきれ、半ば感心するアヤメであった。

　そっと目をぬぐうふりをする姫子。相手の罪悪感をあおるつもりなのだろう。由麻はあっさり乗せられて、姫子に負けないくらい沈痛な表情になっている。

（あやまっちゃえばいいんだよ、由ゆ麻まちゃん。姫ひめ子こだって、ほんとは全然困ったり怒ったりしてないんだから）

　と、心の中で、つい由麻のほうを応援してしまうアヤメだった。

　由麻が、きっと顔をあげる。

「い、いけないことをしているのはわかっています。でも！」

　気合を入れ直したらしい。「私、負けないっ」というセリフが似合いそうな表情だ。

「私には、これしかないんです。そう、サイは投げられたんです！」

　最後のひと言が今ひとつ意味不明だが、何かこだわりのある言葉なのかもしれない。

「私、姫子さまを脅迫します。わっ、私のいうことを聞かないと、今朝、演説したのが、ニセの姫子さまだって、みんなにいっちゃいますから！」

　唇を震ふるわせながら、泣きそうな顔で、由麻ちゃんがいい放はなった。

「何をすればいいの？」

「はいっ？」

　大きな目をパチクリさせる由麻。

「わたしを脅迫するんでしょう？　わたしに、何を要求するの？」

「そ、そうですよね。ええと、ええと……」

　考えていなかったらしい。

　視線を泳がせ、そわそわしている由麻を見ていると、なんだか、呆あきれるのも哀れむのも通り越して、痛々しく思えてくる。

　姫子がさっきいったとおり、たぶん本当は心の優しい女の子なのだろう。人を脅迫するなんて、できるような子ではないのだ。

　なのに、がらにもなくこんな行動に走ってしまったのは、よくよくの思いがあったはずだ。さぞ「姫子さま」のことが好きで好きでたまらなかったにちがいない。その由麻の気持ちを思いやると、アヤメは笑うに笑えなかった。

　やがて由麻は決意の表情になった。

「お待たせしてすみません。要求を思いつきました」

「どうぞ」

「わたしと、お友だちになってくださいっ！」

　顔を真っ赤にして、由麻は叫んだ。

「…………」

　さすがに姫子も、すぐには言葉が出ないようであった。

「あの……やっぱりダメですか？」

「わたしは脅迫されているんですもの、拒こばむ立場にはないわ。あなたの要求は、わたしとお友だちになること、それだけでいいの？」

「あっ、いえ。まだほかにもあります」

「いってみて。なあに？」

「ええと……。明日の日曜日、私と一日、一緒に過ごしてくださいっ！」

「何をするのかしら」

「こんなふうにおしゃべりをしたり、そ、それから、湖に二人で出かけたりとか、そういうのはいかがでしょうか。あっ。でも、ほかにご用事があるならいいですけど……」

「あら、楽しそう。デートというわけね」

「デートっ！」

　その言葉がずいぶんと刺激的だったらしい。ぼわん、とさらに由ゆ麻まの顔が赤くなる。

「要求はそれだけ？」

「ま、まだです。ええと、ええと。ううーん、ううーん……」

「わたしから提案していいかしら。毎日、一緒にお弁当を食べるというのはどう？」

「ええっ？　そ、そんな、いいんですか？」

「脅迫されているんですもの。仕方がないわ」

「そっ、そうですよね。あの……ほかに何かありますか？」

「学院府の仕事がない日には、待ち合わせをして寄宿舎まで一緒に帰るとか。それから新聞の宮みやのかたにお願いして、二人で写真を撮ってもらうのはいかが？」

「い、いかがって！　もも、もちろん、ぜひお願いしたいですっ」

「賛成してもらえて嬉うれしいわ。とりあえず、そんなところでどうかしら。まだ不足？」

「とんでもないです、じゅうぶんです。どうもありがとうございますっ」

「ふふふ。どういたしまして」

　姫ひめ子こは優雅な足どりで由麻に歩みより、その手を取った。

「あっ……」

　ぴくん、と身体からだをすくめる由麻。姫子は心をとろかさんばかりの優しい笑みを浮かべ、由麻を間近で見つめる。

「今からあなたを、由麻ちゃんって呼ばせていただくわね。かまわないでしょう？」

「由麻ちゃん……！」

「今からお友だちですもの。わたしのことは、どう呼んでもらえるのかしら」

「そ、それはやっぱり、姫子さま、って」

「お友だちなのに、『さま』なんておかしいわ。かといって、『さん』づけとか『先輩』もよそよそしいわね。フーム……」

　いつもの癖くせで、唇に指を当てて考える姫子。

「うんっ、ここはやっぱり」

　にっこり笑って、ぴっ、と、しなやかな人さし指を立てる。

「お姉さま、というのはどうかしら」
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「はうぁぅっ」

　と、声にならない声を発し、由ゆ麻まは細い身体からだをのけぞらせた。

　今の一語は、「デート」よりもさらに激しく、由麻のハートを直撃したらしい。小さな唇がぱくぱく動いて空気を求めている。文字通り、息を呑のんだのだ。

「気に入らないかしら」

「いえっ。気に入らないとか、そういうんじゃなくて！」

「あなたに本当のお姉さまがいらしたら、失礼かもしれないけれど……」

「そっ、それはないです。わたし、姉はいませんから」

「それじゃあ、たとえば、仲のいい親しん戚せきのお姉さまとかは？」

「それは――はい。います。近所に住んでいた従姉いとこに、昔、よく遊んでもらってました」

「そのかたのことは、どう呼んでいたの？」

「私、まだ小さかったので、お姉ちゃま、って」

「わあ、可愛かわいらしい呼び方ね。わたしもそう呼んでもらいたいわ」

「えええええええええ――――――っ！」

　由麻はきゅるきゅるとスピンして壁にへばりついた。

「そんなに驚かなくても。ああほら、今度はスカートにお茶がこぼれてしまったわ」

「すっ、すみまっ、すみまままま」

「わたしのハンカチで拭ふいてあげる。動いちゃだめよ」

「あっあっ、あの、でも。あっ、ひっ」

「こんなところまで濡ぬれてるわ。ちょっとスカートを持ちあげてみて」

「いいですいいです。自分でやりますっ」

「遠慮しないで。さ、スカートを」

「うう。こ、これぐらいですか……？」

「もう少し上まで」

「で、でも、これ以上あげたら、下着が見えちゃ……」

「ふふふ、おかしな由麻ちゃん。女の子同士で恥ずかしがることないじゃない」

「はい……」

「もう少し脚あしを開いて。そんなに緊張しなくていいのよ。優しくしてあげるから」

「うっ、んくっ、きゅんっ、きゅんっ」

「くすぐったいでしょうけど、がまんしてね。今度は後ろをむいて。ほら、ひかがみまで濡ぬれているわ」

「ひ、ひかがみ、って……？」

「膝ひざの裏のこと。ここよ、ほら」

「ひゃっ！」

「ちゃんとわたしに背中をむけて。スカートは持ったままで。ちょっと腰を突き出してくれるかしら。もう少し爪つま先さきを内側にむけて。そう、そのまま、じっとしているのよ」

「きゃっ！　いやあああっ！」

「ああっ、うっかり手がすべってしまったわ。ごめんなさい、わざとじゃないの」

「はうはうはう」

「まあ、こんなところまで雫しずくが垂れてる。ずいぶん器用なこぼしかたをしたのね。もうしばらく、そのままの姿勢でいてちょうだいね」

「は、はい……。んっ、んくうっ」

「話を戻すけど――。やっぱりいやかしら。そういうふうにわたしを呼ぶの」

「いっ、いいえっ。いやじゃないですけど、えと、あの、恥ずかしくて。あっ。くっ」

「そうね。人前で呼ぶのはちょっとためらってしまうわね。それじゃあ、こんなふうに二人きりでいる時だけ、そう呼んでもらうことにしましょうか」

「そんな、そんな……」



    

  
    
      



    

  
    
      「だめかしら……。わたし、とっても気に入ったんだけど」

「だっ！　だめじゃないです。姫ひめ子こさまが望まれるのなら……。ああっ、でも……」

「こうしてわたしに背中をむけていれば、顔が見えないから恥ずかしくないでしょう？　ほらほら、スカートが下がってきたわ。ちゃんと持ちあげていなさい」

「ごっ、ごめんなさいっ」

「呼んでくれないなら、さっきよりもっと手がすべってしまうかもしれないわよ」

「だめっ、だめっ。だめです。それだけは、絶対にだめっ」

「由ゆ麻まちゃん……お願い、呼んでちょうだい」

「お、お、お……」

「がんばって」

「お姉ちゃまっ！」

「嬉うれしいわ。もう一回」

「お姉ちゃま！」

「もっとよ、もっと」

「お姉ちゃまっ、お姉ちゃまっ、お姉ちゃまぁっ！」

　制服のスカートをつまみあげて、内うち股またぎみに腰を突き出し、顔を真っ赤にしながら「お姉ちゃまっ」と連呼する少女。ずいぶんと珍妙な光景だが、本人はそんなことに気づくどころではないようだ。

「ふふふ、いい子ね」

　姫子が、まだ子どもっぽさの残る由麻の身体からだに手を回し、背中から優しく抱きしめた。

「………!!」

　全身硬直。由麻の髪が逆立った。唇を、由麻の耳たぶに触れそうなほどに近づけ、姫子がささやく。

「耳まで真っ赤。なんて可愛かわいいのかしら。ほんとの妹にしちゃいたいわ」

　きゅっ、と由麻を抱いた手に力をこめる。

　スカートをつまみあげていた指から力が抜け、由麻は両腕を力なく垂らした。もはや目もうつろで、立っているのもやっとのようだ。全身がふるふる震ふるえている。特に下半身が。このまま失神してしまうのではないかと、アヤメは本気で心配になった。

「わたしにこんなふうにされるの、いや？　由麻ちゃん」

「そんな……そんなことないです。ああ、いい匂におい……」

「そう。どんな匂い？」

「甘くて、優しくて、お菓子みたいな……」

「由麻ちゃんもいい匂いがするわよ。ミルクみたいな香り。くんくん」

「あっ、あっ、あっ」

「わたしたち、今日からお友だちね、由ゆ麻まちゃん」

「は、はい。……お姉ちゃま」

「お休みの日は、一緒に湖のほとりをお散歩しましょうね」

「はい、お姉ちゃま……っ」

「一緒に学校から帰ったり、ご本を読んだりおしゃべりしたり、二人で写真も撮りましょうね」

「はいっ、はいっ」

「あらあら、何を涙ぐんでいるの？」

「あ、あんまり嬉うれしくて……」

「ふふふ、おかしな子。でも、そういうところも可愛かわいいわ。わたしの由麻ちゃん」

「え……？　わたしの？」

「わたしの由麻ちゃんよ、あなたは」

「はわわわわ……」

　幸福の絶頂、というのだろうか。人間がこんなに幸せそうな表情ができるものかと思うほどに、由麻の顔は歓喜と陶とう酔すいにひたりまくっていた。

「もう少し、一緒にいたいわ。由麻ちゃん、まだ時間はだいじょうぶ？」

「は、はいっ。だいじょうぶですっ」

「実はね、由麻ちゃんに見てもらいたいものがあるの」

「え？　なんでしょうか」

「これなんだけど」

　あっけなく由麻から離れて、姫ひめ子こは制服の内うち懐ぶところから、一冊のノートを取り出した。可愛らしいデザインの、厚めのものだ。

　その瞬間、由麻の顔からとてつもない速度で血の気が退ひいた。

「そっ。そそそそ、それって、私の、小説の……。どうしてそれを……」

「悪いけど、それはいえないの」

「まさか、中を――」

「読んだわ」

「いやあああああ――――っ！！！！」

　天地も裂さけんばかりの由麻の悲鳴が、部屋の中に轟とどろきわたった。
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「というのは冗談。実はまだ見ていないの」

「えっ……？」

　スカートを花のように広げて床に座りこみ、顔を覆おおっていやいやをしていた由ゆ麻まは、はっと顔をあげた。

「読んでない……？　本当に？」

「本当よ。このノートは、そうね……神さまが届けてくださった、ということにしておきましょうか」

　姫ひめ子こは口もとに優しげな笑みを浮かべている――形だけは。

「そんなに驚くとは思わなかったのよ。ふうん……これって、由麻ちゃんの小説のノートだったのね。どんなお話が書いてあるのかしら」

　ぴら、と、ページをめくろうとする姫子。

「だめっ、だめっ！　お願い、見ないで。見ちゃだめ、見ちゃいやですっ！」

　涙目になった由麻が、必死に姫子からノートを取り返そうとする。だが姫子は、ダンスのような華麗なステップで、由麻の手を逃れた。

「そんなに見られたら困ることが書いてあるの？」

「困るんです！　ほんとに困るんです！　お願い、そのノートを返して……！」

　今や泣き出さんばかりに身み悶もだえ、懇こん願がんする由麻であった。呼吸も、ひいっ、ひいっ、としゃくりあげるようになっている。

「あなたがどんな小説を書いているのか、読んでみたいのに」

「だめっ、だめっ、絶対にだめっ！　それだけはほんとに……お願い、お願いしますっ……！　それを読まれたら、私、私……ああああ……」

「ふふっ。どうしようかなー」

　姫子がまたページに指をかける。

「ああっ、だめっ。開けないで。開いちゃだめえ！」

「どうしてもだめなの？　意地悪な由麻ちゃんね」

　どっちが意地悪なのか、とアヤメは思う。

　あんなノートのことは、アヤメは聞いていなかった。神さまが届けてくれた、とか姫子はいってるが、いったいどこから持ってきたんだろう。

　小説の中身は由麻の様子から想像がつく。たぶん、いろいろ恥ずかしい空想が書いてあるにちがいない。中学二年生の女の子なら、そんなもの、読まれたくないに決まっている。

　姫子が何を考えているのかよくわからない。幸福の絶頂に持ちあげておいて、一瞬でどん底に突き落とすとは。嗜し虐ぎやく的てきというか、ネコが獲物を弄もてあそぶようなやり口だ。

「わかったわ。あなたがそれほどいうなら読まないで返してあげる」

「ほ、本当に……？」

「その代わりに、わたしのお願いを聞いてもらえるかしら」

「はっ、はいっ。わたし、なんでもしますっ。どんなことでも、いうこと聞きますっ」

　そんなに安請け合いしてしまっていいのか、とアヤメははらはらする。いつの間にか、脅迫する側とされる側が逆転してしまった。

「それじゃあ、今からお使いを頼まれてほしいの」

「お使い……ですか？」

「五重の塔に行って、入口の前にいる子に、『自分も集まりに参加させてください』っていって。誰だれから聞いたか訊たずねられたら、『お姫さまに聞きました』って答えなさい。それが合い言葉だから。そして――ここからが大切よ――そこに誰がいたか、何があったか、あとでわたしに教えて。そうしてくれたら、ノートを読まずに返してあげるわ」

「で、でも、どうして。集まり、って、なんの……」

「行けばわかるわ。学院府のお仕事のお手伝いだと思ってちょうだい。だいじょうぶ、何も恐こわいことなんてないから。上じよう手ずにできたら、またいっしょにお茶を飲みましょうね」

「は……は、い……」

「それじゃあ、お行きなさい」

　ほとんど放心状態で、由ゆ麻まがうなずく。そして、魂が抜けてしまったかのような足どりで部屋から出ていった。

「もういいわよ、アヤメ」

　隠し扉を開けて、アヤメは部屋の中に戻った。頭の中は疑問だらけだ。

「どういうことなの、姫ひめ子こ。集まりって何？　それに、そのノート、どこから……」

　ぱらぱらぱらっ、と、無造作にノートをめくりながら姫子は答えた。

「さっき、由麻ちゃんの部屋から盗んできたの。簡単だったわ。部屋には誰もいなかったし、わたし、寄宿舎の中では、どの部屋にも自由に出入りできるから」

　そんなあっさり、犯罪行為を口にされても。

「由麻ちゃんぐらいの歳としの女の子は、たいてい、机の中に、他人に見られたくない秘密を隠しているものよ。思った通り、おもしろいものが出てきたわ」

　適当に開いたページに、姫子は目を落とす。アヤメはあわてる。

「ちょっとちょっと、だめだよ。読まないって約束したんでしょ」

「もう遅いわ。わたし、もう全部読んでしまったもの」

「それじゃ、まだ読んでないって、由麻ちゃんにいったのは……」

「嘘うそに決まっているでしょう」

　しれっ、と姫子は答える。

「あの子の趣味嗜し好こうがわかって参考になったわ。ほうじ茶も制服姿も由麻ちゃんの好みよ。読むと、どの話も、由麻ちゃん自身と『姫子さま』が主人公なの。罪のない空想だと思うけど、本人にしたら、わたしにだけは、絶対に読まれたくないでしょうね」

「最初からそのつもりだったの？　由麻ちゃんを逆に脅迫して、利用しようって……」

「そうよ。うまくいったでしょう？　あの子、自分がわたしを脅迫していることを忘れて、わたしのいいつけ通りにお使いに出ていったわ」

　姫ひめ子この口く調ちようも表情も、女神のように穏やかで優しい。だが、していることは、女神どころか、その正反対の所業だ。

「それなら、いきなりそのノートを見せればよかったんじゃ……。何も、デートの約束をしたり、喜ばせる必要なんて」

「最初に喜びを与える。次に、それが失われるのではないかという不安と恐怖を与える。ふたつの感情をセットにするほうが、より効果的なものなのよ」

「…………」

「人を動かすには、脅おどすだけではだめ。飴あめと鞭むち、その両方を与えなければね。……どうしたの。わたしのやりかたが気に入らない？」

　姫子は、アヤメの顔がずいぶん険けわしくなっていることに気づいたようだった。

「……姫子、由ゆ麻まちゃんに何をさせるつもり？　集まり、って、なんの集まりなの」

「夜啼鶯の宮ナイチンゲールの集まりよ」

「え……」

「今日は、夜啼鶯の宮が主催する、秘密の集会がある日なの。ゆうべ、屋根裏部屋でわたしと話していた子は、そのことを教えに来てくれたのよ」

「それってもしかして、三み千ち代よさんの秘密と関係があるの……？」

「ええ。三千代さまも会場にくるのよ。それがあの人の、秘密」

　思いがけない言葉にアヤメは絶句した。

　姫子は、ふっと唇を歪ゆがめた。

「わたしの計画を説明するわ。あなたの役割は『餌』になること」

「餌、って」

「三千代さまが集会に来ることは確実なの。ある目的のためにね。ただ、すぐに帰ってしまうこともあるらしいのよ。だから、わたしのふりをして引き止めてほしいの」

「そ、そんなの無理だよ。すぐばれちゃうに決まってるよ」

「それほど長い時間でなくていいわ。できる限り、その場に足止めしておいてくれれば」

「何がなんだかわかんないよ……。わたしと由麻ちゃんに何をさせたいの？」

「あなたと三千代さまが一緒にいるところを由麻ちゃんに目撃させて、証人になってもらうのよ。あなたの役割は、三千代さまを引きつける『餌』。由麻ちゃんの役割は、それを証言する『目撃者』。由麻ちゃんがこのことを明るみに出せば、三千代さまは確実に失脚するわ。なぜなら」

　姫子は、残忍な笑みを浮かべた。

「生徒総会であなたが成立させた校則があるから。違反者は氏名を公表し、そして厳罰を受ける。できたばかりのあの校則が、三み千ち代よさまを破滅させるのよ」

「…………！」

「わたしがあの校則を提案したのはこのためよ」

　アヤメの背せ筋すじに、ぞっと戦せん慄りつが走った。

（悪魔だ、この子！）

　三千代は自分を失脚させるための校則を、姫ひめ子こに作らされていたのだ。姫子にだまされて。姫子が自分を追い落とそうとしているなどとは、夢にも思わずに。

　姫子の笑顔が恐おそろしい。この学院に出没するという魔物、怨おん霊りよう。もしかしたら姫子こそが、その魔性のものではないのか。

「だけど……どうして三千代さんが夜啼鶯の宮ナイチンゲールに。あの人も夜啼鶯の宮のメンバーなの？」

「準メンバーといったところかしらね。だから、三千代さまに、わたしが怪け我がをしたことを黙っていたの。そんなことをいったら、三千代さまが怒って、集会に出るのをやめてしまうかもしれないから。それでは計画が台無しになるわ」

「…………」

　姫子はしなやかな指で、さわさわとアヤメの髪を撫なでた。

「いっておくけど、あなたにはなんの危険もないのよ。仮にあなたの存在が明るみに出ても、あなたはそもそもこの学院の生徒ではないから、校則違反は問題にならないわ。いわば、あなたは、たまたま学院に迷いこんでいた善意の第三者よ。わたしが裏で糸を引いていたことだけ、黙っていてくれればいいの」

　アヤメは呆ぼう然ぜんとしたまま、姫子の言葉を聞いている。髪を撫でられながら。

「あとで先生がたに質問されるようなことがあったら、こう答えて。あなたは、外をお散歩していた。そうしたら由ゆ麻まちゃんを見かけて、気になってつけていった。合い言葉も、由麻ちゃんのいったことを真ま似ねただけ。そうしたら夜啼鶯の宮の集会で、そこに三千代さまがいた。三千代さまにわたしと間違えられてしまい、とっさに、そのままわたしのふりをしてしまった……。細かいいいわけをどうするかは、あとで相談しましょう」

「そんな――自信ないよ。姫子が自分でいったほうがいいんじゃ……」

「わたしは、次の学院府長の候補なのよ。自分の素行に、わずかな疵きずもつけるわけにはいかないの。あなたが三千代さまと話しているあいだ、わたしは勉強室にでも顔を出しておくわ。万が一にも、本物のわたしが集会にいたと思われないように」

「五重の塔でいってた、もう一度身代わりをしてほしいって、このことだったの……」

「そうよ。――ただ、迷っていたのは、『目撃者』の役を誰だれにするかということ。あなたは生徒じゃないから証人としては弱い。ゆうべ屋根裏で話していた子は、夜啼鶯の宮に怪しまれているから使えない。五重の塔で会った子たちは、仲間うちでおしゃべりしそうだからこれも使えない。どうしようかと思っているところに、由麻ちゃんから脅迫状がきたの。わたしに好意を抱いてくれているみたいだから、この子なら利用できると思ったわ」

　姫ひめ子こは皮肉に微笑した。

「この学院の寄宿生は、みんな親元を離れて寂さびしい思いをしているでしょう。だから、特に歳とし下したの子は、わたしみたいに、優しく甘やかしてくれる先輩に弱いのよ。きっと母親を思いだすんでしょうね。わたしの手て管くだに、次から次へところころひっかかるわ」

「……そういういいかた、どうかと思うんだけど」

「それにね、わたし、自分ではよくわからないんだけれど、身体からだの匂においが少し甘みを帯びているらしいの」

　そうだ。初めてこの部屋に入った時、同じことをアヤメも感じたのだった。

「嗅きゆう覚かくは、視覚や聴覚と違って、直接情動にうったえかけるわ。わたしに惹ひきつけられる子は、無意識に、甘い匂いに反応しているのかもしれない。この学院の生徒は甘味に飢えているから」

　今も、姫子の周りには、ほのかな甘い香りが漂っている。

「わたしは、いってみれば、女の子を引き寄せるフェロモンを発しているようなものよ。いったんわたしのお友だちになった子は、なんでもいうことを――」

「ちょっと――ちょっと、待ってよ！」

　がまんできなくなって、アヤメは大声をあげた。

「わたしは、姫子を手伝うって約束したんだから手伝うよ。でも、由ゆ麻まちゃんはだめだよ、そんなことさせたら！」

「どういう意味かしら」

「何も知らない由麻ちゃんを、そんなふうに利用しちゃだめっていってるの！　夜啼鶯の宮ナイチンゲールって、悪いことばかりしてる子たちなんでしょ。そんな人たちのところに行かせて、由麻ちゃんが危ない目に遭あったらどうするの！」

「なお好都合ね。夜啼鶯の宮を潰つぶすいい口実になるわ」

「もし先生に見つかったら？　由麻ちゃんも、夜啼鶯の宮の仲間だと思われちゃうんじゃない？　座ざ敷しき牢ろうとかに入れられるんじゃ――」

「その可能性はあるわ。でも、仮にそうなっても、わたしに命じられたことは秘密にしていてくれるはずよ」

　姫子がにやりと笑う。

「あの子は、わたしのことが好きなんだから」

　アヤメはもう耐えられなかった。反射的に扉へ走る。

「どこへ行くの、アヤメ」

「由麻ちゃんを止めるの。こんな危ないこと、させられない」

「それはだめよ。わたしの計画がめちゃくちゃになるわ」

「姫ひめ子こ、自分のしてることがわかってるの？　あなたのことが大好きな女の子をだまして、脅おどして、危ない目に遭あわせようとしてるんだよ。それに三み千ち代よさんのことも。あなたのおさななじみなんでしょ？　仲よしだったんでしょ？」

「だから、なあに？」

「胸が痛まないの？　かわいそうだって思わないの？」

「少しも」

「…………」

　思いがけず、アヤメの目に涙がこみあげてきた。

　悔くやしい。なぜ悔しいのかわからないけど、悔しい。

　対照的に、いつしか姫子は表情を消し去っていた。

　いつもの優しげな笑顔も、いかにも善良そうな瞳ひとみの色も、今はどこにもない。残酷さや冷酷さすら感じられない。まるで心の中が読めない。

「姫子……！」

「…………」

　鏡合わせのように同じ姿、同じ顔をした二人の少女が、部屋の窓に映っている。

　だが、片方は激情に唇を震ふるわせ、もう片方は、まるで仮面をつけているかのように感情を完全に封じ込めている。

　アヤメがいった。

「人でなし」

　姫子が答えた。

「人でなしよ」

　アヤメがいった。

「嘘うそつき」

　姫子が答えた。

「嘘つきだわ」

「恥知らず、卑ひ怯きよう者もの、悪魔！」

「そのとおりね」

「あなたがそんな人だなんて思わなかった……」

「わたしをどんな人だと思っていたのかしら」

「口では恐こわいことばっかりいってても、ほんとは思いやりがあって、親切で、優しい子だって思ってたよ！」

「忘れたの？　わたしは極悪人で、魔女みたいな陰謀家で、権力欲の権ごん化げの、悪党よ。女神でも天使でもないわ」

「…………！」

　両の拳こぶしを握りしめ、アヤメが、涙で視界の歪ゆがんだ瞳ひとみで姫ひめ子こをにらむ。

　姫子も、深い色の瞳で、じっとアヤメを見つめ返す。

　ふたつの瞳が、まるで合わせ鏡のように互いを映しあっている――一瞬、アヤメの脳のう裏りに、そんな想念がひらめいた。

　アヤメは制服の袖そでで涙をぬぐった。

「わたし、由ゆ麻まちゃんを止めに行く。じゃましないでよ」

「いいの？　わたしの手伝いをしなければ、あなたは――」

　アヤメは最後まで聞いていなかった。

「あなたの思い通りになんかならないし、もう二度と、あなたの身代わりなんかしない！　あなたの顔も見たくない！」

「…………」

　姫子が視線を落とした。

「……それは難しいでしょうね。あなたが鏡を見れば、わたしはそこにいるもの」

　つぶやくような声を背中で聞きながら、アヤメは、勢いよく扉を閉めて部屋を出た。



    

  
    
      　

第七章

乙女のうたげ



一



「姫子のバカ！　あーもう、ひっぱたいてやればよかった！」

　走りながらアヤメは興奮状態だった。

「待ってて、由麻ちゃん。絶対にわたしが助けてあげるからね！　姫子の思い通りになんか、絶対にさせない！」

　自分の記憶のことよりも何よりも、今は由麻が心配だ。なんの集会だか、三み千ち代よがどうしてそんな場所にくるのか知らないが、絶対に由麻を守らなければならない。姫子の計画なんてぶち壊しになってもかまわない。むしろ積極的にぶち壊してやりたいくらいだ。

　昇降口で自分の靴に履はき替え、外に飛びだす。夜の林を、今夜も月が照らしている。

　姫子は追いかけてこなかった。由麻に追いつくはずがないと思っているのだろうか。それとも、アヤメが自分に逆らうはずがないとタカをくくっているのだろうか。

（ううん、あとで考えよう。今は、由麻ちゃんを止めるのが最優先だ！）

　竹の林を走り抜ける。月光を浴びて五重の塔がそびえている。窓には明かりがなく、真っ暗だ。確かに魔物ぐらい出てきそうな雰ふん囲い気きだ。

　はっと木陰に隠れた。たった今、扉の中に入っていったのは、由ゆ麻まの姿に間違いない。

（遅かった！）

　かといって、引き返すわけにはいかない。こうなったら、自分も中に入るまでだ。

　由麻が入ると、黒い服を着た二人の女の子が扉を閉め、すぐ暗がりに姿を消した。

（あれが、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの生徒なのかな）

　なるほど、確かに夜の闇やみにまぎれて活動している。

　しかし困った。姫ひめ子こと同じ顔で出ていって、すんなり中に入れてもらえるだろうか。そもそも姫子は、どうやってアヤメを集会に送りこむつもりだったのだろう？

（そうだ、変装すれば！）

　ポケットからさっきのメガネを出し、口にくわえる。長い髪を手早く三つ編みにする。

　これだけでも印象はだいぶ違うはずだ。

　メガネをかけて歩きだす。幸い、月が雲に隠れて、周囲は真っ暗だ。

　繁しげみの陰から門番の女の子たちがあらわれた。意外に礼儀正しく頭を下げる。

「あの、わたしも集まりに参加させてもらいたいんですけど」

「どなたに聞いていらっしゃいましたか？」

「えー。お姫さまから聞いてきました」

　合い言葉を告げると、二人の門番少女はうなずきあい、扉を開けてくれた。

「暗いからお気をつけて。廊下をぐるっと回られたところが入口です」

　よかった。変装と夜よる闇やみのおかげで、怪しまれずにすんだようだ。

　塔の中は、戸外よりさらに暗かった。階段を通りすぎ、一階の回廊を進む。古い床板がぎしぎし鳴る。扉の前に小さな行灯あんどんが置かれ、ほんのり明かりを点つけている。

　心臓が激しく鳴っている。どんな集会なのだろう。この塔では怨おん霊りようを鎮しずめる儀式が行われていたという。なんかそんな類たぐいのことなのだろうか。あるいは、夜啼鶯の宮の幹部たちの秘密会議だろうか。

　なんのかんのいっても女子高校生と女子中学生の集まりだ。マフィアとか暴力団が開くような危険な会合だとは思えないが――。

　でも、わからない。この学院には、奇妙なことが多すぎる。

　もっとも、一番奇妙なのは、アヤメの存在そのものなのだが……。

　把とつ手てをつかみ、思いきって開く。

　すると――。

　そこにはメイドさんが立っていた。

「お帰りなさいませ、お嬢さま。秘密のチョコレートパーティにようこそ～」

　大正時代のカフェの女じよ給きゆうさんのような、着物とエプロンをアレンジした和風スタイルの小こ柄がらなメイドさんは、可愛かわいく小首をかしげ、にっこり明るくほほえんだのだった。



二



　姫ひめ子この思い通りにはさせない！　力ずくでも由ゆ麻まちゃんを助けるぞ！　――と、根性をすえて乗りこんできたのに、いきなり気合をはぐらかされてしまった。

（秘密の集会って、チョコレートパーティのことだったの？？？）

　悪の幹部の会議ではないのか、とか、ひょっとしたら三み千ち代よがそのメンバーで――なんてことも漠ばく然ぜんと想像していたのだが、大はずれだった。

　部屋はそれほど広くない。教室ふたつぶんほどだ。窓には暗幕がかけられ、外からのぞけないようになっている。

　照明は、あちこちに置かれた小さな行灯あんどんだけだ。暗い。目の前のメイドさんの顔も、よくわからない。秘密めいて、危ない雰ふん囲い気きだ。

　床にはいくつもクッションが置かれ、二十人ほどの女の子たちが、適当に散らばって座っている。暗くてわからないが、どこかに三千代もいるのだろうか。

（非合法のドラッグパーティって、ひょっとしたらこんな感じなのかも）

　でも、ただよっているのは甘く優しいチョコレートの香り。

　かすかに流れている音楽も、静かな琴の曲だ。

　妖あやしいんだか格調高いんだかよくわからない。

（確かにここなら見つかりにくいだろうな……。おばけとか幽霊の噂うわさがあるから、あんまり生徒も来ないだろうし）

　いや、もしかしたら、そういう噂を流していたのは夜啼鶯の宮ナイチンゲールなのかもしれない。一般の生徒たちを近づけないため、怪しい噂を広めていたのかも。

「こちらへどうぞ、お嬢さま」

　アヤメより頭ひとつ分小さいメイドさんが歩きだす。足音を立てないためか、白いスニーカーを履はいている。この子も、夜啼鶯の宮のメンバーの生徒なのだろうか。

（この声、どこかで聞いたような）

　どこでだっただろう。でも、これは秘密パーティなのだから「あなたとどこかで会いましたっけ」なんて訊たずねたら警戒されるだろう。

　とりあえず別のことを訊きいてみる。

「あのー、質問なんですけど」

「なんでございましょう、お嬢さま」

「さっき、どうして『お帰りなさい』って」

「ここを、ご自分のおうちのように思っていただきたいからです。わたくしたちのことは、ご自宅に雇やとっている者と考えて、なんでもお申しつけください」

「はあ……」

　声質はちょっと幼いが、受け答えがきびきびして、有能そうなメイドさんだ。暗くてはっきり見えないが、やや勝気そうな顔立ちをしているようだ。たぶん中等部の生徒だろうが、由ゆ麻まとはずいぶんタイプが違う。

　メイドさんはほかにも何人かいて、ひそやかに動き回り、お客を世話していた。

　お客の女の子たちもメイドさんたちも、当然、この学院の生徒なのだろう。それぞれ思い思いの服を着ている。アヤメのように制服姿の子も少なくない。

「どうぞ、こちらのクッションにお座りくださいませ。お嬢さま」

「あ、すみません」

　なんだか調子が狂ってしまう。基本的には殴りこみにきたはずなのだが。

　誰だれもアヤメに関心を払おうとはしない。ある者は一人で静かに文庫本など読んでいる。四、五人のグループをつくって、小声でおしゃべりをしている者たちもいる。女の子同士で、何やらいちゃいちゃしている二人組もいる。

　メイドさんが、すっ、と、アヤメの前に紙皿とコップを置いてくれた。皿にはマシュマロチョコと乳白色のミルクキャンディ、コップにはオレンジジュースが入っていた。

「あの。わたしの前に、十三歳ぐらいの可愛かわいい子が来たと思うんだけど、どこにいるかわかりますか。会いたいんだけど」

「そのかたなら、あちらにおいでです」

　いわれて見ると、少し離れた場所に由麻らしき小さな影が座っていた。一人ではない。高等部の生徒とおぼしき女の子が隣にいて、なんだか熱心に、ひそひそと話しかけている。由麻がどんな表情かは、暗くて見えない。

「おわかりと思いますけど、お声をかけるなら、順番を守って、あちらのかたが離れてからになさってください。ここではトラブルは禁物ですから」

　意味がわからない。

「えっと、わたし、まだ慣れてなくて。順番って、どういう」

　メイドさんはささやき声で説明してくれた。

「ここは、チョコレートを召めし上がっていただく場であるとともに、お友だちを見つける場所でもあるんですよ」

「お友だち？」

「ええ。もちろん、何をしようとご自由です。あちらのかたのように、一人でゆっくりご本を読むのも、あちらのかたたちのように幾人かでおしゃべりを楽しむのも。そして、気の合う仲よしさんをお探しになるのも」

「仲よしさん、ですか」

　アヤメがまだわからずにいるのを見てとり、メイドさんはさらに声を小さくした。

「つまりですね。ここは、ある種の社交場。もっとありていに申しますと、非合法のナンパカフェ、女の子同士のハッテン場なんです。花はな時雨しぐれ学院では、生徒同士が過度に親しくなることも禁止で、学生らしく節度を保った友情を育はぐくむよう定められてるでしょう？　でもここでは、そんな規則は関係ないんです」

（……い、いかがわしすぎる）

　一気に気持ちが退ひいてしまうアヤメだった。悪の組織の秘密会議のほうが、ずっと健全な気がする。

　すると由ゆ麻まは今、あの上級生に口く説どかれている真っ最中というわけか。

（困ってるだろうなあ。ひとの誘いをきっぱり断ったりするの、苦手そうだし）

　こんな場所に由麻ちゃんを送りこむとは、やはり姫ひめ子このやり口はあんまりだ。

　早く助けてあげたいが、うかつに騒ぎを起こすわけにはいかない。

　それにしても、いくら禁欲主義のお嬢さま学校とはいえ、友だちづきあいまで校則で制限するのは、いきすぎじゃないだろうか。

　なぜそんなに厳しい禁欲を、生徒たちに押しつける必要があるのだろう。

　これでは、学校というより……そう、まるで――。

　刑務所とか、収容所、みたいな……。

「ほかにご質問はありませんか？」

　問われて、はっと気づいた。

（この声――思いだした！　屋根裏で姫子としゃべってた、スパイの女の子だ！）

　間違いない。ちょっと舌足らずの幼い声。姫子に心服していて、「お手に口づけさせてください」なんていっていた、あの少女だ。

「あ、あのね、も少しお話しさせて。ええと、あなたもここでお友だちを探してるの？」

　とりあえず、怪しまれなさそうな質問をひねりだしたつもりだった。

　が、姫子のスパイのメイドさんは、表情をこわばらせた。

「いえ、私はそういう目的では。――もしかして、私にご興味がおありですか？」

　なんか誤解されちゃったみたいである。でも、ちょうどいいからその誤解に便びん乗じようする。

「そっ、そうなの。あなた可愛かわいいから、もうちょっとおしゃべりしたくて。あはは」

　姫子の目的とか裏の顔について、できればさりげなく聞きだしたい。と思ったのだが、メイドさんは、細い胴を自ら抱くようにして、警戒的に後あとずさりした。

「申しわけありませんが、私、もう親しくさせていただいてるかたがいるので……」

　姫子のことだろう。身持ちの堅い女の子みたいだ。

「それってどんな人？　教えてくれない？」

「でも、ここではプライベートなことは……」

「名前とかいわなくていいから。きっと、すてきな人なんだろうね」

　そう水をむけてみると、メイドさんはちょっと迷いながらも口を開いた。誰だれかにのろけてみたい誘惑に勝てなかったようだ。

「はい、あの……世界で一番すてきな人です。おきれいで、お上品で、頭もよくて、ほんとにすばらしいおかたなんです」

「あなたとはそんなに仲よしなの？」

「ええ。私のこと、誰よりも可愛かわいいっていってくださって。それに、ほかの人にはいわない本当のお考えも、私にだけは話してくださるんです。『わたしが信じているのはあなただけよ』っておっしゃって……」

　うっとりした表情。余計なお世話と思いつつも、ひと言忠告してあげたくなった。

「でも、それだけすてきな人だったら、ほかにも仲のいい人がいるんじゃない？　たとえば、別の誰かにも同じようなこといってるとか」

「そんなことありません！」

　むきになってくってかかってきた。しっかりしているようでも、姫ひめ子このことでは冷静でいられなくなるらしい。

　メイドさんは、瞳ひとみをゆらめかせて独ひとり言のようにつぶやいた。

「……あのかたは、私だけを大事にしてくれるはずです。『新しい手て駒ごま』とかおっしゃってたけど……そんな子になんか、私、絶対に負けないもん」

　口く調ちように年相応の子どもっぽさがにじんだ。きゅっと唇をかんで、瞳にきらり、嫉しつ妬との光。アヤメは困惑する。

（その新しい手駒って、実はわたしのことなんだけど……）

　どうやらこのメイドさんは「新しい手駒」が誰なのか、気になってならないようだ。

　スパイだとバレかけているのに、危険を犯おかしてパーティに来たのも、そのためだろうか。ここに来れば「新しい手駒」の顔が見られる、そう思ったのかもしれない。

「私、おしゃべりしすぎました。失礼します」

　引き止める間もなく、姫子のスパイのメイドさんはそそくさと去った。

（あの子も完全に、姫子にたぶらかされちゃってる……）

　さらなる姫子への怒りが沸いてくる。できることなら今の子の目もさましてあげたい。姫子が実は、いろんな子を毒どく牙がにかけてるとんでもないひどいヤツだと知らせてあげたい。

　でもあの調子では、とても信じてもらえないだろう。もどかしく、腹立たしい。

　とりあえず、気を落ちつけるためにチョコをひと口かじる。甘い。

（……でも、別に普通のチョコみたい）

　何がどうということもない、あたりまえのチョコだ。特に高級品でもなさそうだ。そのへんのお店で売られているようなものだ。

　だが、こんな山奥で、禁欲的な生活を強しいられてる女の子たちにしたら、これだけのお菓子でも、ご馳ち走そうなのだろう。

（すごい不健全な場所みたいな気がしてたけど、よく考えたら、やってることは普通の喫茶店と変わりないんだよね）

　甘いものを楽しみながら読書を楽しんだり、おしゃべりしたり、気の合う友だちを探すなんて、学生街の喫茶店やファーストフード店では、よくある光景だろう。

（……まあ、あそこに座ってる人たちみたいにあんまりいちゃつくのは、普通のお店だとマナー違反だろうけど）

　山奥の学院。外界から隔かく絶ぜつされた環境で、禁欲生活を強いられている少女たち。

　このパーティに来ている生徒たちは、それに耐えられなくなったのだろう。つまるところ、校則が厳しすぎるから、普通のこともアンダーグラウンド化してしまうのだ。

　が、考察にふけってばかりはいられない。早く由ゆ麻まと脱出しないと。

（由麻ちゃん、だいじょうぶかなあ……）

　アヤメは思いきって席を立ち、紙皿とジュースを持って、由麻の近くに移動した。できれば騒ぎを起こさず、こっそりと連れ出したい。

　すこし距離をとって、置いてあったクッションに座る。ひそひそ声が聞こえてきた。

「あの……チョコレート、食べないの？」

　上級生の声だ。あんまり強引に迫っている感じではない。むしろ緊張気味らしい。

「は、はい。校則で禁止されてますし……」

　負けず劣らず緊張した様子の由麻が、細い声で答える。

　上級生は、ぎこちなく笑ったようだ。

「おかしなこというのね。それなら、どうしてこのパーティに参加したの？」

「ええと――」

　答えに詰まる由麻。姫ひめ子こに命じられてきたことは秘密なのだ。

「その、なんていうか、気がついたら、そういうことになって。でも、勝手に帰ったらノートを読まれちゃうかもしれないし」

「ノート？」

「あっ。なんでもないんです、なんでも」

「くすっ、おかしな子」

「すみません……」

「あやまらなくていいわ。あなたみたいな人に会えてよかった。ほんとはね、私、こういう場所に慣れていないから、緊張しているの」

「私も、こんなパーティがあるなんて、ぜんぜん知りませんでした」

　ぎこちない会話はつづく。

「あの、私ね、あまりお友だちがいないの。周りからはお堅い優等生って見られてるから。……一人だけ親しい先輩がいるんだけど、その先輩は、ほかに気にしている人がいて……。私、髪形や見かけも、その先輩の好みに合わせてるんだけど……」

「せつないですよね、そういうのって」

「わかってもらえる？」

「はい、すごく」

「その先輩にね、いわれたの。『おまえは生き真面目まじめすぎる。羽目をはずすことをおぼえたほうがいい』って。先輩はこのパーティの常連で――私、先輩に少しでも近づきたくて、それで、ここに来てみることにしたのよ」

「お気持ち、よくわかります」

「あなたから見て、どう？　私、やっぱり堅そうな、面白みのない人間かしら」

「いえ、ええと……。頭のよさそうな人だなあって」

「ふふふ。ありがとう、気を遣つかったいいかたをしてくれて」

　上級生はちょっと自じ嘲ちようぎみに笑った。

　アヤメは、相手の上級生にも同情したくなってきた。そんなに悪い人ではなさそうだし、たぶん、人づきあいが器用にできないタイプなのだろう。だからといって、こういうパーティに参加するのは、軽はずみだとは思うが。

（でも、あの声も、どこかで聞いたことがあるような……）

　由ゆ麻まと上級生の会話はつづく。

「あなたみたいな子と仲よくなれたら、きっと楽しいでしょうね。どうかしら……私とお友だちになってくれない？」

　おずおずと上級生がきりだす。

「で、でも私も、ほかに仲よくしたい先輩がいるんです」

「そう……。私が好きになる人は、みんな誰だれかにとられちゃうのね」

　その時、上級生の顔がふっと横をむいて、明かりに顔が照らしだされた。

（えっ！）

　アヤメはあやうく声をあげそうになった。

　由麻を口く説どいていた上級生とは、学院府書記の間ま野の和かず季きだったのだ。

（ど、どうなっちゃってるの。先輩に近づきたくて来てみたっていってたけど……その先輩って、つまり……）

「隣、いいかな」

「あっ、はい。どうぞ」

　場所を空あけようとふりむき――。

（ひーっ！）

　アヤメはメガネの下の目を大きく見開いた。

　暗くても見間違えようがない。そこにいたのは、嵯さ峨が島しま三み千ち代よだった。やはり三千代もこのパーティに出席していたのだ。

　三千代は、薄笑みを浮かべた唇を、ぺろりと舐なめた。

「きみ、可愛かわいいね」



三



「みちよさ……！」

「しぃーっ」

　三千代はいたずらっぽく瞳ひとみを輝かせ、アヤメの唇を指で押さえた。

「声を出さないで。学院府長の私と、書記の和かず季きがこんな場所に出入りしているとわかったら、学校をやめなければならなくなる」

　そういって和季を見やる。和季のほうは、由ゆ麻まと話すのに夢中で、三千代がここにいることに気づいていないようだ。

「和季にも友だちができたようだ。私たちも楽しくやろう」

　艶えん然ぜんと微笑する。まだ相手がアヤメだと気づいていないらしい。

「私は夜目が利かないほうでね。もっとよく顔を見せて」

　アヤメの顎あごに指をかけ、くいっとあおむかせようとする。

　が、ここで正体がバレたら、絶対ややこしいことになる。由麻を連れ出すこともできなくなるかもしれない。アヤメは必死に、三千代から顔を背そむけた。

「で、でも、その。あんまりじっくり見られると、わたし、恥ずかしくて」

　とっさに作り声。三千代はくすくす笑った。

「ますます可愛いな。まあいいさ。じらされるのは嫌いじゃないから」

　三千代はその場に腰を据すえてしまった。はからずも姫ひめ子こが望んだのと似たような展開になったわけだ。もっとも、アヤメは姫子の計画など無視するつもりだが。

　三千代は、こちらの正体にはまったく気づかない。とはいえ、こんなにべったりくっついていたら、バレるのは時間の問題だろう。

　焦りに焦っているアヤメの内心も知らず、三千代はささやきかけてくる。

「きみ、ほんとに私の好みにぴったりだよ。私は、下級生でおとなしそうな、メガネの女の子が好きなんだ。三つ編みにしてるのも、私的に非常にポイントが高い」

　なんだ、そのマニアックな趣味は。

　――ではやはり、和季がいっていた「先輩」とは三千代のことなのだろう。和季は、三千代の趣味に合わせて、三つ編みメガネ少女をやっていたのだ。

「どうしてそんなに顔を背そむけるんだ。私のことが恐こわいかい」

「いえ、そういうわけじゃ。ただ、あんまりびっくりしたので……」

「夜啼鶯の宮ナイチンゲールを取り締しまる立場にある私が、こんなパーティの常連だったことが？　無理もないが、私は別にスパイじゃないよ」

　スパイは、どちらかというとアヤメのほうのような気がする。

「私は本当は、夜啼鶯の宮を潰つぶすつもりなんか、最初からないのさ。生徒総会であんな校則を決めたのも、取り締まりの全権限を学院府が握るため。そうすれば、先生たちは手を出しにくくなるからね」

　三み千ち代よはそのつもりかもしれないが、姫ひめ子この思おも惑わくは違う。三千代は知らないのだ。あの校則が自分を失脚させるための罠わなであることを。

「私は、ずっと前からこのパーティのお客だったんだよ。『お友だち』もずいぶんできたが、誰だれも私のことを密告しなかった。なぜだかわかるかい」

「さ、さあ」

「それはね、夜啼鶯の宮を裏切ったら、必ず仕返しされるからさ」

　もし、ここで正体がバレたら、アヤメや由ゆ麻まも、その仕返しとやらを受ける羽目になるのだろうか。

「これで、私が敵じゃないとわかってもらえたかな」



    

  
    
      



    

  
    
      「ええと、はい、まあ」

「そんなに顔を伏せないで。ああ……なんてきれいな髪だ。上じよう手ずに編まれた長い髪って芸術品だな。編み目をこんなふうに撫なでているだけで、くるおしい気持ちになってくるよ」

「あ、ありがとうございます」

「私はね……寂さびしいんだよ」

　わざとらしく思い入れたっぷりに、三み千ち代よが目を伏せた。

「はあ、寂しいんですか」

　われながらマヌケな答えだ。

「寂しい……寂しすぎる。こんな山奥で、僧院みたいな生活をさせられて……。なんの楽しみもなく、娯楽も、友だちづきあいまで制限されて……。時々本当にやりきれなくなってしまうよ。きみも、この学院の生徒ならわかるだろ」

　同意を求められても困る。アヤメはまだ新参者だし、この学院の生徒ですらない。

「……私は、その上に学院府長という重責を負っている。つらいよ……。重い責任を負っている者の孤独と哀かなしみを、周りの者はわかってくれない」

　とかなんとか同情を誘うようなことをいいながら、さわさわと、スカートの上からアヤメを撫でる。だが、ふりはらうわけにもいかない。

「この学院の学院府長は、過酷な仕事だ。立ちむかわねばならない相手は、夜啼鶯の宮ナイチンゲールだけじゃない。いろんな陰謀や罠わなが、蜘く蛛もの巣みたいに張りめぐらされていて、一瞬も気を抜くことができないんだ。一般の生徒である君たちは、何も知らないだろうがね」

　陰謀。罠。いったいなんのことだろう。

「だから私は、いつしかこういう場所に慰なぐさめを見いだすようになったんだ。危険な遊びだとわかっていても、あまりの孤独さゆえに、やめられないんだよ」

　くっ、と、わざとらしく喉のどをつまらせたりするあたり、三千代もなかなか芸が細かい。

「おや？　よく見ると、きみ、ちょっと姫ひめ子こに似てるな」

「ぎくっ」

「いいね。ますます、いい。姫子に似た子が、メガネをかけて三つ編みにしているなんて、まさに理想だ」

　奇妙なことに、三千代はまだ、目の前にいるのが春日かすがアヤメだと思い至らないらしい。その瞳ひとみはらんらんと輝き、息づかいも荒くなっている。ちょっと冷静さを失っている感じだ。――ていうか、この人、いろんな意味であぶなすぎる。

「もう自分をおさえられない。きみと仲よくならずにはいられないよ」

　三千代がアヤメの手を握ってきた。

「ほかの誰だれにも渡さない。絶対にきみを私のものにする。決めた」

「勝手に決められても。ちょっと、あの、痛いんですけど」

「大声を出さないで」

「でも、ほかの人たちに見られたら……」

「ここでは誰だれもが他人に不干渉だ。こんなに暗いし、何をしてもだいじょうぶだよ」

「そんな。全然だいじょうぶじゃ」

「強引に迫られるのは嫌いかい。なあに。慣れてしまえば、こういうのも良いものだよ」

「慣れたくない、慣れたくないです」

「その初うい々ういしい反応、昔のあどけなかった頃ころの姫ひめ子こを思いだすよ」

　さらに瞳ひとみに異様な熱を宿して、息づかい荒く三み千ち代よがささやく。

　なんとか話をはぐらかそうと、もがきながら訊たずねる。

「む、昔って。三千代さまは、姫子さまと昔から友だちだったんですか？」

　和かず季きもそんなことをいっていたが。

「そうだよ。まだ姫子が小学校にあがる前、姉妹のように仲がよかったんだ」

「幼稚園が一緒だったとか？」

「私たちは親しん戚せき同士なんだよ」

「え……」

「姫子は佳か代よ花はな家の本家の跡取り娘で、私や和季は分家の生まれなんだ。私は一時期、姫子と一緒に暮らしていてね。あの子はいつも私のあとをついてきた。私も姫子が大好きだった……」

　いつの間にか、アヤメを撫なでる手が止まっていた。なんだか目もうつろだ。

（……ひょっとして、三千代さん、酔ってるんじゃ）

　三千代は、アヤメに迫るのを忘れたかのようにしゃべりつづける。

「姫子はきれいで、誰よりも優しい子だった。私が転んだりすると、私より先に自分が泣いてしまうんだ。かわいそう、かわいそうといってね。私が風か邪ぜでもひこうものなら、心配してそばから離れようとしない。うつるからあっちにおいきといっても、どうしても動かないんだ。そして結局、風邪をうつしてしまって、二人で寝込む羽目になったりした。一番仲がいいのは私だったけど、分けへだてなく誰に対しても優しかった」

　本当だろうか。残酷で冷酷でサド趣味の今の姫子とは、まるで別人だ。

「人一倍さびしがりやで甘えっ子で……でも我慢強くて意地っぱりで、見ているとはらはらすることも多かった。この子は私が守ってあげなくちゃいけない。子ども心に、私は本気でそう思ったよ。それからしばらく会う機会がなくなって、この学院で再会して――」

　そんなよい子がなぜ、あんな野心家の腹黒少女になったのだろう。まさか小学校にあがる前からネコをかぶっていたわけでもないだろうし。

　何か、あったのだろうか……。

「姫子」

「ひぇっ」

　いきなり三み千ち代よがアヤメにぐっと接近してきた。

「姫ひめ子こ、私にはおまえが必要だ。どこにも行かないでくれ、姫子……」

「ちょ、ちょっと、三千代さん。わたし、姫子じゃ」

　いいかけて、はっとした。三千代の瞳ひとみは異様にきらめき、焦点が合っていない。

（三千代さん、普通じゃない！）

　もう間違いない。理由はわからないが、三千代は正気を失いかけているのだ。



四



　三千代は、アヤメを完全に姫子だと錯覚しているらしかった。両手首をつかまれ、アヤメは動けなくなってしまった。

「われわれにはおまえしかいない。われわれは、ずっとおまえを待っていたんだ……」

「み、三千代さん。落ちついて。わたし、姫子じゃないよ」

「姫子！」

　三千代が無理やりアヤメを床に押し倒した。メガネが音を立てて床に落ち、アヤメの素顔があらわになった。

「だ、だめだよ、三千代さん。やめて！　あ、やだっ……」

　三千代は、乱暴にアヤメの髪をほどいた。長い黒髪が床に広がる。

「しっかりしてよ、三千代さん。わたしだよ！　ほら、姫子にそっくりの春日かすがアヤメ。よく見てよ！」

「……姫子、私たちのものになってくれ。おまえはわれわれの姫ひめ巫み女こだ。おまえさえいてくれれば、われわれはこの世に出てくることができるんだ」

「三千代さん、何いってるの？」

「おまえの身体からだを私にくれ。おまえは私の――私たちのものだ」

（助けて、誰だれか……！）

　ほかの生徒たちを見回し――。ぎょっとした。

　いつの間にか、生徒たちは立ちあがり、アヤメと三千代を囲んでいた。みんな無表情にうつろな瞳だ。正気を失っていることがひと目でわかった。

　由ゆ麻まも和かず季きも、姫子のスパイのメイドさんも、能面のように表情がない。ただじっと、アヤメと三千代を見つめている。

「みんな、どうしちゃったの？　由麻ちゃん、和季さん！」

　異変はそれだけではなかった。いつの間にか、床を這はうように、奇妙な緋ひ色いろの煙がもやもやと広がっていた。煙は彼女たちの足を浸ひたし、波のように、すねや膝ひざにまでぶつかり、気体のしぶきとなって砕けた。

　アヤメの周りには、まだ煙は来ていない。が、忍び寄るように近づいてくる。動きだした生徒たちの歩みとともに。

「姫ひめ子こさま……」

「姫子さまがいらっしゃる……」

「わたしたちの姫君が……」

「ようやくいらしてくださった……」

　口々につぶやきながら、由ゆ麻まが、和かず季きが、生徒たちが、アヤメの身体からだに手をかける。

「いやああ――っ！」

　女の子たちに担かつがれ、アヤメは空中に高く掲かかげられた。前髪が、ふぁさっ、と反そり返るように落ち、おでこがむきだしになった。

「おろして！　ああっ、落ちちゃう！　落っこちちゃうっ！」

　しかし誰だれもいうことを聞かない。アヤメの身体はあおむけのまま、神み輿こしのように運ばれて、室の中心に乱暴におろされた。

「あうっ！」

　背中を打った衝撃で、すぐには動けない。

　はっ、と周囲を見まわす。

　いつの間にか床に、奇妙な光の図形が浮かびあがっていた。

　アヤメを中心とした正方形の図ず柄がらだ。正方形の中に小さな正方形が、その中にまた、小さな正方形が。それぞれ外側の四辺に頂点を接するようにあらわれた。

　線と線のあいだには、奇妙な文字が無数にあらわれていた。もちろんアヤメには読めない。どことなく、仏の像を描いた「曼まん陀だ羅ら」に似ているように思える。が、本物の曼陀羅とは違って、まがまがしく意味不明の図形だ。

「なんなの、これ……！」

　身体を起こそうとする。が、できなかった。光の文字の羅列が、金輪のように、手首と足首にはまっている。アヤメは腕と脚あしを大の字にした状態で、床に押さえつけられていたのだ。制服のスカートが大きく広がっている。

　そして周りを、由麻や和季や、生徒たちが囲んでいる。意思を失ったような無表情で、瞳ひとみだけを淡く輝かせて。

　横たわったアヤメを、三み千ち代よが頭上から、逆さまにのぞきこむ。

「姫子、おまえは私たちの姫ひめ巫み女こだ」

「ひ、ひめみこ？」

「ここにいる誰もがおまえを愛し、求め、欲している。おまえがいてくれれば、私たちはなんでもできる。おまえこそは私たちの姫だ。私たちを救っておくれ。その力で――」

　地の底から響いてくるような三み千ち代よの声。時に舌をもつれさせて、つぶやくようなその口く調ちようは、まるで誰だれかにあやつられているようだ。

「あなた、ほんとに三千代さん……？」

　赤い煙は、意志を持つもののように、正方形の光を取り巻いて増殖し、線に沿って図形の中に侵入してきた。アヤメの爪つま先さきを、すねを覆おおい、しだいに脚あしを這はいあがってくる。

　煙に実体はないらしく、形のあるものに触られている感触はない。だが、冷たくおぞましい感覚が身体からだに広がり、急激に体温が低下してゆく。

　赤い煙はアヤメの膝ひざを、腿ももを覆い、さらに上にまで達しつつある。

「やだ、誰か助けて……誰か！」

　答える者は誰もいない。必死にもがきながら、思いついたその名を叫ぶ。

「助けて、姫ひめ子こ！」

　その時。

　アヤメを囲んだ生徒たちの中から、一人のメイドさんがひらりとジャンプし、アヤメの大きく開かれた両りよう脚あしのあいだに、優雅に着地した。

　とたん、ひるんだように、赤い煙がさあっと退ひいた。

「ほんとに、手間のかかる人ね」

　そういって、メイドさんがアヤメを見おろす。アヤメは、大きく目を見張った。

「姫子！」

　それは姫子だった。着物とエプロンの、和風のメイドさん姿がよく似合っている。足には白いスニーカーを履はいている。

「ひ、姫子。いつの間に……」

「この姿で、ずっとあなたのそばにいたのよ。暗いからわからなかったようだけど」

　正気を失った三千代が、低い声で訊たずねる。

「……おまえは誰だ。私たちの邪魔をするつもりか」

　姫子は恐おそれげもなく答える。その口調は、ふだん三千代に対するものとは違っている。

「あなたたちが憑より代しろにしようとしていた者よ。わたしは、この地を統すべる姫ひめ巫み女こ」

　メイド服の帯を解き、一気に脱ぎ捨てる。

「わたしの名は――佳か代よ花はな姫子！」

　一瞬で姫子の服装が変わった。

　上半身は白しろ装しよう束ぞく。下半身に穿はいている衣装は袴はかまを思わせる。手には奇妙な形の金属の棒。錫しやく杖じようというのだろうか。全体のルックスは巫み女こさんに似ている。

　目をまん丸にするアヤメに、姫子は、ごくそっけなく告げた。

「計画を中止するって、あなたと由ゆ麻まちゃんに伝えにきたの。変装して、あなたに声をかけるタイミングをうかがっていたのよ」

「計画を、中止……？　わたしたちのこと、迎えにきてくれたの？」

「仕方がないでしょう。あなたを放っておくと、何をするかわからないもの」

　そして、さらにそっけなくつけ加えた。

「いっておくけど、べつにあなたに叱しかられて反省したわけじゃないわよ」

「えっ……」

「――なんでもないわ。忘れなさい」

　姫ひめ子こは「ひと言よけいだった」という顔をして、そっぽをむいた。

　こんな状況にもかかわらず、アヤメの頬ほおは、へにゃっとゆるんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　

第八章

アヤメと姫子



一



　巫み女こさんのような姿になった姫ひめ子こは、錫しやく杖じようを構えて生徒たちをにらみつけた。

　三み千ち代よや由ゆ麻まや和かず季きたちは、まだうつろな瞳ひとみのまま、周りを囲んでいる。

　巫女装しよう束ぞくといっても、飾りや模様がほどこされ、彩いろどりもあざやかで、どことなくエキゾチックだ。白いスニーカーを履はいていることは別としても、純和風とは少し違う。

　アヤメを拘束していた光の輪は消えていた。曼まん陀だ羅らに似た方陣も消滅している。

「気をつけて、アヤメ。このものたちは、あなたを佳か代よ花はな姫子だと思っているわ。あなたを狙ねらってくるわよ」

「こんなことまで代役なんかしたくないよ……」

「隙すきがあったら逃げなさい。あの柱の陰に隠し扉があるわ。わたしもそこから入ってきたの。壁の羽目板をはずせば、地下の通路におりられるわ」

　いったいこの学院には、どれほど縦横無尽に隠し通路が走っているのだ。

「姫子、みんなどうしちゃったの？　それに、その巫女さんみたいなかっこ……」

「ここにいる子たちは、とり憑つかれているのよ。心の半分を乗っ取られているの」

「とり憑かれてる――って、やっぱり怨おん霊りようとかおばけとか、魔物とかに？」

「簡単には説明できないわ。この土地に封じられている存在によ。彼らはいつも、こちら側の世界に出てくる機会をうかがっているの。こういった秘密の集会は、人の心の影の部分を触発して、彼らを呼びこみやすいのよ」

　夜啼鶯の宮ナイチンゲールはそれを目的にしていたのだろうか。わからないことだらけだ。が、根掘り葉掘り質問している場合ではなさそうだ。

　燐りん光こうのように輝く赤い煙とともに、生徒たちが、じわじわと距離を縮めてくる。

「姫君……私たちはあなたを待っていたのです。あなたを憑より代しろにすれば、私たちはこの世界に出ることができるのですから」

　低い声で呼びかけながら、三千代がゆっくりと近づいてくる。

「私たちをお見捨てにならないでください……」

　と、和季も異様な目つきでアヤメと姫子を見つめる。ほかの生徒たちも、口を開く。

「長い、長いあいだ、私たちは姫君をお待ちしていたのです……」

「あなたの心と身体からだを私たちにお与えください……」

　アヤメは腰をかがめて姫子に寄りそった。

「姫子……」

「恐こわがらないで。数は多くても大した力はないから、すぐ、元いた場所に返せるわ」

　姫ひめ子こは錫しやく杖じようを構え、まぶたを閉じると、呪じゆ文もんのような言葉をつぶやきはじめた。

「いのちあるものもなきものも、ちからあるものもなきものも、かしこきものもおろかなるものも、そのおうおうのさだめにのっとり、あるべきすがたをただしくとり、あるべきところにただしくあり、よろこぶべきときにはよろこびを、くるしむべきときにはよきくるしみを、さすらうべきときにはさすらいを、まようべきときにはしかるべきまよいを、あいしあいされるべきときにはあいしあいされることをえしめたまえ。ねがわくば、ふとうなくるしみにおしひしがれしものにはすみやかなるすくいを」

　――とともに、姫子の身体からだが光に包まれ、その衣装と長い髪が、風をはらんだように浮きあがった。

　姫子が目を大きく見開き、錫杖を頭上に高々と掲かかげた。

「かきつばたの姫がこの身を花とし、蘂はなしべとせん――！」

　まばゆい光こう芒ぼうが、姫子を中心に広がった。まるで太陽が降臨したかのような明るさだ。

　由ゆ麻まや和かず季きたちが顔を覆おおって悲鳴をあげる。アヤメも思わず目を細める。

　やがて光がおさまると――。

　赤い煙はほぼ消え去っていた。由麻も和季も、生徒たちはみんな床に倒れている。

「姫子、今のって……。由麻ちゃんたちは……」

「気を失っているだけよ。目をさましても、何もおぼえていないわ」

　姫子はまだ険けわしい表情のままだ。

「油断しないで、アヤメ。まだ終わりじゃないわ」

「……ひめこ」

　低い声に、アヤメは、はっとふりむいた。

　倒れた生徒たちの中から、三み千ち代よだけが再び立ちあがろうとしていた。その表情はうつろなまま、瞳ひとみには妖あやしい光を宿し、身体にはまだ赤い煙をまといつかせている。

「三千代さん――！」

　アヤメが息を呑のむ。姫子がアヤメの身体を引いて、自分の背後に回した。

「前に出ないで。今の三千代さまには、わたしでも勝てるかどうかわからない」

　姫子は表情をひきしめ、錫杖を構え直した。
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「姫子……私のものになってくれ……」

　低い、低い声で、三千代が語りかけてきた。

「我々にはおまえが必要だ……。おまえはいつも、私のいうことをよく聞く、いい子だったじゃないか……。あの頃ころのように、また仲よく暮らそう、姫ひめ子こ……」

「み、三み千ち代よさん――なんの話をしてるの？」

「混乱したまましゃべっているのよ。半分は自分の心のまま、半分はとり憑ついているものの言葉で」

　では、三千代が口にしていることの半分は、その本心から出ているということか。

「心の闇やみは、ほうっておくと増幅するわ。そして誰だれかに利用される。三千代さまは、このパーティになん度も足を運ぶうち、知らず知らず、心を浸食されていたのよ」

「……姫子、私を見捨てないでくれ」

　懇こん願がんするような声だ。

「私のそばにいてくれ、姫子。私が、ずっとおまえを守ってやるから。だから、いつまでも一緒にいよう、姫子。おねがいだ、姫子……」

　姫子が、気を引き締しめるようにきゅっと唇を引き結ぶ。

「わたしの迷いを誘おうとしても無駄よ。わたしはあなたたちに情けなどかけないわ」

　哀あい切せつな表情で、三千代が姫子に腕をさしのべる。

「姫子、なぜそんなことをいうんだ。私たちを捨てるのか。私を裏切るのか。そんなことをして平気でいられるのか、姫子。そんなはずはない。優しいおまえがそんなことに耐えられるはずがない。私には、姫子、おまえが本当はどんな女の子かよくわかっている」

「子どもの時とは違うわ。小さい頃のわたしと、今のわたしは違うのよ」

　だが、その名を三千代が口にするたび、姫子はかすかに身を震ふるわせる。まるで名前を呼ばれるたびに、見えない鎖が姫子の手足に絡からみついているかのようだ。

「私の願いを聞いておくれ。おまえは誰よりも優しい子じゃないか。さびしがりやで泣き虫で、他人を傷つけるより自分が苦しむことを選ぶ、誰かに傷つけられても、相手を憎むことも、仕返しすることもできない。そんな女の子だろう」

「――違う。私は、そんな弱い人間じゃない。わたしは強くなったのよ！」

　姫子が叫んだ。しかしその瞳ひとみは揺れている。

「私にはわかっている。おまえは私を見捨てることはできない。自分をごまかすのはもうやめろ。私を救ってくれ、姫子。誰よりもおまえを大事に思っている、私を――」

「三千代さま――」

　姫子の顔がつらそうに歪ゆがんだ。そのわずかな心のひるみを三千代は見逃さない。

「わたしのものになれ、姫子！」

　三千代にまといついていた赤い煙が、口を開いた獣のように襲いかかってきた。

　はっとしたように姫子が錫しやく杖じようを振るう。赤い煙はあっさりと霧散した。が、その後ろから、素早く三千代が迫ってきた。

「あぶない、姫子！」

「アヤメ、離れて！」

　姫ひめ子こがアヤメを突き飛ばした。が、その動きが隙すきになった。三み千ち代よは一気に間合いをつめると、姫子を壁に押しつけた。姫子の錫しやく杖じようが床に転がる。

「姫子！」

「来てはだめ。逃げなさい、アヤメ！」

　必死に叫ぶ姫子の喉のど笛ぶえに、三千代の指がくいこんだ。

「われわれの姫ひめ巫み女こ。とうとう手に入れた。長い、長いあいだ、闇やみに葬ほうむられていたわれわれの思いを、やっと晴らす時が来た……」

「うっ、ぐっ……」

　三千代は片手で姫子の両手首を捕まえ、もう片方の手で喉を押さえつけている。姫子は身動きができず、身をよじるばかりだ。

「私たちとひとつになろう、姫子。私の息い吹ぶきをおまえに注ぎこんであげるから」

　三千代の口もとに、赤い煙がただよっている。懸命に顔を背そむけようとする姫子だが、三千代は強引に姫子の顔を自分にむけさせ、口づけを求めるかのように唇を寄せていった。赤い煙を姫子の口に流しこもうというのだろう。

　もしそうなったら、姫子はどうなるのだろう。今の三千代のように自分を失って、とり憑ついたものに操られてしまうのだろうか。

　アヤメは死に物狂いで考えた。なんとか姫子を救わなければ。――でも、どうやって？

　天啓のようにひらめいた！

「おぉおーっほほほほほほ！」

　突然、突拍子もなく甲高い笑い声を、アヤメはあげた。

　さすがに驚いたらしく、三千代がふりむく。

「三千代さん、まぁだわからないの？　そっちの子は姫子じゃないわ。わたしが本物の姫子！　そちらはニセモノの春日かすがアヤメちゃんよ！　お馬ば鹿かさんね。おっほほほほほほ！」

　しまった。また「おほほほ」笑いをしてしまった。

　が、半なかば意識をのっとられている三千代は、それを変には思わなかったようだ。

「ニセモノ、だと」

「そうよ。あなたはもともと、わたしを狙ねらってたんでしょ。ほら、よく見なさいよ。あなたと話していたのはこっちのわたしよ。メガネをかけて、髪を編んで、さっきまであなたとおしゃべりしてたじゃないの」

「そ、そういえば」

　三千代が動揺する。が、姫子はもっと動揺しているようだった。

「な、な、何をいってるの、アヤメ。馬鹿なまねはやめて、早く逃げなさい！」

　三千代に押さえつけられながら、姫子が叱しかる。だが、かまわずアヤメは叫ぶ。

「わたしが本物の佳か代よ花はな姫ひめ子こよ！　メガネをかけて髪形もあなた好みにしてあげるから。こっちにいらっしゃい、三み千ち代よさん！」

　叫び、メガネを拾って、顔の横でぶんぶん振り回す。

「さあ、三千代さん、わたしなら、あなたに優しくしてあげるわ！　あなたのために、なんでもしてあげる！　二人で仲よく、幸せになりましょう！」

　懸命に三千代を惹ひきつけ、誘い、たぶらかそうとする。が、われながらすごく下へ手ただ。

　とても姫子のようにはできない。

　しかし三千代はだまされてくれた。姫子から離れ、アヤメに突進してくる。

「姫子！」

「わっ」

　しまった。自分がどう逃げるか、まるで考えていなかった。

　獣のように口を開いて、三千代がアヤメを押し倒す。口もとに赤い煙をただよわせながら、顔を近づけてきた。

「ひ――っ！」

　唇が重なりそうになる。その時、視界の隅に、錫しやく杖じようを拾う姫子の姿が映った。

「アヤメから離れなさい！」

　必死の形ぎよう相そうで姫子が駆けてくる。五重の塔の階段で、ミーちゃんを救おうとした時の顔によく似ていた。

　錫杖を振りおろす。三千代が身軽にアヤメから跳びのく。

　姫子は三千代に向かって錫杖を構え、アヤメを自分の背中にかばった。

「また余計なことをして！　逃げなさいっていったのに、なぜいう通りにしないの！」

　ものすごく恐こわい顔でにらまれた。今までで一番恐い顔だ。が、アヤメもカッとなる。

「助けてあげたのに、そんないいかたないでしょ！」

「さっき、二度と身代わりはしないっていったでしょう！　一度決めたことは最後まで守りなさい！」

　三千代の喉のどから、動物のような声がほとばしった。と同時にまといついていた赤い煙が爆発的に広がり、姫子とアヤメを包みこんだ。

　姫子がアヤメをしっかりと抱き寄せた。三千代が指を鉤かぎのように曲げ、猛然と二人に迫る。姫子はアヤメをかばったまま、逃げようとしない。

「ごめんなさい、三千代さま……！」

　小さなつぶやきが聞こえた。次の瞬間、姫子が錫杖を三千代に突きつけた。

　姫子の身体からだを中心に、ふたたび光が炸さく裂れつした。さっき由ゆ麻まや和かず季きを気絶させた光よりも、もっと強烈な輝きだ。

　三千代が絶叫し、倒れる姿が目に入った。まとわりついていた赤い煙が一瞬で消滅した。

　光の奔ほん流りゆうはアヤメをも包みこんだ。まばゆさに目がくらみ、意識が薄れてゆく。



　――そして、夢を見た。
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　……一面に、紫の花。

　空を染めたたそがれの紫色が、地上にまで降り注いだかのようだ。

　優しく揺れる花の中に、自分一人、ぽつんと立っている。

　甘い、甘い、むせかえるような花の匂におい。どれがアヤメでカキツバタだろう。

　遠くから声が聞こえる。

　誰だれかを責めるような声だ。信じていた相手にだまされ、捨てられた人の声。

　責められているのは……わたし？

　耳をすます。

　――あなたは人の心をもてあそび、あなたを愛した人を利用し、裏切り、大勢の優しい人を傷つけたの。だから、その罪を償つぐなわなければならないわ。

　花の中で声を返す。

　わたし、なんにもおぼえてないんだよ！　わたし、あなたに何をしたの？

　記憶がない。なのに心はうずく。罪悪感と自己嫌悪。

　わたしは誰？　おねがい、誰か答えて！

　答えの代わりに風が吹き、紫色の花たちを、綾あや目め模様にそよがせた。



　アヤメは、はっ、と目を開けた。

（変な夢だったな……）

　ひょっとしたら、以前の記憶のかけらなのかも――。

　いや、それどころではない！　肌が熱い。炎と煙の匂いがする。

　火事だ。床と、窓に張られた暗幕が燃えていた。行灯あんどんが倒れ、ろうそくの火が床板に燃え移ったらしい。煙が充満し、室内に立ちこめている。

「姫ひめ子こ！」

　倒れている姫子に駆け寄る。三み千ち代よや由ゆ麻まや和かず季きたちも気絶したままだ。

「姫子、姫子。しっかりして、姫子」

　その細い肩をゆする。姫子は苦しげにうめいた。

「煙……火事……？」

「そうだよ。早く逃げなくちゃ！」

「だめ。みんなを助けないと……三み千ち代よさまや、和かず季きさんや、由ゆ麻まちゃんたちを」

　また他人の心配をしている。

「おい、やっぱり火事だ！　人を呼んでこい！」

　エルザの声だ。はっとアヤメがふりむく。煙の向こうで、なん人かの生徒があわただしく動いている。その中の一人がエルザだった。

　私服姿のエルザは、目ざとくアヤメと姫ひめ子こを見つけて駆け寄ってきた。

「エルザ……！」

「姫子――じゃないな、きみはアヤメちゃんか。ということは、そっちで変なカッコして倒れてるのが姫子だな」

　戸口で生徒たちが騒いでいる。

「水、早く水を！」

「それより早く倒れている人たちを助けましょう！」

「もっと人を集めてきて。急いで！」

　エルザは自分の身体からだでアヤメと姫子を隠すようにして、早口でささやいた。

「五重の塔に火が見えるって聞いて、ほかの子たちと一緒に飛んできたんだ。いったい何が起きたんだ？」

「ええと、それが、その――」

　どこまで話していいかわからない。姫子はまた気を失ってしまっている。

「説明を聞いてる場合じゃなさそうだな……。きみたちは、ここにいないほうがいいんじゃないか？」

　そうかもしれない。姫子は、素行に疵きずをつけるわけにはいかないといっていた。

　アヤメはメガネと錫しやく杖じようを拾い、ぐったりしている姫子を背負った。

「エルザ、三千代さんたちをお願い」

「みんなに見つからずに逃げられるか？」

「だいじょうぶ」

　姫子が教えてくれた隠し扉に走る。羽目板をはずし、中にもぐりこんで扉を閉めた。
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　姫子を担かついだまま、慎重に階段をおりて、闇やみの中を進む。

　背後の騒ぎが急速に遠ざかってゆく。

（そうか。姫子は、わたしをこの通路から、パーティに潜入させるつもりだったんだ）

　この地下道はどこにつづいているのだろう。出口を見つけられるか、不安になる。

　闇の中の一本道をどこまでも歩く。

　歩きに歩き、十分以上は経たっただろうか。

　上り下りのある通路を進むうち、気がついた。いつの間にか、建物の中に入ったようだ。壁や天井が、板張りになっている。

　さらに階段をあがったりおりたり、またあがったり。

　思いがけず、見知った場所に出た。

「ここって、屋根裏部屋……！」

　姫ひめ子こに鎖で縛られ、痺しびれた足をつっつかれたところだ。五重の塔とこの場所は、隠し通路でつながっていたのだ。

　階段をおりて、扉を押し開ける。そこはもう、姫子の部屋だった。

「はあっ……」

　安あん堵どの息。錫しやく杖じようを置いて、姫子をベッドに寝かせる。窓から月の光が射さしこみ、姫子の姿を照らしている。やわらかな夜風が心ここ地ちよい。

「姫子、部屋についたよ。もうだいじょうぶだからね」

　巫み女こ装しよう束ぞくの姫子が、何かつぶやいている。うわごとのようだ。

「姫子、なに？　苦しいの？」

「……三み千ち代よさま、和かず季きさん、由ゆ麻まちゃん。早く、助けてあげないと……」

　あえぐような呼吸。背負って歩いている時は気づかなかったが、いつの間にか顔が火ほ照てり、汗ばんでいる。

「姫子、しっかりして。また熱が出たの？」

　しかし、姫子は答えず、無理やり身体からだを起こそうとした。

「みんなを助けなくちゃ。早く……急がないと、みんなが火事で……」

　が、力が入らず、ベッドの上に崩れ落ちそうになる。アヤメがあやうく抱き支える。

「安心して、姫子。みんな、エルザたちが助けてくれたはずだから」

　しかし、アヤメの声は聞こえていないようだ。

「わたし……わたし、失敗してしまったわ。誰だれも……誰一人危ない目にだけは遭あわせたくなかったのに……」

　すすり泣くような声。アヤメは懸命に姫子を落ちつかせようとする。

「姫子、心配ないってば。そんな大火事じゃないし、エルザたちがみんなを運び出してくれたよ。だからだいじょうぶ、ね？」

「わたしのせいで……わたしのせいで、三千代さまたちが……」

　ほとんど錯乱状態だ。巫女装束に髪が絡からみつく。

「ちょっとごめんね。今、楽にしてあげるから」

　襟をゆるめ、帯をほどいてやる。ついでに白いスニーカーも脱がしてしまう。

　姫子の上気した肌があらわになった。が、照れている場合ではない。

「そうだ、薬！」

　棚に走って、薬の瓶びんと銀の匙さじを取り出した。

「これを飲んで、姫ひめ子こ。ほら、口を開けて」

　姫子の火ほ照てった身体からだにのしかかり、匙ですくった薬を顔に近づけた。姫子は抵抗した。ソックスを履はいた足がシーツを掻かきむしるように泳ぐ。

「い、いや――」

「飲んで、姫子。ほら、飲むの」

　やや厳しい口く調ちようになり、もがく姫子の脚あしのあいだに片かた膝ひざをこじ入れて押さえつける。

「いうことを聞いて。ほら、口を開けて」

「うう……」

　姫子は観念したようにおずおずと口を開いた。白い歯のあいだに、銀の匙をねじこむ。

「う、んぐっ」

「吐き出しちゃだめ。ちゃんと飲んで。飲みなさいっ！」

「んっ、んうーっ！」

　美しい顔を歪ゆがめて、こくり、姫子の喉のどが動いた。と同時に。

「あぁっ、くぅぅんっ……っ」

　絶え果てるような声とともに、姫子の長い脚が、爪つま先さきまでぴんと伸びた。シーツを握りしめ、華きや奢しやな身体を弓のようにしならせて、びくびくっと震ふるえる。あの恐おそるべき苦にがさを思いだし、飲ませたアヤメまで身震いした。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　ひとしきり、くるおしげに身体を引きつらせたあと、姫子は精せいも魂こんも尽きたように、ぐったりと力を抜いた。まだ身体がひくひくと震えている。

　そんな弱々しい姿を見ていると、姫子に足をつつかれたり、柔軟体操をさせられた時の自分を前にしているような気がした。

　突然。

　目まいのような感覚にとらわれた。

　自分が姫子で、目の前の少女がアヤメであるような錯覚に襲われたのだ。

　そして、長い睫まつ毛げと唇を震わせる姿を見て、胸に広がる罪悪感と自己嫌悪。

　姫子も、アヤメを叱しかったり責めたりしたあと、こんな気持ちになるのだろうか……？

「はあ、はあ……。あああ……」

　少し姫子の呼吸が落ちついてきた。アヤメはわれにかえり、姫子の耳もとでささやいた。

「姫子、だいじょうぶ？　ごめん、ごめんね。乱暴なことして」

　細い身体におおいかぶさり、唇についた薬を、そっとぬぐってやる。

「三み千ち代よさんたちは、エルザが助けてくれたはずだよ。誰だれも死んでないし、怪け我がもしていないよ」

「ほんとう……？」

「本当。だから、心配しないで」

　安心してくれるかと思ったが、姫ひめ子こはまだ泣きそうな顔をしていた。

「わたし……わたし……」

「ん、なに、姫子」

「わたし……優しい人を大勢傷つけてきたの……。人の心をもてあそんで、わたしを愛してくれた人を利用して、裏切ってばっかり」

　なんのことをいっているのだろう。

　それはアヤメがつぐなうべき罪ではないのか。

「みんな、わたしのそばからいなくなっちゃった……」

　顔をシーツにうずめる姫子。アヤメにできるのは、姫子の長い髪を、白い頬ほおを、やわらかな身体からだを、細い腰を撫なでてやることだけだ。

「姫子、姫子、わたしがいるよ」

「もう……こんなのはいや」

「姫子、わたしがいるよ。わたしがそばにいるから、そんな悲しそうな顔しないで」

　不意に姫子がアヤメの背中をかき抱き、長い脚あしを絡からみつけてきた。アヤメは姫子に身体を預け、されるがままになってやった。

　そして、あやすようにささやく。出会った夜に、同じこのベッドの上で、姫子がアヤメにしてくれたように。同じ言葉を。

「安心して、姫子。わたしがずっとそばにいるから。わたしはあなたの味方だから」

　ようやく姫子は顔をあげ、まだ焦点のさだまらない目をアヤメにむけた。

「あなた、だあれ……」

「わたしは――」

　少し考えて、アヤメは答えた。

「わたしは、もう一人のあなただよ」

　その声が届いたかどうかはわからない。姫子はまた意識をなくしてしまったからだ。

「姫子、眠ったの……？」

　返事はない。

　そっと姫子から離れ、身なりを整えてやる。月光に照らされた、疲れたような青白い顔を見つめる。

　いや、本当に姫子は疲れ果てているのかもしれない。

（この子、ずっとこんなふうに戦ってきたのかな。誰だれにも心を許さないで、一人ぼっちで……）

　さっき三み千ち代よがいっていたことを思いだす。小さい頃ころの姫ひめ子こは、誰だれよりも優しくて、さびしがり屋で、甘えっ子で――。

（姫子は、何を望んでいるんだろう）

　眠る姫子の指が、何かを求めるように動いている。手を握ってやると、姫子はほっとしたように表情をゆるめて、落ちついた寝息を立て始めた。

「……おやすみ、姫子」

　アヤメはそのまま、ベッドのそばに膝ひざをついて、ずっと姫子の手を握っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　

終章

おしまいは光の中で



「アヤメっ！」

　どがん！　いきなり乱暴に身体からだを揺すられた。ほとんど殴られたといっていい。

「アヤメ、いつまで寝てるの！　いいかげんに起きなさい！」

　姫ひめ子この声だ。目を開けると、制服姿の姫子がアヤメをにらんでいた。

「ひ、姫子。おお、おはよっ」

　ベッドの上で、ふとんを引き寄せながら、アヤメはあわてて身体を縮めた。

「呆あきれたわ。叩たたいてもゆすっても目をさまさないんだもの。あなたってずいぶん神経が太いようね、アヤメ」

　おっかない姫子に戻っている。アヤメはそそくさと布団ふとんから抜けだした。

「そんなに怒らなくてもいいじゃない。今なん時？」

「十時過ぎよ。食堂から朝ごはんを持ってきておいたから食べなさい。わたしはまた出かけてくるわ。ゆうべの後始末があるから」

「後始末……」

「あなたが寝ているあいだに先生がたと話してきたの。三み千ち代よさまたちは無事だそうよ。心配しなくていいわ」

　誰だれより心配してたのは自分だろ、と、いいたくなったが黙っている。

「火事も、小ぼ火やですんだんですって。でも、消防署に連絡したり、生徒たちの話を聞いたり、少しごたごたしそうなの」

　てきぱきした口く調ちよう。昨夜の弱気な様子はどこにも残っていない。

「ゆうべ、ここまで運んでくれたことには、お礼をいっておくわ。それで、その……」

　姫子がちらっと、うかがうようにアヤメを見た。

「わたし、寝言で何か、おかしなこといわなかった？」

「え？」

「わたし、力を使ったあとは、熱を出してうわごとをいうらしいの。自分ではよくおぼえてないんだけれど……」

　姫子の瞳ひとみが心配そうに揺れている。

「わたしもおぼえてないよ。逃げるのに精一杯だったし、部屋に着いてからは、疲れてすぐ寝ちゃったから」

　と、すかさず嘘うそをついたのは、われながら上出来だった。姫子はほっとしたように息をつくと、また険けわしい表情に戻り、扉に手をかけた。

「わたしが戻るまでここにいなさい。わたし以外の誰が来ても顔を出さないように。屋根裏部屋にあがるのも禁止。その他、勝手な真ま似ねはしないこと。いいわね」

　いちいち命令口く調ちようなのが腹立たしい。ゆうべの弱々しい姫ひめ子このほうが、よっぽど可愛かわいげがあった。――そんなことをいったら、また怒り出すに決まってるが。

　扉が閉まって、アヤメは部屋の中で一人になった。

　今さらながら気づいた。ゆうべ、アヤメは姫子の手を握りながら、床に膝ひざをついて寝てしまったはずだ。なのにいつの間にかベッドで、ちゃんと布団ふとんをかけて眠っていた。

　姫子がやってくれたのだろう。

　アヤメは顔を洗って、姫子が持ってきてくれた朝食を食べた。献こん立だては和風で、精しよう進じん料理みたいにつつましやかなものだった。

　しばらくして、姫子が帰ってきた。ひどく疲れた顔をして。

「お帰りなさい。元気ないね、どうしたの」

「一緒にきて。三み千ち代よさまがあなたに会いたがってらっしゃるわ」

　姫子の暗い表情を見て、悪い予感が走る。

「ね、三千代さんたち、元気なんだよね？」

「ほかの生徒はみんな無事よ。ただ、三千代さまは入院することになったの」



「火傷やけどや怪け我がをしたわけではないんだ。ただ、過労で身体からだが衰すい弱じやくしているから、しばらく安静にするように、と、校医の先生にいわれてね」

　白いベッドに横たわったまま、三千代がアヤメに説明した。

「当分は寝ていることになりそうだ。もしかすると、街の病院に移るかもしれない」

　病室には三千代と和かず季き、そしてアヤメと姫子の四人だけだ。校医の先生には、席をはずしてもらっている。

　ここは、校舎とは別の建物、小さいが本格的な治療施設だ。万一、重病人や大おお怪け我がをした者が出た時のために、こういう設備もあるのだそうだ。

「君には迷惑をかけた。馬ば鹿かなことをしてしまって、恥ずかしい限りだよ」

　三千代が自じ嘲ちようする。枕まくら元もとには和季が控え、心配そうに三千代を見つめている。

　アヤメはなんといっていいかわからない。三千代は確かにやつれていた。が、その瞳ひとみからは、あの病的にぎらついた光が消え、表情もやわらかくなっている。それこそ、憑つきものが落ちたように。

「君にお詫わびと、それにお礼をいいたかったんだよ。姫子を救ってくれたそうだね」

「三千代さん、ゆうべのことおぼえてるの？」

「もちろんだ。私は佳か代よ花はな家の分家の人間だ。本当は、姫子と一緒にこの学院を守る責任を負っているんだよ」

　意外な言葉だった。

「……しかし、やはり私には荷が重すぎた。姫ひめ子こほどの力もないし、結局、心の隙すきを突かれて、身体からだをのっとられてしまった。いいわけのしようがない」

　和かず季きが目を伏せた。

「私の責任です。私が、三み千ち代よさまの異変に気づいていれば……」

　もの問いたげなアヤメの視線に、和季が答えてくれた。

「私も事情は知っていました。佳か代よ花はなの家に連つらなる者ですから。なのに、力不足で……」

「おまえのせいじゃないさ。何もかも、私の心が弱かったことが原因だ」

　三千代はアヤメの隣に立っている姫子に目をむけた。

「これ以上、学院府長をつづけるわけにはいかない。次の学院府長は、姫子、おまえだ」

「はい」

　硬い表情で、姫子がうなずく。

「きっと、いろいろな連中がおまえの地位を狙ねらうだろう。こんな醜しゆう態たいをさらしておいて、いえた義理じゃないが……おまえが心配だよ。うまくやっていけそうか」

「やってみます。アヤメも学院府の一員として力になってくれますし」

　いわれて、えっ、と思った。そんな話は初耳だ。

　が、三千代はすっかり納得してしまっている。

「そうだな。アヤメが、どこから来た、何者なのかはわからないが――きっといい補佐役になってくれるだろう。おまえがそう感じるならそうなるはずだ。おまえの直感は私よりも遥はるかに正確だからな」

　うなずきあう姫子と三千代。和季まで納得したようにうなずいている。本人のアヤメを置いてきぼりにして。

　また変な汗が背中を伝うのを、アヤメは感じていた。



　校舎から外に出ると、初夏の陽ひ差ざしが世界に降り注いでいた。

　木こ漏もれ陽びの踊る木こ立だちを歩きながら、姫子が、諸もろ々もろの事情を説明する。

　三千代は、火事の全責任を背負ってくれたのだという。

　先生たちのほとんどは、昨夜の出来事を、ただの火の不始末による失火だと思っている。何か異常なものが生徒たちにとり憑つき、姫子がそれを祓はらったことは知らない。

　パーティの参加者が気絶したのは、火事の煙を吸ったせいだ、ということになった。姫子とアヤメがあの場にいたことも、誰だれも知らない。あの奇妙な赤い煙のことも誰一人おぼえていないそうだ。

「わたし、三千代さまがあのパーティの常連だということには、高等部にあがる前から気づいていたの」

　歩きながら、憂うれわしげな表情で姫子がつぶやく。

「あそこに何度も通ううちに、心と身体からだをのっとられそうになっていたことも。最近は、言動も少し普通ではなかったし」

「誰だれかに相談できなかったの？　先生とか」

「先生がたは、封じられたものたちのことをご存じないのよ」

　姫ひめ子こはひっそりと笑った。

「それに、ことを荒立てたくなかったの。三み千ち代よさまがパーティの常連だという証拠をつかんだら、病気か何かを口実に、学院府長の座を降りていただこうと思っていたわ。しばらく学院を離れて謹きん慎しんしていただけば、三千代さまも正気に戻るはずだし、わたしへの政権移譲もすんなりいく。――そう計算していたのよ」

「わたしが余計なことしたせいで、計画が狂っちゃったんだね……」

　姫子が、ちろっ、と冷たい一いち瞥べつをアヤメに向けた。

「その通りよ。あなたのおかげで、わたしも危ないところだったわ」

「で、でも姫子だって悪いんだよ。三千代さんを助けるためだって教えてくれれば、わたしだって、もっとちゃんと協力したのに」

「あなたはお芝居や隠しごとが苦手でしょう。だから必要以上のことは教えないほうがいいと思ったのよ。どこで口をすべらせるかわからないから」

　そういわれると反論できない。

「でもまさか、あなたがわたしと間違えられて、封じられたものたちがあらわれるきっかけになるとまでは読めなかったわ。そうとわかっていれば、ほかの方法を考えたのだけれど……」

　姫子は竹の葉のそよぐカキツバタの池のほとりで足を止めた。

「教えておくわ。アヤメ、この学院はね。いろいろなものを封じるための蓋ふたなのよ」

「ふた？」

「そう。ゆうべ三千代さまたちを支配しようとしたものや、ほかにもいろいろなものたちを閉じこめるための、蓋。そして、蓋を閉じておくために、若い女の子に修道士みたいな禁欲的な生活をさせて、力の場をつくりだしているの。厳しい校則や、媛ひめ宮みや制せい度ども、すべてそのため。昔から、私たち佳か代よ花はなの家の者は、蓋の番人を務つとめてきたのよ」

「力の場……蓋の番人……」

　謎なぞだらけだ。姫子が手に入れようとしている「秘密」も、何か関係があるのだろうか。夜啼鶯の宮ナイチンゲールや、三千代がいっていた、姫子の地位を狙ねらう連中とやらも、関かかわりがあるのだろうか。

　顔中に疑問符を貼はりつけているアヤメに、姫子がふっと笑いかけた。

「そのうち少しずつわかってくるわ」

　そして、細いあごをあおむけて空を見た。

「……わたしのせいで、大勢の人を危険な目に遭あわせてしまったわ。三み千ち代よさまや、和かず季きさんまで」

　人形のように無表情でつぶやく。

　でも、たとえば涙をこらえようとする時、人は、こんなふうに表情を消すものではないだろうか。呼吸を小さくして、まぶたを半目に閉じて……。

　姫ひめ子この美しい立ち姿が、一瞬、ひどくはかなげに見えた。

（まるで、カキツバタの花みたい）

　しみじみと、そんなことを思っていたら、姫子が不意にニヤリと笑った。

「でもよかった。三千代さまも和季さんも、最後まで、わたしのたくらみに気がつかなかったわ」

　アヤメはぎくっと身体からだをこわばらせた。

「ひとつ大事なことを学んだわ。邪魔者を排除しようと思ったら、ぐずぐずためらったり、情けをかけてはだめね。中途半端な行動は、傷口を広げるだけだわ」

「ちょ、ちょっと。また何いいだすの、姫子」

「三千代さまのこともそう。わたしがもっと早く、学院府長になってしまえばよかったのよ。わたしが早く地位を奪ってしまえば、ゆうべのようなことは起きなかったんだから」

「あっ、あのね、姫子？　そういう方向に考えなくてもいいんじゃ……」

　だが姫子は聞いていないようだった。

「わたし、今後はもっともっと情け容よう赦しやなく行動することにするわ。あなたにも協力してもらうわよ、アヤメ」

「へ？」

「これから忙しくなるわよ。すぐにもわたしの『宮みや』を開かなければならないし、小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まちゃんのことも考えなければいけないわ」

　決意の表情で姫子が歩きだす。唇を一文字に結び、さっそうと長い髪をなびかせて。

「ちょっと待って。わたしのいうことも聞いてよ、姫子！」

　その時。

「やーっほー。アヤメちゃんっ」

　突然、聞いたことのない声が頭上から降ってきた。

「ふふふ、よしよし。まずは、おさまるべきところにおさまったみたいね」

　足を止め、振りあおぐ。

「え……？」

　おかしな女の子が、アヤメを見下ろしていた。

　樹きの梢こずえに腰かけ、脚あしをぶらぶらさせながら、からかうような笑みを浮かべている。

　歳としは小学生以上には見えない。妙にお気楽で生意気そうな顔つきだ。異様なほど長い髪が風に揺れている。

　髪よりもさらに異様なのは、その服装だ。

　豪ごう華か絢けん爛らんな和服姿。年ごろには似つかわしくない、大人びた柄がらの振ふり袖そでを着ているのだ。腰には、これまた華麗な帯を締しめ、ぶらぶら揺らしている小さい足には、白い足た袋びと草ぞう履りを履はいている。

「どうお？　あなたの煉れん獄ごく、気にいった？」

「煉獄……」

　塔の窓に書いてあった文章を思いだし、はっとする。

「まさか、あなたがあのメッセージを書いたの？　わたしをここに連れてきたのも、記憶を奪ったのも、あなた？？？」

「そ。すべて順調。あなたはそうやって、佳か代よ花はな姫ひめ子こに協力していればいいの。まあまあ、そうあわてないで。ちゃーんと説明してあげるから」

　振り袖少女は、裾すそからちらちら見える細い足首を揺らしながら、にひひひっと笑った。

「何もかも教えてあげるわよ。私が誰だれなのかも、あなたが何者なのかも。それに、あなたと佳代花姫子の関係もね。とーっ！」

　と、カッコをつけてさっそうと枝から飛びおり――ようとして、空中で体勢を崩した。

「きゃわわわわっ」

　びたーん！　と、ものすごくみっともないかっこうで、女の子は顔面を地面にぶつけ、うつぶせに大の字になった。大きな袖が地面にふわりと広がる。

「だ、だいじょうぶ？」

　女の子は、土まみれになった顔をあげ、うつろな目でこういった。

「わ、わたしはもう、だめだわ……」

「はあああああああっ？」

　なんだ、この変てこななりゆきは。

「そのうちまた戻ってくるから、説明はその時まで待ってて。ひとつだけ教えとくわ。自分が誰なのか知りたかったら、絶対に佳代花姫子から離れないこと。……じゃーね」

「いや、だから『じゃーね』じゃなくて！」

　先を行く姫子に声をかける。

「姫子。ちょっときて！　変な女の子が――」

　いいかけて、視線を戻し――ぎょっとする。

　女の子が消えていた。

「え……」

　ほんの一瞬。本当に、一瞬、姫子に目を向けただけなのだ。

　なのに、そのわずかなあいだに、女の子は姿を消してしまった。

「ひ、姫ひめ子こ！　今の見た？」

　だが姫子は、まるで気づかず、ずっと先を歩いている。

「――エルザに協力してもらう必要もあるわね。それから、わたしの実家に手を回して、あなたの転入手続きも取らなくては」

　今の一幕にはまるで気づいていないようだ。

「敵はまだまだ大勢いるわ。これからが本当の始まりよ。夜啼鶯の宮ナイチンゲールの規模や目的もつきとめなければならないし、学院府に反感を抱いている生徒も多いし。あなたには今後も影武者役をやってもらわなければならないわね。それから……」

「ちょっと聞いてよ。姫子、姫子ってばーっ！」

　木こ漏もれ陽びの中をどんどん歩いていく姫子を、アヤメは懸命に追いかけた。



おわり　　



    

  
    
      



    

  
    
      

　序章　珊さん瑚ご礁しようのきずな



「たいへんなことになってしまったわね……」

　と、姫ひめ子こが由ゆ麻まにいいました。

「そうですね……」

　と、由麻も答えました。

　由麻と姫子の前には、真っ青な海と、真っ白い砂浜が広がっています。

　修学旅行の船が嵐あらしでてんぷくして、ほかのみんなは助かったのですが、二人の乗ったボートだけはこの島に流れついてしまったのです。

　姫子は由麻の大好きな制服姿です。旅行中なのでおしゃれにドレスアップしていて、フリルとかもついていて、いつもより、もっとすてきです。

「ここは無人島みたいね。私たち、これからここで暮らすことになるんだわ」

　由麻は胸がどきどきしました。

　これから、こんなきれいな場所で、大好きだった姫子さまと二人で暮らすことになると思うと、幸せでとびはねたいくらいです。

「いっしょに暮らすんですもの。この島では家族みたいなものね。これからは、私、あなたのことを妹だと思うことにするわ」

　姫子にそういわれて、由麻は心臓が止まるかと思うほどびっくりしました。

　私のことを、姫子さまが、妹だなんて！

「今日からは姉と妹よ。私のことはお姉さまと呼んでね、由麻ちゃん」

「はっ、はいっ、お姉さま」

　すごくどきどきしながらそう呼ぶと、お姉さまは、にっこり笑ってくださったのでした。



　第二章　二人だけの楽園



　それから、由麻と姫子お姉さまの、二人だけの暮らしが始まったのです。

　大きな木の上に小屋をつくり、寝起きはそこで。食べ物は、果物がたくさんとれるし、時々、親切なイルカさんが魚を運んできてくれるので、少しも困りません。

　珊瑚礁の海にもぐって、おいしそうな海草をとってくることもありました。

「きれいなお魚がいっぱいいるわね、由麻ちゃん」

「はいっ。でも、お姉さまのほうがもっとおきれいです」

「まあ、ありがとう。でも、由麻ちゃんだってかわいいわよ」

「ええっ、そんな……私なんて、お姉さまにくらべたら……」

「妹をかわいいと思わないお姉さんはいないでしょう？　私たちは姉妹なんだから、あなたは私にとって、世界中の誰だれともちがう、特別な女の子なのよ」

（書いているだけで、）聞いているだけで、顔が真っ赤になって、心臓が破裂しそうになる由ゆ麻までした。

　そうです。由麻がどんなに平凡で、目立たない女の子でも、姫ひめ子こさまの妹なら、姫子さまにとって、特別な女の子でいることができるのです。

　姉妹になれてよかった……。ため息をついて、そう、心から思う由麻でした……。



　第三章　ハイビスカスの罠わな



　でも、そんな幸福が長くは続かないということは、神ならぬ身の知るよしもないことでした。

　ハイビスカスの花畑の中でお花の世話をしていた姫子が、その中にまざっていた毒のある花のトゲに刺されてしまったのでした。

　その日から由麻は、姫子の世話をするようになりました。

　食事を作ったり、着替えを手伝ったり、お話し相手になったり。

　力なく弱々しい声で、姫子がほほえみかけます。

「あなたがいなければ、私は生きていけないわ。由麻ちゃんだけが頼りよ……」

「そんな……。私、お姉さまのためならこれくらい……」

　でも、このままでは姫子は天国に召めされてしまいます。一体、どうすれば……。



　第四章　傷だらけの純粋な愛



　その日、由麻が、姫子のために食べ物を探して歩いていると、一冊の手帳を拾いました。

　それは、ずっと前に同じようにこの島に流れついた人が、次に流れついてくる人のために、いろいろためになることを書いておいてくださったものだったのです。

　それには、薬草のことと、ふしぎな伝説が書いてありました。

　どんな怪け我がや病気にも効く薬草の花が、この島のどこかに咲いている。でも、その花には呪のろいがかかっていて、探しているあいだは、誰にもそのことをいってはいけない。誰かに話したら、薬の効き目が消えてしまう。と、そういうことでした。

　それから由麻は、来る日も来る日もへとへとになって島を探しまわりました。

　でも、姫子には、薬草のことを隠しておかなければなりません。

「由麻ちゃん、あなたはひどい子だわ！」

　小屋で寝ている姫子が、そういって由麻を叱しかりました。

「私がこうして毎日、苦しんでいるのに、そばにいてくれないなんて……。あなたがいなくて、どんなに私がさびしい思いをしているかわかっているの？　私たち、もう、姉妹でもなんでもないわ。今日からは、赤の他人よ！」

　そういって、姫ひめ子こは横たわったまま、プイッとあっちを向いてしまいました。

　由ゆ麻まは悲しくて悲しくて、涙が止まりませんでした。

　でも姫子も、由麻に背中を向けながら悲しみの涙を流していたのです。

　運命……。そう、すべては運命のいたずらのなせる切ない悲劇なのでした……。



　終章　ただ、とこしえの愛のために……



　それでも由麻は、毎日、薬草を探しつづけました。

　そして、ついに見つけました。

　それは、島のはずれの、毒のある花畑の真ん中に咲いていたのです。

　でも、由麻は少しのちゅうちょもなく、歩きだしました。

　一歩、歩くごとに、由麻の身体からだを、毒のある花がトゲで刺します。

（がんばらなくちゃ。姫子お姉さまのためだもの……）

　歯をくいしばって、薬草の花を取り、傷だらけになりながら小屋にたどりつきました。

　小屋では、姫子が死にそうになっていました。

「お姉さま……今、助けてあげます」

　姫子にはいより、由麻は最後の力をふりしぼって、薬草の花を食べさせました。

　すると、たちまち姫子は元気になりました。

「由麻ちゃん、どうしたの？」

　そばに倒れている由麻に気づき、姫子はびっくりしました。

　今度は由麻のほうが死にかけていたのです。

　でも、苦しい息の下からほほえみを、愛するお姉さまにむけました。

「よかった、元気になられたんですね……」

　その時、由麻のポケットから手帳がポトリと落ちました。

　それを読んだ姫子は、すべての真実を知ったのでした。

「由麻ちゃん、あなたは、私のために……」

　姫子の美しい瞳ひとみから、熱い涙がこぼれました。

「そうとも知らないで、私ったら……。許して……。私が悪かったわ……」

「いいんです……。私、姫子さまさえご無事なら……」

「由麻ちゃん！」

　ぎゅうっ、と、姫子は由麻を抱きしめました。

　ぎゅううっと、それはそれは固く固く抱きしめたのでした。

「私を許して！　あなたはやっぱり、誰だれよりも大事な私の妹よ！　だから死なないで！」

「まだ……私のことを……妹だと思ってくださるんですね……」

「もちろんよ！　由ゆ麻まちゃんは、誰よりも誰よりもかわいい、私のたった一人の妹よ！」

「お……姉、さま……」

　幸せそうに、由麻はほほえみました。でも、もう身体からだからは力が抜けていました。

「由麻ちゃん、聞いて……。私とあなたはね、本当の姉妹なのよ！」

「えっ……」

「小さい頃ころに事情があって生き別れになっていたの。だから由麻ちゃん、私はあなたの、実のお姉さんなのよ！」

　ガーン！

　あかされた意外な事実！

「お、お姉さま……」

　由麻の目から涙が一筋こぼれました。

「嬉うれしい……。私の……私だけの、姫ひめ子こお姉さま……」

　そういって、由麻は、まぶたをそっと閉じ、がくっ、と首を垂れました。

「私だけの由麻ちゃん……。私を許して……」



    

  
    
      



    

  
    
      　でも……もう由ゆ麻まは目を開けることはありませんでした。

「由麻ちゃん……私の可愛かわいい妹……」

　姫ひめ子こは、もう一度、由麻を固く固く抱きしめると、幸福そうなほほえみを浮かべている由麻のおでこに……そっと……口づけをしたのでした。

　その時！

「どきなさい！　今、注射をする！」

　駆けつけてきた救援隊の人たちが、由麻の腕に薬の注射をしてくれました。

　ついさっき、救援隊の人たちは、この島を見つけて上陸していたのでした。

「よかった、間にあった！」

　救援隊の人がいいました。由麻は、ゆっくりと目を開けようとしていました。

「由麻ちゃん……！」

「お姉さま……！」

　二人は喜びに目をかがやかせ、見つめあいました。

「よかったよかった。今は二人だけにしてあげよう」

　そういって、救援隊の人たちも感動しながら、小屋から出ていきました。

　もう、じゃまをする者は誰だれもいません。

「私の由麻ちゃん！」

「私の姫子お姉さま！」

　たがいの名を呼びながら、もう一度、固く固く抱きあう二人でした。

　ようやく、本当の幸福が、二人の愛しあう姉妹の上に訪れたのです。

　固く固く抱きあう二人を、水平線からのぼってきた朝日が、美しく照らしだしたのでした……。

ＥＮＤ　　　



    

  
    
      

アヤメの花の思い出（実話）　――あとがきにかえて――



　アヤメの花には、美しき思い出があります。

　それは、僕が小お田だ急きゆう線せんの百ゆ合りヶが丘おかに住んでいた頃ころのことでした。

　百合ヶ丘の駅前には、ゆりストアというスーパーがあり、ある日、そこでアヤメの鉢の大安売りをしていたのです（ちなみにアヤメとカキツバタは、分類学上は百合の仲間です）。

　当時の僕が住んでいたのは、六畳一間、風ふ呂ろなし、トイレ共同。銭湯に行くには峠を越え、駅に行くには谷を越え、庭先にはヘビやムカデや野生のタヌキが出没する（ほんとに）というすごいところでしたが、だからこそ多少は生活に潤うるおいが必要だと思ったのでしょうか。その青紫の可か憐れんな花を衝動買いして、アパートの窓辺に飾ったわけです。

　花はほどなく土に返ってしまいましたが、その頃から、天気がいい日など、窓の外で、ばたばたっ、ばたばたっ、と翼の音が聞こえるようになりました。いつの間にか、近所のスズメたちが、出しっぱなしの鉢植えの土で、土浴びをするようになっていたのです。

　米粒を撒まいてやると、さらにスズメの数は増大し、しまいには図ずう々ずうしくも部屋の中まで侵入してくるようになりました。おもしろいことになったと喜んでいたのですが、ある日、衝撃の事実に気がつきました。

　スズメたちの遊び場と化した二階の軒のき先さき、その真下の、一階の部屋（さいわい当時は空き部屋でした）の庇ひさしに、スズメたちのフ○が、シャレにならないほど大量に付着していたのです。

　こりゃえらいことになった、とあわてました。もちろん大家さんにあやまらなければならないわけですが、当時は大げさでなく日々の食糧にもこと欠く生活だったので、「敷金じゃ足りないから弁償してくれ」といわれたらどうしようと頭を抱えてしまったのです。

　そうなると人間とは身勝手なもので、それまでかわいいと思っていたスズメたちも、魔界より送りこまれてきた刺客のごとくに見えてきます。貴重な米を分けてやってるんだから、○ンぐらい気ぃ遣つかえよ、と文句をいいたくもなりました。

　しかし、友よ、奇跡は起きたのです。

　ある日、大家さんがやってきていうには、

「実は来年このアパートを建て替えることになったんですが……」

　この時の安あん堵ど、そして歓喜を、僕はいまだにおぼえています。建物を壊してしまうなら、多少、庇が汚れていても気にすることはありませんからね。おかげで引っ越しまでの期間、心おきなくスズメと仲よくすることができたのでした。

　そういうわけで、アヤメの花を見ると、百合ヶ丘のアパートに住んでいた頃の、お金がなく、仕事もまだほとんどなく、当然のごとく彼女もおらず、でも妙な明るさとやる気だけはふんだんにあった日々を思い出すのです。（しかしよく考えたら、これってアヤメの思い出じゃなくてスズメの思い出ですね、どちらかというと。しかもあんまり美しくないような）

　とまあ、別にそういう記憶が頭にあって主人公の名前を決めたわけではないのですが、書きながらいろいろと初心を思い出す作品となりました。前々から書きたかったこと、試してみたかったアイデアを、次から次へと投入できて、おかげで書くのが楽しくてしかたがなかったです。その楽しさが作品の出来にも反映されているといいのですが。

　アヤメと姫ひめ子こ、それを囲む女の子たちについて、書きたいことは、まだまだたくさんあります。というか、みんなであれも書けこれも書けと、僕の頭の中で、スズメのさえずりみたいに騒いでいるような状態です。今からつづきを書くのが楽しみです。お気に召めしたら、どうか応援してやってください。

　最後に、イラストを描いてくれた緋ひ賀がゆかりさんをはじめ、この本に関かかわってくださったかたがた、そしてもちろん読んでくれた読者の皆さんに、心からの感謝をのべさせていただきたいと思います。

　本当にどうもありがとうございました。

　また近々お目にかかれると思います。それまでどうかお元気で。

志し茂も文ふみ彦ひこ
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